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序   文  

独立行政法人国際協力機構は、東ティモール民主共和国の災害リスク軽減及び復旧のための

機材整備計画に係る協力準備調査を実施することを決定し、2022年5月8日から6月4日まで、及

び2022年8月17日から8月27日まで調査団を現地に派遣しました。  

調査団は、東ティモール政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地踏査を

実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

令和5年1月 

独立行政法人国際協力機構  

地 球 環 境 部 

部長 森田 隆博 
 

 

 

 



 

要約-1 

要  約 

１ 東ティモール国の概要 

 東ティモール民主共和国（以下「東ティモール」）は、東南アジアの小スンダ列島の東端に位置

するティモール島の東半分を占める島国である。その人口は約 134 万人（2021 年、出所：世界銀

行 World Development Indicators）であり、国土面積は約 14,900km2 である。 

 国土の約 6 割は山岳地帯で、島の中央部を走るラメラウ山脈を中心に起伏・変化に富み、国土

の半分近くが傾斜 40%以上の急峻な斜面から成る。地質的には、堆積した石灰が基岩を形成する

オーストラリア大陸プレートに属し、沿岸部やコモロ川流域を形成する基岩の母材はフィライト

（千枚岩）である。フィライトの構造は脆く、風雨に曝されると容易に侵食される性質を有する。 

 東ティモールは熱帯モンスーン性気候に属し、明確な雨季と乾季がある。ディリが位置する北

部地域の雨季は 12 月から 4 月までの 5 ヶ月間、年平均降水量は約 1,000～1,500mm で、11 月が

乾季から雨季への移行期である。気温は、最低気温は 18～23℃、最高気温は 28～33℃である。 

 東ティモールは、21 世紀最初の独立国として 2002 年に独立を果たし、2006 年の騒擾後は経済

成長が続き、2021 年の GDP 成長率は 4.4%、1 人当たり GDP は 1,457 ドルである。主要産業は農

業、石油、天然ガスで、農業の主要品目は米、トウモロコシ、コーヒー豆である。 

２ プロジェクトの背景、経緯及び概要 

 東ティモールは、前述のとおり国土の大部分を山地が占め、沿岸域まで急峻な地形を有すると

ともに、市街地が山沿いから海岸にかけての狭い平野に位置しているため、地すべり等の土砂災

害や浸水被害に見舞われやすく、自然災害リスクへの脆弱性は 171 カ国中 12 位と世界的に見ても

高い（国連大学環境・人間の安全保障研究所、2016 年）。2021 年 4 月には未曾有の豪雨が発生し、

首都ディリの中小河川及び排水路が氾濫し、市内の大部分が冠水した。また、この洪水によって

道路・橋梁、河川護岸、灌漑施設等の重要インフラは損壊し、約 31,000 戸の住宅が被災し、死者

は 48 人に上った。世界銀行の初期の見積によれば、農業、交通インフラ、住宅への直接被害だけ

で 3 億 9,300 万米ドル(約 430 億円)に上ると算定されており、間接的な経済損失まで含めるとその

損失は膨大な額に上ることは確実である。加えて、山間部では土石流や地すべりが発生し、道路・

橋梁等に被害を与え、交通網の断絶により地方都市間の移動が困難となり、地方部の被災状況把

握や支援物資輸送にも大きな支障が生じた。 

 東ティモール政府は、「戦略的国家開発計画（2011－2030）」において、気候変動や自然災害に

対して強靭な国家運営・インフラ整備を推進することを優先課題として掲げている。公共事業省

建設機械管理公社（Institute of Equipment Management (Instituto de Gestão de Equipamentos）、以下

「IGE」という。）は公共事業省（Ministry of Public Works、以下、「MPW」という。）や地方自治体

等の要請に基づき、災害発生時には被災した道路や河道の応急復旧工事に対応する他、平時には

河道に堆積した土砂の掘削のために建設機材と人員を派遣する。IGE は 2022 年 5 月現在 177 台の

建設機材を保有しているが、この約半数は我が国自衛隊が 2004 年に供与したものであり、老朽化

が進行している。2021 年 4 月の洪水災害対応においては、使用可能な建設機材が不足し、迅速な

復旧活動に支障が生じた。平時の災害リスク削減のための河川の維持管理についても、ニーズに
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対してサービス提供が追いついておらず、IGE 保有機材の更新・整備が喫緊の課題となっている。 

 このような状況下、東ティモール政府は、我が国に対して道路、河道、排水路整備のための建

設機材の更新･整備に係る無償資金協力事業「災害リスク軽減及び復旧のための機材整備計画」の

正式要請書を 2022 年 5 月に発出した。 

 上記要請を背景に、国際協力機構（Japan International Cooperation Agency、以下、「JICA」という。）

により、無償資金協力に係る本件準備調査が実施されることとなった。 

３ 調査結果の概要とプロジェクトの内容 

 JICA は、本調査の第一次現地調査として 2022 年 5 月 8 日から同年 6 月 4 日まで東ティモール

に調査団を派遣し、本プロジェクトに係る機材の要請内容の確認を行い、東ティモール国側実施

機関である IGE の河道整備サイトの現地調査や、機材の運用・維持管理の実態について調査を実

施した。帰国後に現地調査結果を基に国内解析を行い、概略設計を実施すると共に、概略事業費

の積算を行った。その結果を基に、2022 年 8 月 17 日から同年 8 月 27 日まで概略設計概要説明調

査を行った。 

 本プロジェクトにおける調達機材は、平時の河道整備、中小河川及び排水路の氾濫等を未然に

防ぎ、災害リスク削減のために必要な建設機材である。小河川や排水路内堆積物除去に有効な小

型の油圧ショベルの稼働率が高くなることが見込まれており、必要な数量を確保した。また、洪

水常襲地である大統領府周辺や政府機関が多数位置するカイコリ地区の浸水被害の防止・軽減に

有効な排水ポンプ車を整備し、排水先までの距離を踏まえたホース延長を確保した。 

 上記活動の実施に当たっては、実施機関である IGE と、道路・河道整備を所掌する公共事業省

道路・橋梁・治水局（Department of Roads, Bridges and Flood Control、以下、「DRBFC」という。）

並びに上水道及び排水路整備を所掌する公共事業省東ティモール水道公社（BEE Timor-Leste、以

下、「BTL」という。）との連携が重要であることから、第一次現地調査時に、IGE、DRBFC、BTL
と協議の上、3 者は、調達機材の効果的運用に向けた協力体制や機材要請フローに関し MOU を締

結済である。また、本プロジェクトにおいては、機材を効果的に活用し、上記 MOU に実効性を

持たせるための支援の一環として、①災害時応急対応及び復旧工事の改善、②排水ポンプ車の活

用、③平時の河道や排水路の維持管理活動の改善を目的としたソフトコンポーネント(技術支援)
を実施する。本プロジェクトによる調達機材内容を表１に示す。 

表 1 調達機材 

No. 機材名 調達数量(台) 

1 排水ポンプ車 2 

2 ダンプトラック 4 

3 油圧ショベルロングアーム 3 

4 油圧ショベル 3 

5 油圧ショベル 小型 4 

6 ブルドーザー 20 トン 1 

7 ブルドーザー 10 トン 1 

8 ホイールローダー 1 

9 モーターグレーダー 1 

10 振動ローラー 1 
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11 建機運搬トレーラー 2 

12 建機運搬車（セルフ型） 2 

13 移動工作車 1 

14 20 フィートコンテナ 2 

      出所：準備調査団 

４ プロジェクトの工期及び概略事業費 

 本プロジェクトの所要工期は我が国無償資金協力ガイドラインに基づき、実施設計から入札業

務、調達監理を含めて 24 ヵ月である。 

 本プロジェクトにおける概算事業費は表 2 のとおりである。本計画における日本側負担事業費

は、調達業者契約認証まで非公表。 

表 2 概略事業費 

内 訳 概略事業費 備 考 

日本側負担事業費 －  

相手国負担事業費 18 百万円 銀行口座開設に基づく銀行手数料等、
アクセス道路維持管理費、機材維持管
理費（1 年分）等 

   交換レート：1USD=135.24 円 
   出所：準備調査団 

５ プロジェクトの評価 

 本プロジェクトの妥当性及び有効性を以下に示す。 

(1) 妥当性 

 我が国は、「対東ティモール民主共和国 国別開発協力方針（平成 29 年 5 月）」において、同国

の『持続可能な国家開発の基盤づくり』を支援するとしており、重点分野の一つとして「経済社

会基盤(インフラ)の整備・改善」を掲げている。本事業は同重点分野に合致するものであり、我が

国の東ティモール支援の方針との整合性が高い。さらに、同方針は、「既存インフラの維持管理へ

の支援を含む質の高いインフラ整備に資する支援を重点的に行う」としており、ソフトコンポー

ネントを通じた、河道や排水路の維持管理技術の指導は、同国における河川インフラの維持管理

における技術の向上、人材育成に資するものである。 

 また、JICA は「東ティモール国ディリ洪水対策情報収集・確認調査」を実施し、ディリを含む

首都圏の洪水リスク削減のためのインフラ整備事業を提案している。しかしながら洪水対策事業

等の実施には、数年から十数年の期間を要することから、災害復旧に資する建設機材の更新・整

備、並びにソフトコンポーネントによる災害時応急対応体制の改善を図ることは妥当性が高い。 

 大統領府周辺並びに Caicoli 地区といった行政機能が集中する地区の浸水に伴う行政サービス

の停止や、経済活動への影響など社会経済的な損失は計り知れない。排水ポンプ車の配備による

浸水被害の防止・軽減は、行政サービスや社会経済活動への影響の軽減に有効である。以上から

本事業の妥当性は高いと判断される。 
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(2) 有効性 

1) 定量的効果 

 本プロジェクトにおいて、機材が更新・整備された際の定量的効果指標を表 3に示す。 

 IGE は、年次報告書において年間に施工した工事延長を道路整備、河道整備などの工事種別に

記録している。本プロジェクトによる建設機材の更新・整備によって施工延長の増加が期待でき

る。施工延長は、災害の有無、被災の程度により増減すると考えられるため、基準値、目標値共

に 3 年間の平均値を IGE の年次報告から調査し設定する。但し、2021 年 4 月洪水は、200 年確率

に迫る大規模な洪水であったため、道路、河道共に施工延長が顕著に増えているため除外し、基

準値は 2019 年と 2020 年の 2 年間の平均値を適用した。 

表 3 定量的効果指標 

指標名 
基準値 

(2019-2020 の平均値) 
目標値 

【事業完成 3 年後】 

災害リスク削減及び復旧のための道
路整備延長距離（km/年） 

68 
92 

3 年間の平均値(2025-2027) 

災害リスク削減及び復旧のための河
道、排水路の維持管理（km/年） 

21 
28 

3 年間の平均値(2025-2027) 

  注) 2022 年に自国予算で調達した建設機械及び本計画により更新・整備される建設機械によって、現状の稼働

可能機材に比べて約 35%の作業能力向上が期待できる。このうち本事業により更新・整備される機材による

寄与は約 20%であることから道路整備で約 14km、河道、排水路整備で約 4km の施工延長の増加が期待でき

る。 

 

2) 定性効果 

 本プロジェクトにおいて建設機械の更新・整備が実現した際の定性効果を以下に示す。 

 ① 土砂の掘削･除去による河川の氾濫に伴う災害リスクの削減 

 本プロジェクトにより整備される建設機材を用いて、IGE、DRBFC、BTL が連携して平時に適

切な河道や排水路の維持管理を行うことにより、河川や排水路の通水能力が高まり、洪水災害の

リスク削減につながることが期待できる。 

 ② 内水氾濫の常襲地域における浸水被害の防止・軽減 

 本プロジェクトにより整備される排水ポンプ車を、大統領府周辺やカイコリ地区等の内水氾濫

の常襲地区に配備することにより、同地区の浸水被害の防止・軽減につながることが期待できる。 

 ③ 被災地域の社会・経済活動の継続及び被災後の迅速な回復 

 本プロジェクトにより整備される建設機材や排水ポンプ車の活用により、洪水氾濫、内水氾濫、

交通途絶等による行政サービスや社会経済活動への影響を防止或いは軽減できる可能性があり、

更に被災後の迅速な経済回復につなげられることが期待される。 

 以上より、本プロジェクトは妥当性が高く、また有効性が充分見込まれると判断される。 
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巻頭写真（1/3） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021 年 4 月洪水時の、IGE が所有する油圧
ショベルを用いた河道内流木等の除去作業 

2021 年 4 月洪水時のがけ崩れ現場におけ
る、IGE が所有するホイールローダーを用い
た道路啓開作業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021 年 4 月洪水時の、IGE が所有する油圧
ショベル（ロングアーム）を用いた河道内流
木等の除去作業 

2021 年 4 月洪水時の地すべり現場におけ
る、IGE 所有のホイールローダーを用いた道
路啓開作業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乾季（平時）の IGE による河道内土砂の掘削
作業（2022 年 5 月） 

IGE 所有の小型ダンプトラックによる河道内の
堆積土砂の搬出（2022 年 5 月） 
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巻頭写真（2/3） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IGE 本部の部品庫で保管されているフィルタ類、タイヤ、油圧ショベル用ツース、ブルドーザ
ー用エッジなど。やや部品庫として手狭な状況。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IGE 本部の車両整備場。27 名の修理工が平時
のメンテナンス作業を実施。 

IGE 本部、機材維持管理予算で外注修理を完了
した自衛隊供与ブルドーザー（2021 年 11 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IGE 本部、2022 年 5 月 自衛隊供与の老朽化
した建設機材。既にスペアパーツが製造され
ておらず、修理が困難。 

IGE 本部、NPO 法人 日本地雷処理･復興支援
センター(JDRAC)の支援による油圧ショベル
の運転･整備研修（2022 年 5 月） 
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巻頭写真（3/3） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘラの新 IGE 本部建設予定地（2022 年 5 月）。ディリからヘラへ向かう途中 11 ㎞地点（国
道 1 号線沿い）。約 5ha の用地確保済。同建設予定地は 2021 年 4 月の洪水で 1-2m の浸水実
績があるため、2m の土地の嵩上げを協力準備調査団から IGE に指示（2022 年 12 月にセキ
ュリティ用フェンスの設置、2023 年 4 月に嵩上げを完了する予定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IGE は、既往最大洪水(2021 年 4 月洪水浸水実
績）を考慮し、調査団からの指示に基づき、河
道内からの除去土砂を活用し、ヘラ新本部の
用地の約 2m の嵩上げを計画中（2022 年 5 月） 

洪水による河岸浸食がコモロ川右岸を走る国
道 2 号線バイパスの危険個所。早期復旧と安
全対策の徹底が必要な個所。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021 年 4 月洪水の想定浸水区域図（JICA 作
成）。政府機関が位置するディリ Caicoli 地区
（右赤丸）及び大統領府周辺（左赤丸）は内水
氾濫の常襲エリア。 

ディリ Caicoli 地区の排水路（土砂堆積やごみ
投棄が多く、通水の阻害要因） 
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第 1章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

(1) 東ティモールにおける洪水被害の現状 

 東ティモールでは、2021 年 4 月、集中的かつ断続的な豪雨により、首都ディリを中心に全国で

道路・橋梁、河川護岸、給水施設を含む重要インフラに大きな被害が生じた。また、山間部では

土石流や地すべりが発生し、道路・橋梁に被害を与え、交通網の断絶により地方都市間の移動が

困難となり、地方部の被災状況把握や支援物資輸送にも大きな支障が生じた。東ティモール政府

によると、全国での死者は 48 名、被災世帯は 3 万世帯を超え、被災農地は 2,600ha 以上となった。

また、首都ディリでは一時的に 1.4 万人が避難を余儀なくされた。 

 東ティモールは東西に長くその中央部を山地が占めるため、そこから南北の海に向かって流れ

下る急流河川が多い。河岸浸食が活発で河道沿いに守るべき村や田畑が近接する区間には護岸が

敷設されている。また、上流域からの土砂流出量が多いため、雨期のあとには土砂堆積による河

床上昇が発生し、洪水発生のリスクが高まる。公共事業省道路・橋梁・治水局（以下、「DRBFC」
という。）は、公共事業省建設機械管理公社（以下、「IGE」という。）や民間企業に建機による河

道内の堆積土砂の除去作業を依頼し河道断面を確保して次の雨期に備えている。 

 ディリ中心部では、急傾斜地である河川上流域においては土砂災害、中流域においては道路橋

梁部と小河川が交差する地点での土砂堆積等に伴う河道閉塞による浸水被害、下流域においては

高潮や排水能力不足に伴う浸水被害等が報告されている。洪水後には河床が 1-2m 上昇した箇所

もあり、建設機械による堆積した土砂の掘削等、河道整備は毎年不可欠な状況である。 

(2) 東ティモールにおける道路・橋梁の被害状況 

 2021 年 4 月洪水では、鉄砲水、土石流、地滑りが発生し、主要 5 回廊の道路インフラに大きな

被害が発生し、全国で、420km の道路が被害を受けた。大量の地表水と斜面を流れる土石流が道

路の基礎を侵食し、舗装、橋、盛土、擁壁等が損壊した。丘陵地では、大雨による地すべりや斜

面の崩壊が発生し、道路の損傷、閉塞、切断が発生した。全国の 12 県において道路・橋梁の被害

が報告されており、バウカウ県の道路網については、23 の橋梁を含む 42 の道路が大きく被災し、

擁壁、暗渠、歩道など多くの構造物が損壊した。初期の見積もりで、交通セクターの被害は、少

なくとも 1 億 7,000 万 USD に上ると推計されている。交通の途絶を防ぎ、人々の経済活動を維持

するため IGE や民間企業による道路の緊急復旧工事が各地で実施された。 

(3) ディリ首都圏における排水路の状況 

 ディリ中心部では、ポルトガル統治時代の 1960 年代に排水路が整備されているものの、雨期に

は頻繁に浸水する箇所が存在し市内の排水能力は高くない。2021 年 4 月洪水では道路交差部の狭

小断面部にゴミや流木等が引っかかり溢水氾濫の原因となった。 

 特に大統領府周辺地区及び政府機関が集中するカイコリ地区は内水氾濫の常襲地帯であり、政
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府機能維持のために排水能力の強化並びに継続的な排水路の堆積土砂の掘削等維持管理が喫緊

の課題である。現在、ポルトガルの支援によりディリ中心部の排水整備事業が計画されている。

2021 年 4 月洪水時には、可搬式ポンプを設置し排水を実施したタシトル湖周辺も内水氾濫リスク

が高い地域であるが、同地区は本来居住すべきではない自然保護区であり、土地利用規制等によ

る居住の管理が課題である。 

1-1-2 開発計画 

東ティモール戦略的国家開発計画 2011-2030 

東ティモール戦略的国家開発計画(2011-2030)では、気候変動や自然災害に対して強靭な国家運

営・インフラ整備を推進することを優先課題として掲げている。災害リスク削減、道路･橋梁の整

備については、以下に示す具体的な課題について言及がなされている。 

1) 災害リスク軽減 

• 排水路の閉塞や破損は、降雨時の洪水の頻度と規模を増大させ、経済発展に影響を及ぼす。 

• 雨季にディリで頻発する洪水は、物的損害や公衆衛生上の問題を引き起こしている。 

• 洪水の頻発は、重要な経済資源を成長のための投資から、災害からの復旧･復興のために消

費させ、都市の発展を阻害する要因になっている。 

• ディリの排水システムの運用・維持管理の改善は、クリーンな都市の実現と洪水の減少に

不可欠である。 

2) 道路・橋梁 

• 気候や気象条件に強い道路システムの整備は、経済成長、社会的結束、国家安全保障に不

可欠である。 

• 東ティモールの道路整備は最優先事項の一つ。 

• 橋梁整備は、市場、教育、医療サービスへのアクセスの確保、治安と社会の安定に不可欠。 

 以上のように、東ティモール戦略的国家開発計画(2011-2030)では、災害による経済損失が課題

と認識されており、洪水リスクの削減や、排水路の維持管理、道路・橋梁の整備が重視されてい

る。本プロジェクトで実施する道路や河道の整備、排水路の維持管理のための機材整備を通じた

リスク削減に向けた取り組みは、同戦略的国家開発計画と方向性が一致している。 

1-1-3 社会経済状況 

(1) 人 口 

東ティモール及び首都ディリの人口の概況を表 1.1 に示す。2004 年, 2010 年および 2015 年に実

施された人口調査によると、東ティモールの人口は 2004 年から 2015 年の 11 年間で約 92 万人か

ら約 118 万人へ増加している（約 28.2％増）。年平均増加率は 2004 年～2015 年で 2.3%となって

いる。2015 年以降 2022 年まで、2010 年～2015 年と同じ人口増加率(2.1%/年)が継続していると仮

定すると 2022 年現在の人口は、約 143 万人にのぼる。 

一方、首都ディリの人口は 2004 年の 17.5 万人が 2015 年には 27.7 万人に増加しており、同期
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間の年平均増加率は 4.2％に上る。全人口に占めるディリの人口の割合も 2004 年の 19.0%が 2015
年には 23.4%に増加しており、首都ディリへの人口の集中が急速に進んでいることがわかる。2015
年以降 2022 年まで、2010 年～2015 年と同じ人口増加率(2.8%/年)が継続していると仮定すると

2022 年現在のディリの人口は、約 34 万人にのぼる。人口の増加に伴いコモロ川の河道内の違法

な住宅も急速に増えており、2021 年 4 月洪水においてコモロ川の外水氾濫が発生しないにもかか

わらず、洪水被害が増大した原因である。 

本プロジェクトの運営維持管理実施機関の IGE は、全土を対象に道路・河道の復旧業務を実施

しており、2022 時点の裨益人口は約 143 万人と想定される。 

表 1.1 東ティモール及びディリの人口概況 

  
面積 

（km2） 

2004 年 2010 年 2015 年 増加率（年平均） 

人口(人) 比率 人口(人) 比率 人口(人) 比率 
2004 年- 
2010 年 

2010 年- 
2015 年 

2004 年- 
2015 年 

東ティモール 14,870 923,198   1,066,582   1,183,643   2.4% 2.1% 2.3% 

  ディリ 372 175,730 19.0% 241,331 22.6% 277,279 23.4% 5.4% 2.8% 4.2% 

出所: Statistics Timor-Leste を基に準備調査団作成 

(2) 経済情勢 

東ティモールの経済状況及び対日貿易状況を表 1.2 に示す。 

表 1.2 東ティモールにおける経済状況および対日貿易状況 

経済指標 

主要産業 農業が主要な産業（多くは零細農業。コメ、とうもろこし、イモ類、ココナッ

ツ等を栽培）。輸出用作物としては特にコーヒーの栽培に注力。また、近年は石

油・天然ガスの開発を推進。 
GDP（資源収入含） 19.02 億米ドル（2020 年、東ティモール財務省） 
一人当たり GNI 1,800 米ドル（2020 年、世銀） 
経済成長率 -10.5％（2020 年、世銀） 
物価上昇率 0.5％（2020 年、世銀） 
就業率 67.5％（2019 年、世銀） 
輸出 1.1 億米ドル 
輸入 5.4 億米ドル 
主要貿易品目（2018 年、東ティモール財務省） 
 輸出 コーヒー 
 輸入 鉱物性燃料、自動車及び部品、電気機器、穀物、機械類 
主要貿易相手国（2020 年、東ティモール財務省） 
 輸出 1 位：日本、2 位：マレーシア、3 位：シンガポール 
 輸入 1 位：インドネシア、2 位：中国、3 位：シンガポール (日本は 12 位) 
通貨 米ドル、ただし、1 米ドル以下については独自の「センタボ（centavo）」貨を使

用（米セントと同貨）。 
対日貿易 

貿易額（2020 年、財務省） 
 輸出 19.1 億円 
 輸入 7 億円 
主要品目（2020 年、財務省） 
 輸出 コーヒー 
 輸入 自動車、機械類 

 出所：外務省 Web サイトを基に準備調査団が作成 
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東ティモールは、一人当たり GNI が 1,800USD（世界銀行、2020 年）の低位中所得国である。

国家財源の 8 割～9 割を、豪州との海側に位置するティモール・ギャップでの石油・天然ガス開

発による収入が占めている。その他主要産業として農業（コーヒー、コメ及びイモ類等）があり、

輸出品目の 9 割をコーヒーが占める。経済成長率は、2021 年 5 月の公表値では 1.8%（世銀、2021
年）となっている。 

 世界銀行の報告書（Learning from Tropical Cyclone Seroja: Building Disaster and Climate Resilience 
in Timor-Leste, September 2021）によると、2021 年 4 月洪水による被害額は、農業、交通インフラ、

住宅への直接被害だけで約 3.9 億 USD と見積もられており、それらの復興のための費用は、約

6.3 億 USD と見積もられている。鉱工業、商業などその他のセクターへ被害や経済活動の停滞な

ど間接被害を含めるとはるかに大きな経済損失となることは明らかである。 

1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

 「1-1-1 現状と課題」に述べたように、東ティモールは、地滑りなどの土砂災害や洪水による浸

水被害が起こりやすい地理的条件にあり、自然災害リスクへの脆弱性を評価する世界リスク報告

書（国連大学環境・人間の安全保障研究所（UNU－EHS）、2016 年）では 171 カ国中 12 位にラン

クされている。 

 災害発生時、IGE は公共事業省や地方自治体等の要請に基づき、閉塞した道路や河道開削など

復旧事業に対応する他、平時には保有する機材と人員を派遣し河川堆積物の浚渫等を実施してい

る。IGE は 2022 年 5 月現在 177 台の建設機材を保有しているが、この約半数は我が国自衛隊が

2004 年に供与したものであり、老朽化が進行している。2021 年 4 月洪水災害への対応では、使用

可能な建設機材が不足し、迅速な復旧事業に支障が生じ、平時のリスク削減に関する工事に関し

てもニーズに対してサービス提供が追いついておらず、IGE 保有機材の更新・整備が喫緊の課題

となっている。 

 このような状況下 2022 年 5 月、東ティモール政府は、災害リスク削減と復旧に関する能力強

化を図るため、道路、河道、排水路整備のための建設機材を更新・整備する「災害リスク軽減及

び復旧のための機材整備計画」（以下、「本プロジェクト」という。）の実施を我が国に要請した。 

 上記要請を背景に、国際協力機構（以下、「JICA」という。）により、無償資金協力に係る本件

準備調査が実施されることとなった。 

1-3 我が国の援助動向 

(1) 我が国の援助方針 

 我が国の対東ティモール民主共和国国別開発協力方針（2017 年 5 月）では、重点分野として「経

済社会基盤（インフラ）の整備・改善」及び「社会サービスの普及・拡充」を掲げている。また、

東ティモール民主共和国 JICA 国別分析ペーパー（2014 年 12 月）において、「経済活動活性化の

ための基盤づくり」を重点課題としていることから、本プロジェクトはこれら分析、方針に合致

している。加えて、本プロジェクトは、建設機材の更新・整備により洪水リスク削減を図り、ま

た、災害発生時にはより良い復興に向けた早期復旧を目指すものであることから、JICA グローバ
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ル・アジェンダ「防災・復興を通じた災害リスク削減」の事業戦略に資するものである。 

(2) 我が国の関連支援 

 本プロジェクトと関連のある、技術協力案件を表 1.3 に、無償資金協力案件を表 1.4 に示す。な

お、有償資金協力の実績はない。 

表 1.3 関連する我が国の技術協力事業 

協力内容 
実施 
年度 

案件名 概要 

技術協力 2005～
2008 

道路維持管理能力向上プロ

ジェクト 
道路維持管理･補修事業及び道路災害時の復旧

事業に必要とされるシステムの構築、それに必

要な建設機械の機材操縦士・修理工、機材管

理、施工管理などの各分野の技術者の育成 
技術協力 2010～

2014 
道路施工技術能力向上プロ

ジェクト 
公共事業省道路橋梁治水局（DRBFC）及び公

共事業省建設機械管理公社（IGE）による道路

の施工（維持管理を含む）に係る技術・マネジ

メント能力強化 
技術協力 2016～ 

実施中 
道路維持管理水準向上プロ

ジェクト 
より適切な道路維持管理の確立・建設マネジメ

ント能力の向上・標準図集の策定に向けた活動

などを通じ、公共事業省道路橋梁治水局の道路

維持管理能力の強化を支援 
基礎調査 2021～

2022 
ディリ洪水対策情報収集確

認調査 
首都ディリの災害に強い街づくりに関し、今後

の協力案件形成に必要な情報収集と分析を実施 
出所：準備調査団 

表 1.4 関連する我が国の無償資金協力事業 

協力内容 実施 
年度 

案件名 
（資金協力限度額） 

概 要 

無償資金協

力 
2021 洪水被害インフラ緊急復旧

計画（10.0 億円） 
2021 年 4 月に首都ディリ及び地方部で発生し

た洪水・土砂崩れにより甚大な被害を受けた基

盤インフラ及び農業インフラを迅速に復旧する

ことにより、首都の公共サービス及び地方部の

農業生産基盤の回復を目指すもの 
出所：準備調査団 

 
1-4 他ドナーの援助動向 

 IGE への機材供与は、日本の自衛隊による機材供与と同時期に実施された韓国、オーストラリ

ア及びポルトガルからの建設機材の供与のみで、その後、他ドナーによる機材供与の実績はない。

また、今後の機材供与案件も予定されていない。 

 IGE は、2021 年から計画していた自国予算による道路の維持管理用建設機材の調達を 2022 年

8 月に実施している。機材の調達額の見込みが、150 万 USD を超えていたことから、国家調達委

員会による入札によって業者が決定された。入札の結果、東ティモールの商社が調達した中国の

建機メーカー製の機材が納入されている。初期操作トレーニングや 1 年間の保証は付帯している
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ものの、スペアパーツの調達方法については必ずしも明確ではない。IGE による機材の調達は、

2011 年以来 2 回目である。表 1.5 に自国予算で調達する道路維持管理機材のリストを示す。 

表 1.5 IGE が 2022年に自国予算で調達する道路維持管理機材 

機 材 数量 機 材 数量 
道路維持管理車両 1 スタビライザー 1 
タイヤローラー 1 トレーラー 1 
アスファルトフィニッシャー 1 道路清掃車 1 
油圧ショベル標準 2 バックホーローダー 1 
油圧ショベル標準 2 振動ローラー 1 
油圧ショベル小型 2 コンクリートミキサー車 1 
出所：IGE 提供資料に基づき準備調査団が作成 
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第 2章 プロジェクトを取り巻く状況  

2-1 プロジェクトの実施体制 

 本プロジェクトは、事業実施機関であり、かつ運営維持管理機関である IGE と、関係機関とな

る DRBFC 及び BTL との連携により実施される。 

 東ティモールにおいて DRBFC は道路・河道整備を所掌し、BTL は上水道及び排水路整備を所

掌している。本プロジェクトによる調達機材の効果的運用に向け、IGE、DRBFC、BTL の 3 者は、

協力体制や機材要請フローに関し基本合意書（以下「MOU」という）を締結済である。これら三

機関について以下に述べる。 

2-1-1 運営維持管理実施機関：公共事業省 建設機械管理公社（IGE） 

 本プロジェクトの実施機関である IGE は、2006 年 4 月 12 日付政令 No.11/2006 により、運営・

財政的に自立した公的機関として東ティモール政府によって設立された。政府が定めたインフラ

政策の効率的な遂行のために、他の行政機関と連携して、資産である大型車両、機材、その他の

設備全般の適切な管理、運用、保守を行い、効果的に活用することを目的としている。 

 日本では、国や地方自治体は、民間企業や業界団体と災害協定を結び、万一の災害発生時には、

契約手続きを経ることなく、緊急対応に民間企業の保有する建設機械を動員させて道路啓開など

の緊急工事を実施することが可能であるが、東ティモールでは契約手続きなしで民間企業に工事

委託をすることはできない。民間企業活用には正式な調達手続きが必要であり、最低 5 日間程度

の手続き期間を要し、緊急対応の遅れの要因となっていたが、2021 年 4 月洪水を受けて、現在で

は緊急時、正式な契約手続きをすることなく民間企業を活用することが可能となっている。 

 IGE は、上述のとおり保有する建設機材を活用し災害緊急対応や復旧活動を行うことが任務で

あり、2021 年 4 月洪水発生時には、発災直後から公共事業省（Ministry of Public Works、以下、

「MPW」という。）と会議を持ち、同日中に道路啓開や土砂崩れで被災した道路の復旧などの役

割を担った。 

(1) 組織・人員 

 公共事業省の組織図を図 2.1 に示す。IGE は、公共事業省に属する電力、水道、水資源管理等

と同様に公共事業大臣の下に配置された公社の一つである。 

 IGE の組織図を図 2.2 に示す。IGE の組織は、局長の下、2 名の副局長、1 名の事務局長が置か

れ、その配下に 7 部署（経理･総務部、調達部、人事部、機材運用部、整備部、備品倉庫管理部、

技術研修部）が設置されている。 

 従業員は総勢 251 名、正職員は 197 名、残りの 54 名は契約職員である。女性職員は 26 名で全

体の約 10%である。 

 本プロジェクトにより調達される機材は、機材運用部の職員が運転し、日常の維持管理・修理

は整備部の修理工が行う。比較的大規模な修理が必要な時には、民間の専門業者を入札により選

定し、修理を行っている。2022 年 5 月現在、IGE の機材操縦士は 75 名、車両運転手は 47 名、修
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理工は 27 名である。機材運用部の組織図を図 2.3 に、整備部の組織図を図 2.4 に示す。 

 

出所：MPW 

図 2.1 公共事業省の組織図と IGEの位置 

 

 
出所：IGE 

図 2.2 IGEの組織図 

 

 
注:(  )内は職員数      注:(  )内は職員数 
出所:IGE の情報をもとに準備調査団作成        出所:IGE の情報をもとに準備調査団作成 

図 2.3 機材運用部の組織(職員数:130 名)     図 2.4 整備部の組織(職員数: 28名) 
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部門長
(1)

車両ドライ
バー(48)

建機オペレー
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総務･検査
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 現状では IGE の稼働可能な建機・道路機材は 51 台であり、十分な機材操縦士が在籍している。

また修理工についても機材数に対して十分な職員が確保されていると判断される。本プロジェク

トによる調達機材を受けて、今後必要となる運営・維持管理体制については、「3-4 プロジェクト

の運営･維持管理計画」に詳述する。 

(2) 財政・予算 

 表 2.2 に IGE の 2019 年~2022 年の予算配分額及び 2019 年~2021 年の執行額を示す。IGE の業

務は、①MPW、自治体、国会議員、関係省庁からの要請による道路、橋梁、河道等の復旧工事と

②機材の民間企業へのレンタル及び建設資材(砕石)の販売からなる。契約による土木工事は行っ

ていない。上記①の復旧工事等は無償、②の機材レンタル及び建設資材の販売は有償となってい

る。②による民間企業からの支払は、IGE 名義の大西洋銀行（Banco Nacional Ultramarino、以下、

「BNU」という。）の口座に振込まれるが、IGE の直接的な収入にはならず国の収入となる。IGE
の運営は、表 2.1 に示す財務省によって承認された年間予算によって行われている。 

表 2.1  IGE の予算額及び執行額（2019 年～2022 年） 
単位：1,000USD 

項目 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 
予算額 執行額 予算額 執行額 予算額 執行額 予算額 執行額 

人件費 659 659 655 505 685 574 723 51 
現場手当 481 481 489 423 561 534 496 0 
旅費 25 15 12 11 15 11 11 0 
施設費 9 0 6 6 10 8 11 0 
車両・建機運転費 591 507 398 240 483 336 429 0 
車両・建機維持費 983 962 673 402 745 421 502 0 
事務用品費 15 0 9 10 15 14 17 0 
消耗品費 46 42 11 11 47 40 45 0 
事務所維持費 17 17 0 0 15 7 5 0 
運営費 198 11 144 135 226 216 201 6 
ｾｷｭﾘﾃｨ､ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ費 107 97 204 128 177 107 166 10 
その他 10 31 0 -1 35 19 8 0 

小計 3,141 2,822 2,601 1,870 3,014 2,287 2,614 67 
車両・建機等調達費 0 0 0 0 2,000 0 1,500 0 

合計 3,141 2,822 2,601 1,870 5,014 2,287 4,114 67 
注： 2022 年の執行額は 2022 年 2 月 14 日時点の値 
出所：IGE 提供データを基に準備調査団作成 

 IGE の 2021 年の年間予算は、5.0 百万 USD であった。これには、2.0 百万 USD の車両･建機等

調達費が含まれていた。1.5 百万 USD を超える機材調達は、国家調達委員会（以下、「CNA」とい

う。）によって行われることとなっており、調達手続きに時間を要したため 2021 年には調達され

ず、2022 年に再び 1.5 百万 USD の予算が承認されている。IGE による機材調達は 2011 年以来 2
回目で、原資は自国予算である。 

 車両･建機等調達費を除くと、IGE の運営予算は、2019 年、314 万 USD、2020 年 260 万 USD、

2021 年で 301 万 USD、2022 年で 261 万 USD であった。この内、人件費は 2019 年 66 万 USD（運

営予算の約 21%）、2020 年 66 万 USD（同 25%）、2021 年が 68 万 USD（同 23%）、2022 年が 72 万

USD(同 28%)となっている。IGE の予算は、年によって増減があるが、人件費については概ね安

定的に増加している。 
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 本プロジェクトにより調達する機材を東ティモール側が効率的に運用していくためには、IGE
自身による持続的な維持管理体制の確保が必要不可欠となる。従って、東ティモール側は効率的

な運営・維持管理計画に基づき必要な予算措置を行い、適切に維持管理を行う必要がある。 

 2022 年の車両･建機運転費は 429 千 USD（約 58.0 百万円）、車両･建機維持費は 502 千 USD（約

67.9 百万円）、合計 931 千 USD（約 125.9 百万円）となっている。上記車両・建機維持費には、外

注による比較的大規模な機材修理費も含まれている。同維持費の予算配分額と執行額に乖離があ

るが、入札による業者選定のため予定よりも安価に落札されたことが理由である。なお、IGE が

当初計画していた機材維持管理は、毎年計画に沿って全てが実施されていることを確認した。ま

た、日常的な点検整備やスペアパーツの交換は IGE の修理工が直接行っている。 

(3) 建設機械貸出業務 

 IGE は、保有する建設機械を民間企業へ貸し出すことを業務の一つとしている。貸与時には、

機材と機材操縦士がセットでリースされ、IGE としてリアルタイムで機材の状況が把握でき、か

つ、修理が必要な場合には、IGE の修理工が現場に行き、メンテナンスが実施できる体制となっ

ており、適切に運用されている。表 2.2 に建設機械等の貸出実績を示す。2019 年から 2022 年現在

までの建設機材貸与リスト及び契約書を確認したところ、貸出先は、すべて東ティモールの企業

または個人となっている。使用目的は、道路、河道、建物の工事がほとんどで、機材の種類は油

圧ショベル、ロードローラー、モーターグレーダー、ダンプトラック等である。また、ナタルボ

ラのプラントで製造する砕石の販売も IGE の業務の一つとなっている。2020 年と 2021 年は新型

コロナウイルスの影響から貸出時間、貸出収入共に大きく低下している。 

表 2.2 IGE による機材の貸出実績 

機 材 
2019 年 2020 年 2021 年 

貸出時間 
(時間) 

収入 
(USD1,000) 

貸出時間 
(時間) 

収入 
(USD1,000) 

貸出時間 
(時間) 

収入 
(USD1,000) 

油圧ショベル 952 47 416 19 288 13 
ロードローラー 1,096 36 736 18 248 5 
モーターグレーダー 344 21     72 4 
ダンプトラック 658 22 112 5     
ホイールローダー 244 15 72 5 10 1 
建機輸送車 450 12 24 2 38 3 
車両   16         
複数建機組合せ 928 78 720 122 480 50 
その他 60 5     253 6 

機材貸出小計   252   171   82 
砕石販売(m3) 1,926 83 831 27 1,647 55 

合計   335   198   137 
  出所：IGE 提供データを基に準備調査団作成 

 機材貸出の占有率を算定するため、コロナ前の 2019 年について、稼働可能機材の台数を基に、

土日祝日を除いた営業日数を乗じて稼働可能延べ日数(台日)を求め、これに対して機材の貸出日

数の比率を求めた。24 時間未満の貸出は 1 日として算定した。その結果、全機材の稼働可能日数

に対する機材貸出の割合は油圧ショベル 1.4%、ロードローラー2.3%、モーターグレーダー1.7%、

建機輸送車 3.0%であり、平時の作業や緊急対応への影響は軽微と考えられる。また、IGE は、災
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害発生時には民間企業に貸与する機材を引上げることを可能とする条項も契約に含めていく予

定であり、契約の観点からも、IGE の災害時応急対応の任務を確実に果たすことができる環境整

備を現在進めているところであり、その実現可能性は高いと判断できる。 

表 2.3 機材の稼働可能延べ日数と機材貸出日数の比率（2019 年） 

機 材 
稼働可能 

台数 
営業日日

数(日) 
稼働可能延べ

日数(台日) 
貸出期間 機材貸出比

率 時間 台日 
a b c=axb d e f=e/c 

油圧ショベル 14 248 3,472 952 48 1.4% 
ローラー 9 248 2,232 1,096 52 2.3% 
モーターグレーダー 4 248 992 344 17 1.7% 
ダンプトラック 55 248 13,640 658 29 0.2% 
ホイールローダー 7 248 1,736 244 13 0.7% 
建機輸送車 3 248 744 450 22 3.0% 
複数建機組合せ 10 248 2,480 928 39 1.6% 
その他 3 248 744 60 4 0.5% 

   註：営業日は 2019 年の土日及び東ティモールの祝日を除いた日数 
   出所：IGE 提供データを基に準備調査団作成 
 
(4) IGE の所掌業務 

 IGE 設立の根拠法である 2006 年 4 月 12 日付政令 No.11/2006 に基づく所掌業務を表 2.4 に示

す。 

表 2.4 IGEの所掌業務 

No. 所掌業務 
1 大型車両、機械及びその他の設備の運転及び保守に関して監督省庁が定める政策の策定につい

て運輸通信大臣に助言すること。 
2 当該機器の管理に関わる全ての事項において、規制の必要性を評価すること。 
3 大型車両、機械及びその他の国家設備の適正な管理及び利用を目的とする活動を促進し、実施

すること、及びその利用の採算性を考慮すること。 
4 国家機関を利用した統合的な観点から、インフラ政策の実施に責任を持つ他の団体と協力する

こと。 
5 大型車両、機械およびその他の機器の使用に関する運用について、適用される規制の下であら

ゆる情報を提供すること。 
6 中央政府機関、地方政府機関、その他の公的機関による大型の国有車両の使用要請の手続きを

一元化すること。 
7 中央政府機関、地方政府機関、その他の公的機関による大型の国有車両の使用要請の手続きを

一元化すること。 
8 すべての大型車両、機械、その他の機器に関する最新の情報、および使用者の登録や燃料消費

量など、その進化全般に関するデータベースを作成、管理、維持すること。 
9 計画財政省の資産管理部門と協力し、大型車両、機械、その他の設備の登録に関する情報を共

有し、資産管理目的に使用する。 
10 大型車両，機械及びその他の設備の健全な管理及び運用を改善するために立案された法律、手

続又はその他の行政措置を検討し、提案し、作成すること。 
11 大型車両、機械、その他の国家備品の保全と修理を保証し、独自の工場を設立して維持し、ま

たは他の公共または民間団体とサービス供給契約を締結すること。 
12 道路工事，公共建築物及び住宅の土木建設の範囲内の目的を追求する他の国内及び国際的機

関、すなわち中央又は地方行政の公共サービスへの参加又は協力を確保すること。 
13 法律で定められたその他の職務を遂行すること。 

出所：2006 年 4 月 12 日付政令 No.11/2006 
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(5) 技術水準 

 本プロジェクトによる調達機材の運用は機材運用部が、日常の維持管理・修理は整備部が担当

する。機材の維持管理及び工事に係る技術水準について以下に示す。 

1) 機材の維持管理 

IGE では、2006 年に JICA の協力によって構築さ

れた機材メンテナンスデータベースを活用して定期

的な機材のメンテナンスを管理している。また、機

械毎に稼働日報（ログブック）を所持しており、毎

日の稼働時間や燃料補給量を記録している。別に定

める定期整備管理表に基づき、定期的（250/500/ 
750/1000 時間ごと）に交換したオイル量、フィルタ

類を記録・保管しており、適切な管理がなされてい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

運転手が日々の稼働記録を記入するロ
グブック 

250/500/750/1000 時間ごとの整備管
理表 

機種ごとの整備内容指示
票 

  

 IGE の保有する機材について、基本的には IGE の機械工が修理を実施している。ただし、複雑

なものについては、入札によって選定された民間会社に修理を委託している。 

  
古くなった履帯を補強板として再利用し

た油圧ショベルのバケット 

振動ローラー用のエンジンオーバー

ホール状況 

       出所: 準備調査団撮影 

 機材の維持管理については、以下を基本としている。 

JICA の協力による機材のメンテナンスデータベー
ス 
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表 2.5 点検およびメンテナンス頻度 

定期的点検整備 点検頻度 フィルタ及び油脂の交換 

建機類 250 時間ごとに点検 機種毎に定めた指示書に基
づいて実施 

トラック類 2 ヶ月に一回 2 ヶ月に一回 
出所：準備調査団 

 備品・倉庫管理部では 2006 年に JICA の協力で構築

されたスペアパーツ管理用データベースを活用し適

切にスペアパーツの管理を行っている。但し、部品庫

は照明設備の整備や不良在庫部品の整理整頓などが

必要である。IGE がティバールからディリの現在の本

部へ移転した際に、部品庫等のスペースが狭くなった

ために整理がつかない状態になっているとのことで

ある。取扱い部品の量に対して手狭になっており、倉

庫部品部は、ヘラの新本部に移動したら十分なスペー

スを確保し、検索、補充が効果的にできるよう改善を

図りたい意向を有する。 

 さらに IGE は人材育成に注力しており、特に予防保全とマニュアルに添った定期的維持管理の

重要性を認識している。これについては NPO 法人 日本地雷処理･復興支援センター（以下、

「JDRAC」）が日本国大使館の NGO 連携無償により IGE への支援を実施しており、同協力によ

る能力向上の成果である。 

 
JDRAC による運転・整備講習 

 

 2) 建機の操縦 

 ディリ市内の河川において、油圧ショベルが川底に溜まった土砂をダンプトラックへ積込む

作業を確認したが、1 サイクルあたり約 15 秒と日本のレベルと遜色なく運転技量は満足できる

レベルである。IGE は DRBFC や自治体からの依頼を受け、次の雨期に備えた河道整備を実施し

ていることを確認した。平時における災害リスク削減に資する河道の維持管理の取組みである。 

一方、作業中の安全管理については不十分で、作業ヤードへの関係者以外の立入禁止、誘導員の

配置等の措置は取られていない。 

IGE による河道や排水路の維持管理工事について、河川管理の視点から適切な工事を実施する

JICA の協力によるスペアパーツ管理データベ
ース 
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ため、DRBFC や BTL を交えたソフトコンポーネントを通じ、関係機関間の役割分担やフロー

を明確にしマニュアル化する計画である。ソフトコンポーネントでは、安全管理についても指

導する計画である。 

  
IGE の河道改修工事状況 

            出所: 準備調査団撮影 

(6) IGE が保有する機材の現状 

1) 保有機材の稼働状況 

 IGE の資料及び現況調査の結果、IGE は 2022 年 5 月現在 177 台の建設機材等を保有してい

る。これら機材を稼働するものとそれ以外に分類し、更に建設･道路機材、トレーラー、トラッ

ク類などのカテゴリーに分類した（表 2.6）。 

 2004 年に我が国の自衛隊から供与された建設機材は、累計稼働時間、走行距離から既に十分

に活用されており、半数以上が耐用年数を大きく過ぎ、またスペアパーツの製造が終了してい

るなど修繕が困難で稼働できない状態にある。IGE は、保有機材に対して、一部の重整備につい

ては修理を外注し対応している。その他の修理・整備に関しては、IGE 内で修理作業を行い、機

材の運用を続ける努力をしている。既往機材は、製造から既に 20 年以上経過している旧型機材

であり、メーカーは純正品のスペアパーツの製造を中止している。メーカーとしては、旧型機材

のスペアパーツ調達に対しては、必要に応じて、受注生産として対応しているが、製造に時間が

掛かるなど、安定的に供給出来ない状況にある。また、生産する上での型等が存在しない場合も

あり、スペアパーツの注文を受けることができないものもある。このため、ユーザー側として

は、機材の安定運用の障害となっている。 

表 2.6 IGE の建設機材の分類（2022年 5月現在） 

  
機種分類 

2004 年陸自供与分 
（救急車、ﾊﾞｲｸ、 
ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ等除く） 

2011 年 IGE 購入分 他ドナー供与分 IGE 保有計 

台数 内稼働
台数 

稼働台数
比率％ 

台数 内稼働
台数 

稼働台数
比率％ 

台数 内稼働
台数 

稼働台数
比率％ 

台数 内稼働
台数 

稼働台数
比率％ 

建機・道路機材 48 14 29% 41 35 85% 8 2 25% 97 51 53% 
トレーラー類 11 2 18% 2 1 50% 0 0 0% 13 3 23% 

トラック類 26 14 54% 41 41 100% 0 0 0% 67 55 82% 
計 85 30 35% 84 77 92% 8 2 25% 177 109 62% 

出所：準備調査団 

 表 2.7 に IGE の建設・道路機械稼働台数内訳を示す。 
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表 2.7 IGE の建設・道路機材稼働台数内訳（2022年 5月） 

 
建設・道路機材 

2004 年陸自供与分 2011 年 IGE 購入分 他ドナー供与分 IGE 保有計 
台数 内稼働

台数 
稼働台数

比率％ 
台数 内稼働

台数 
稼働台数

比率％ 
台数 内稼働

台数 
稼働台数

比率％ 
台数 内稼働

台数 
稼働台数

比率％ 
ブルドーザー 9 2 22% 6 6 100% 1 1 100% 16 9 56% 
油圧ショベル 7 1 14% 15 13 87% 1 0 0% 23 14 61% 
モーターグレーダー 4 1 25% 3 3 100% 0 0 0% 7 4 57% 
ホイールローダー 4 3 75% 5 3 60% 3 1 33% 12 7 58% 
振動ローラー 3 0 0% 11 8 73% 1 1 100% 15 9 60% 
モバイルクレーン 5 2 0% 0 0 0% 0 0 0% 5 2 40% 
クローラダンプ 9 3 0% 0 0 0% 0 0 0% 9 3 33% 
クラッシャー 4 2 0% 1 1 100% 0 0 0% 5 3 60% 
フォークリフト 3 0 0% 0 0 0% 0 0 0% 3 0 0% 
バックホーローダー 0 0 0% 0 0 0% 1 0 0% 1 0 0% 
スキッドステアローダー 0 0 0% 0 0 0% 1 0 0% 1 0 0% 

計 48 14 29% 41 34 83% 8 3 38% 97 51 53% 
出所：準備調査団 

 トラック類は、建機類に比べると比較的稼働率が高い。トラック類の場合、部品が入手しやす

いことや建機類に比べ修理がしやすいことなどが考えられる。 

 調査団は、IGE が保有する 177 台の機材の内、今回、建機類 97 台中 44 台の機材と、トレー

ラー13 台中 8 台の点検調査を実施した（表 2.8）。自衛隊供与分と IGE 購入分の台数及び稼働率

については、表 2.7 の通り。IGE 購入分は、導入が 2011 年と自衛隊供与分に較べて新しく、稼

働率が高い。これに対し、従来中心的な役割を果たしてきた自衛隊供与機材は、耐用年数を大き

く超過し、故障や部品購入の困難さから低い稼働率となっており、既にその役割を十分に果た

せなくなっている。IGE が必要な業務を継続的に実施してゆくためには、老朽化した機材の更

新が急務となっている。 

表 2.8 IGE保有機材の点検結果 

＜建設・道路機材＞ 
No. 機材 メーカー 型番 導入 所在 製造

年 
状態 内 容  

R=小修理、A,B,C,D＝整備種別 
判定 

1 Excavator KOM PC130F-7 Local 
Shopping 

IGE office 2011 Broken->Good 
220520/6623hr 

モタティーク川上流で確認。異常なし。号機の間違いを
訂正。 

○ 

2 Excavator KOM PC130F-7 Local 
Shopping 

Brigade III 
=>Maliana 

2011 GOOD 
220516/7081hr 

1000mm 広幅ｼｭｰ（UT からの購入時から） 
210414 に D 整備と修理済 210621/xxhr D 整備, 
210827/xxhr A 整備,210909/xxhrR, 220127/xxhr R, 
220202/xxhr R, 220405/xxhr D 整備,  

○ 

3 Excavator KOM PC130F-7 Local 
Shopping 

Brigade IV 
=>Maliana 

2011 GOOD 
220516/9512hr 

1000mm 広幅ｼｭｰ（UT からの購入時から） 
210414/8535hr に D 整備と修理済、 210429/xxhr R 
210714/8990hr R, 210811/9039hr??, 211210/9359hrR, 
220216/xxhr C 整備,  

○ 

4 Excavator KOM 
Thailand 

PC200-8 
Braker P.  

Local 
Shopping 

Camp 
Natarbora 

2011 GOOD ｾﾝｻ異常 
220513/8922hr  

燃料ｾﾝｻ異常,ﾓﾆﾀに E15CA428 表示。広幅ｼｭｰ 800mm 装
着。BKT は二個目でｲﾝﾄﾞﾈｼｱから購入。210120/8098hr に
D ｻｰﾋﾞｽ済. 210206/8161hr R 210420/xxhrR, 
210807/8840hrR, 
211212/8832hr R, 211217/8843hr A 整備,  

○ 

5 Excavator KOM 
Thailand 

PC200-8 
Braker P.  

Local 
Shopping 

Nunluli 
Baukau 在 

2011 GOOD ｾﾝｻ異常 
210213/xxhrC 整備 
220512/9428hrs 

ﾓﾆﾀに E15CA428 表示燃料ｾﾝｻ異常。Baukau にて号機を
66308→66368 に訂正。広幅ｼｭｰに変更済。車体後部凹
み。ｷｬﾌﾞﾄﾞｱ開きにくし.BKT は 2019 に交換したが、損
傷酷く交換乃至補強。210618/xxhr 水ﾎﾟﾝﾌﾟ修理, 2110-
1/xxhr C 整備,211208/6214hr, 210813/8803hrR, 210814/xxhr 
R, 220121/xxhr R,M 

○ 

6 Excavator KOM 
Thailand 

PC200-8 
w/hammer 

Local 
Shopping 

Brigade 
ﾗｳﾃﾑ県で火
災  

2011 GOOD 
⇒'2205 火災全損
(JDRAC 報告書） 

JDRAC が現場調査、原因は噴射ＰからのＦ漏れが排ﾏﾆ
に引火か。場所は島東部地域。作業前後の Eng ﾙｰﾑ点検
漏れか。210208/xxhr D ｻｰﾋﾞｽ完了 210419/xxhr A 整備 
210904/xxhr D 整備 201005/6493hr 

× 

7 Excavator KOM 
Thailand 

PC200-8 
std BKT 
without/hammer 

Local 
Shopping 

Brigade I 2011 no  GOOD 
220511/8051hr 

IGE 本部で JDRAC ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞに使用中 Braker piping 付 
210208/xxhr 修理済 ｱｷｭﾑ不具合圧抜けず、F ﾌｨﾙﾀ水と
泥, 210619/xxhrR, 210916/7571hr, 220110/6258hRr 

× 

8 Excavator  
Wheel  

KOM PW200-1 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD 
220518/xxxhr 

TR 社に駐機 修理待ち × 

9 Excavator  
Wheel  

KOM PW200-1 
w/Braker P 

Donation 
Japan 

IGE Office 
Natarbora 

2002 GOOD  
220513/8382hr 

駐機現場から海に向ひ 7 ㎞の漁業用道路整備に半年間従
事予定と。 
210525/xxhr R 完了 

○ 
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10 Excavator  
Wheel  

KOM PW200-1 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD 
=>TR で修理予定 

220523 TR 社で修理予約 
202205 ﾔｰﾄﾞで待機 

× 

11 Excavator KOBE SK200-VI Donation 
Japan 

Camp 
Natarbora=> 
Dili 

2002 Broken 
220517/9494hr 

整備工場前に駐機 × 

12 Excavator SAMSUNG GAYO934 Donation 
Korea 

IGE Office 2002 2205176571hr IGE 整備工場で TR 社の修理待ち × 

13 Buldozer KOM D41E-6 Donation 
Japan 

IGE office 
=>Dili 

2002 GOOD 
220517/?? 

Rh ﾘﾌﾄ CYL を外してｱﾘｳに送った。取り付ければ稼働可
能。 

× 

14 Buldozer KOM D65E-12E Donation 
Japan 

IGE office 2002 ﾌﾞﾚｰﾄﾞなし 
220520/確認不可 

220520Hera で埋没。修理予定と。 
ｷｬﾌﾞ鍵が掛かっておりﾒｰﾀ確認不可 

× 

15 Buldozer KOM D65E12 Donation 
Japan 

Natarbora→
Dili 

2002 GOOD 
220517/4400hr で停止 

Dili ｴﾝｼﾞﾝ OV 後の点検中。 ○ 

16 Buldozer   KOM ｲﾝﾄﾞﾈ
ｼｱ 

D68ESS-12EO Local 
Shopping 

IGE office
→Maliana 

2011 GOOD6717hr/220516 Maliana 郊外山間部の市場周囲敷地整備中。
210114/59894hr 修理完了 210924/8932hr?? 210820/6603hr 
R 

○ 

17 Buldozer   KOM ｲﾝﾄﾞﾈ
ｼｱ 

D68ESS-12EO Local 
Shopping 

Brigade I 
Baukau 

2011 GOOD 
5093hr/220212 

ﾌﾞﾚｰﾄﾞ表面板捲れ、要補修、LH ｼｭｳ板 18 枚が狭幅に交
換済,ﾌﾞﾚｰﾄﾞ要補修 210201/5253hr 修理完了 
210419/xxhr 220110/xxhr C 整備 

○ 

18 Buldozer                KOM D85ESS-2 
ｱﾝｸﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 

Local 
Shopping 

Brigade VI 
Natarbora 

2011 GOOD 
6234hr/220513   

ｼｭｰﾎﾞﾙﾄ増締済。D65 ｸﾗｽより馬力あって使いやすいが、
運搬時はﾌﾞﾚｰﾄﾞ、U ﾌﾚｰﾑなど外す手間あり。
210208/5643hr 修理完了,210214/5463hr D 整備, 
210225/5709hr 210918/6066hr R 

○ 

19 Buldozer SAMSUNG SD20 
(D85 class) 

Donation 
Korea 

IGE Office-
>Natarbora 

2002 GOOD 
220513/xxhr 

草に埋もれているが、稼働可能の由。D85class ○ 

20 Buldozer Mitsubishi H. 
I 

BD2-J 
3.7ton 

Donation 
Japan 

IGE office 
=>Dili 

2002 Broken 
220517/1722hr 

ｴﾝｼﾞﾝ、油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ、ﾌﾞﾚｰｷ等要修理、廃棄ﾍﾞﾀｰ。 × 

21 Buldozer Mitsubishi H. 
I 

BD2-J 
3.7ton 

Donation 
Japan 

IGE office 
=>Dili 

2002 GOOD?? 
220517/745hr 

ﾌﾞﾚｰｷ、ｴﾝｼﾞﾝ等 OV したらし。廃棄ﾍﾞﾀｰ 
210804/xxhr D 整備完了 211208/xxhr R 燃料 P 剥ぎ取
り 

× 

22 WHEEL 
LOADER 

KOM WA320-3 Local 
Shopping 

IGE office 2011 GOOD 5623hr/220512 FR ﾀｲﾔを Dili に送って交換待ち。 × 

23 WHEEL 
LOADER 

KOM WA320-3 Local 
Shopping 

Camp 
Natarbora 
IGE 

2011 GOOD 
5988hr/220527 

210121/5144hr C 整備 210126/5156hr R 完 
210212??/5244hr R 210414/xxhr A&B 整備, 220104/xxhr R,  

○ 

24 WHEEL 
LOADER 

KOM WA320-3 Local 
Shopping 

Brigade 
VI=>Dili 

2011 GOOD 
6032hr/220517 

210113/5882hr A ｻｰﾋﾞｽ。210201/6053hr R 
Rad に木がぶつかって外してある。Rad 要交換。 
210503/xxhr R, 210624/5757hr B 整備, 210909/5911hr,A 整
備&R,  

× 

25 WHEEL 
LOADER 

Kawasaki H. 
I 

6DJ1→65DA
機種名が違う 

Donation 
Japan 

Brigade II 
Natarbora 
→Malilana 

2002 GOOD/220516 
2672hr でﾒｰﾀが止まっ
ている 

BKT の動きが硬い。ｺﾝﾄﾛｰﾙ V.内部もれ？5000hr 前後
か？ 
210611/xxhr 修理完了 210608/xxhr D 整備 210723/xxhr R 
211009/xxhr R 211218/xxhr R, 220312/xxhr C 整備 

○ 

26 WHEEL 
LOADER 

Kawasaki H. 
I 

6DJ1→65DA
機種名が違う 

Donation 
Japan 

IGE Office 2002 Broken=> 
2205TR 社修理済 

211215/2433hr R。202205 TR 社修理済 IGE]敷地に。待機
中。 

○ 

27 WHEEL 
LOADER 

HITACHI LX120 Donation 
Australila 

IGE Office 2002 GOOD/xxhr 2205 Dili ﾔｰﾄﾞに駐機。推定 5000 時間 ○ 

28 MOTOR 
GRADER 

Mitsubishi 
H.I 

MG330E Donation 
Japan 

IGE office 2002 Broken 
220601/6093hr/1827km 

IGE 駐機、ｷｬﾌﾞ変形、F ﾀｲﾔなし、廃棄ﾍﾞﾀｰ × 

29 MOTOR 
GRADER 

Mitsubishi 
H.I 

MG330E Donation 
Japan 

IGE office 2002 GOOD 
220517/3338hr 

IGE 整備工場で TR 社の修理待ち。ﾀｲﾔなし × 

30 Vibration 
Roller 

BOMAG BW138AD Local 
Shopping 

IGE office 
Dili 

2011 GOOD 
220517/NO MTR 

ENG 修理中。Cyl/B 交換 × 

31 Vibration 
Roller 

BOMAG BW138AD Local 
Shopping 

IGE office 2011 GOOD220517/NO 
MTR 

TR 社で修理済。稼働待ち。 ○ 

32 Vibration 
Roller 

KOM JV40CW5 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 2206/3615hr 210524/xxhr R 完 210916/xxhr D 整備 
ｴﾝｼﾞﾝ始動せずﾁｪｯｸ中。 

× 

33 Vibration 
Roller 

KOM JV40CW5 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 2206/??hr ゲージ確認不可 × 

34 Vibration 
Roller 

SAMSUNG ROKS 22 Donation 
Korea 

IGE Office 2002 GOOD 2200523 TR 社で修理完了 ○ 

35 Mobile  
Crushing P 

KOM BR100JG-2 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD IGE 本部で入口近くに駐機 × 

36 Mobile  
Crushing P 

KOM BR100JG-2 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD IGE 本部で一番奥に草に埋没 × 

37 Crawler 
Dump 
w/Crane 

Morooka 
co.Ltd 

MST-600VD Donation 
Japan 

Brigade IV 
Natarbora 

2002 GOOD 
220513/xxhr 

/燃料や食料等の敷材やｷｬﾝﾌﾟ用品の運搬に使用。 ○ 

38 Crawler 
Dump 
w/Crane 

Morooka 
co.Ltd 

MST-600VD Donation 
Japan 

Natarbora 
=>IGE 

2002 Broken 管理番号訂正 × 

39 Crawler 
Dump 
w/Crane 

Morooka 
co.Ltd 

MST-600VD Donation 
Japan 

IGE Office-
>Natarbora 

2002 GOOD 修理待ち 
220513/xxhr 

/燃料や食料等の敷材やｷｬﾝﾌﾟ用品の運搬に使用。 
LH ｱｲﾄﾞﾗ待ち 

× 

40 Crawler 
Dump 
w/Crane 

Morooka 
co.Ltd 

MST-600VD Donation 
Japan 

IGE Office 2002 Broken IGE 敷地 × 

41 Forklift Toyota FDT25 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 Broken 
220517/3933hr 

ﾌﾞﾚｰｷ破損。廃棄ﾍﾞﾀｰ 整備場横 D41E 横 × 

42 Forklift Toyota FDT25 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 Broken   × 

43 Mobile 
Crane 

KOBE RK250-5 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 修理待ち 
210805/7535km 

210805/7535km R 完了 ﾔｰﾄﾞで修理待ち × 

44 Skid steer 
Loader 

Bobcat A410T133? Donation 
Portgal 

  2002 Broken/ 
metre 類破損 

IGE 敷地のﾄﾗｯｸの上に。廃棄 × 
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＜トレーラー類＞ 
No. 機材 メーカー 型番 導入 所在 製造

年 
状態 内 容 

202205 訪問時ｺﾒﾝﾄ 黄色は自ﾀｯﾁ分 R=小修理 
判定 

44 Equipment 
Carier 

MITSUBISHI FS50MTZK3 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD 
=>under service 

220523 TR 社で修理完了見込み ○ 

45 Equipment 
Carier 

MITSUBISHI FS50MTZK3 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD 210826/xxkm ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ修理 × 

46 Equipment 
Carier 

MITSUBISHI FS50MTZK3 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 Broken  202205Dili ﾔｰﾄﾞで駐機 ○ 

47 Equipment 
Carier 

MITSUBISHI FS50MTZK3 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 Broken  
=>TR で修理完 

220523 TR 社で修理完了！20220527 ﾋﾞﾁﾒﾝ輸送に。 ○ 

48 Equipment 
Carier 

MITSUBISHI FS50MTZK3 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD 
=>TR 社で修理予定 

220523 TR 社で修理予定。210228/xxkm R ○ 

49 Equipment 
Carier 

MITSUBISHI FS50MTZK3 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD 210203/xxkm C 整備及び R 完 210420/xxkm R × 

50 Equipment 
Carier 

MITSUBISHI FS50MTZK3 Donation 
Japan 

IGE Office 2002 GOOD 
=>2205 

22051 現在 TR で修理予定 ○ 

51 Equipment 
Carier 

Fuso 
FN527ML 

4x2/PA00-
OSPO 

Local 
Shopping 

IGE Office 2011 GOOD 整備場 220527 × 

出所：準備調査団 
 
2) 主要な建設機材の故障 

 IGE が保有する主要建機の稼働状況は、表 2.6 及び表 2.7 のとおりであるが、道路・河道整備

に主として使用している油圧ショベルは 23 台中 9 台が故障している。特に自衛隊供与の油圧シ

ョベルは 7 台中 1 台しか稼働しておらず、道路･河道･排水路整備用の主要機材である油圧ショ

ベルの台数確保は喫緊の課題である。 

 
 

IGE 保有の油圧ショベル（左：稼働中、右：修理中） 
      出所：準備調査団撮影 

3) 稼働中機材の需給状況（時間稼働率） 

 主要保有機材の稼働状況を表 2.9 に示す。2004 年に自衛隊から供与された機材の多くは数年

前に稼働を停止しているため平均稼働時間は正確には把握できない。現在も多くが利用されて

いる 2011 年に IGE が自国予算で調達した機材については、油圧ショベル 730 時間/年、ブルド

ーザー650 時間/年、ローラー類 215 時間/年、モーターグレーダー400 時間/年、ホイールローダ

ー600 時間/年と高い稼働率となっており、需要の高さが確認できる。 
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表 2.9 主要保有機材の稼働状況 

  2002 年自衛隊導入(20 年間) 2011 年 IGE 導入(10 年間) 
機  材 台数 内稼働 平均稼働 台数 内稼働 平均稼働 年平均稼働 

    台数 時間(h/台)   台数 時間(h/台) 時間(h/台/年) 
油圧ショベル 7 1 8,400 15 13 7,300 730 
ブルドーザー       6 6 6,500 650 
ローラー類 3 0 3,700 11 8 2,150 215 
モーターグレーダー 4 1 6,000 3 3 4,000 400 
ホイールローダー 4 3 10,000 5 3 6,000 600 

   出所:IGE の情報を基に準備調査団作成 

(7) IGE のヘラへの移転計画 

 現在、IGE では本部をヘラへ

移転する計画が進められてい

る。予定地は、ディリ中心部か

ら東へ約 11km の国道 1 号線の

南側に位置し、約 5ha の用地が

確保されている。IGE 新本部の

予定地を図 2.5 に示す。 

 

2-1-2 関係機関 

2-1-2-1  公共事業省 東ティモール水道公社（BTL） 

東ティモール水道公社（BTL）は、2021 年 1 月の公共事業省水道局（以下、「DNSA」という。）

の公社化及び組織改編において、Decree No. 41/2018 に基づき設立され、水道事業は DNSA から

BTL に移管された。 

BTL の所掌内容は、東ティモール国内の給水及び排水施設の運営・維持管理である。ディリ内

の給水事業としては、ベモス取水堰、ベモス浄水場の管理・運用、また、導水管その他付帯設備

の管理・オペレーションを担当している。2021 年 4 月洪水によって被災したべモス取水堰から浄

水場までの導水管は、オーストラリア国境なき技師団の協力により修復工事が行われる予定であ

る。また、べモス取水堰については、JICA による修復が検討されている。 

一方、ディリの排水施設の更新計画については、ポルトガル水道公社の協力の下進められてい

る。当該計画は自国予算で実施されるもので、ディリの排水路の拡張、貯水池の整備及び排水路

の建設等を含んでいる。 

(1) 組織・人員 

BTL は東ティモール全体の水道と下水・排水分野を統括する機関であり、ディリに本部があり、

11 の地方都市に支所を置いている。運用・維持管理局、技術・投資局、総務・財務局の 3 部局で

構成されており、2022 年 5 月時点の職員数は 295 人であり、このうち運転維持管理局の職員が 7
割以上を占める（地方支所を含む）。その維持管理部門には、JICA から長期専門家が派遣されて

図 2.5 ヘラの IGE 新本部予定地位置図 

Hera 
Dili 

★IGE新本部予定地 
 

★ 
現IGE本部 
 

0   1   2km 
©OpenStreetMap contributors 
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おり、我が国の技術協力である「水道公社事業運営改善プロジェクト」（2021 年 11 月～2024 年

10 月）と連携して、BTL の水道事業運営能力の強化が図られている。BTL の組織図を図 2.6 に示

す。 

 
   出所：BTL 

図 2.6 BTLの組織図 

(2) 財政・予算 

BTL の会計年度は、1 月～12 月となっており、12.8 百万 USD の資産を保有している（Decree-
law No41/2020）。前身の旧 DNSA は公共事業省の傘下にあり、政府予算が割り当てられていたこ

とから、予算の自由度が限られ、水道施設の運営維持管理を担っているにもかかわらず、維持管

理に必要な予算を適切、タイムリーに配分することができなかった。2021 年 1 月に水道事業体と

して公社化されたことから、独立採算及びサービス向上が期待されているが、施設運転・維持管

理、料金徴収、人材育成などに課題を抱えている。当面は施設整備の資本費用だけでなく、運営

維持管理費用の赤字分についても、政府からの補助金による支援が受けられることとなっている。 

(3) BTL の所掌業務 

BTL の所掌業務内容を表 2.10 に示す。 

表 2.10 BTLの所掌業務 

No. 所掌業務 
1 水供給と衛生に関する政策の策定において、政府を支援すること。 
2 水資源セクターのための財源調達において政府を支援する。 
3 水の効率的な利用を促進する。 
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4 水供給システムの設計、建設、運営、管理を通じて、政令第 41 号/2020 の第 13 条に従い、水の
公共供給を確保し、公共消費のための水の収集、処理、供給、分配を定期的、継続的、効率的
に促進すること。 

5 公共下水道の設計、建設、管理、運営を通じ、家庭および産業排水の排水、処理、処分、浄化
槽清掃による排水の輸送および受け入れを定期的、継続的、効率的に推進し、公衆衛生を確保
すること。 

6 この目的のために策定される計画やプログラムを通じて、水質の継続的な改善を促進する。 
7 公共の給水・衛生設備への違法な接続・排出を排除するための管理・検査手段を確立すること。 
8 水循環に関するその他の産業、商業、研究またはサービス提供活動を国土全域で推進すること。 
9 この分野に関する立法案の策定を支援し、参加すること。 

     出所: 政令 No. 41 /2020 of 25 September 2020 
 

(4) 技術水準 

東ティモールは、インドネシア統治時代は地方州の一つに過ぎなかったことから、国全体の技

術水準はあまり高くない。官庁の中には独立に際して技術と経験を持ったインドネシア人が自国

に引き揚げたために弱体化した部局もあり、我が国を含む各ドナーは、インフラ整備事業に対す

る支援とともに、将来に向けた人材育成に対する協力を実施している。 

JICA は、2021 年 11 月から 2024 年 10 月までの予定で「水道公社事業運営改善プロジェクト」

を実施している。同プロジェクトでは、BTL の人材育成、顧客管理能力等の自主運営能力の向上

だけではなく、配水管理や浄水施設運転維持管理能力の強化が成果として求められている。実用

的な維持管理マニュアルの作成並びに BTL 職員への OJT を通じた技術指導の実施等が予定され

ている。 

2-1-2-2 公共事業省 道路・橋梁・治水局（DRBFC） 

(1) 組織・予算･所掌 

公共事業省（Ministry of Public Work: MPW）は、給水･排水サービス、電力供給、交通等の公共

サービスの事業計画・政策策定・施行・管理にかかる政府機関である。MPW の組織図は図 2.1 に

示したとおりである。MPW の 2021 年度全体予算は、23.5 百万 USD であるが、この他に、主要

事業事務局（Secretariat for Major Project Service: MPS）のインフラストラクチャーファンドよりプ

ロジェクト毎に予算割当がなされている。 

道路・橋梁・治水局（Directorate of Road, Bridge and Flood Control: DRBFC）の所掌は、2013 年

公共事業省省令 25 号(Ministerial Diploma 25/MOP/2013)の Article 5 に規定されており、道路、橋梁

及び洪水対策の実務部門である。DRBFC は過去に JICA が 2016 年から 2019 年まで実施した道路

維持管理水準向上プロジェクト、コモロ川上流新橋建設事業等のメインカウンターパートであり、

これらプロジェクトを通じトレーニングを受けた職員も多い。DRBFC の組織図を図 2.7 に示す。 

2021 年 4 月洪水による被災に対しては、コモロ川の被災護岸の修復やディリ市街地やヘラの中

小河川の洪水・土砂対策の対応チームを立ち上げ、2022 年 5 月現在、それぞれのチームが計画、

設計を実施している。 
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出所：MPW DBRFC 
図 2.7 DRBFCの組織図 

(2) DRBFCの所掌業務 

 DRBFC の所掌業務内容を表 2.11 に示す。 

表 2.11  DRBFCの所掌業務 

No. 事項 
1 道路、橋梁、その他インフラの建設、拡張、修復プロジェクトの立案、推進 
2 国の交通ネットワークの道路および橋梁の建設、保全および維持管理の実施及び洪水や

水資源の保護･管理のための業務 
3 他のサービス及び関連機関と連携して、道路および他の通信手段の安全条件の改善を含

む、公共事業部門のための立法及び政策策定行う。 
4 道路、橋、その他の通信手段の保全状況にかかる記録を保持する。 
5 他のサービス及び関連機関とともに、国道ネットワークの国家計画と道路輸送ネットワ

ークを促進する。 
6 法律により割り当てられたその他の事項 

  出所：2013 年公共事業省省令 25 号  

 また、DRBFC では 2022 年 8 月現在、組織の改編が検討されており、従来の DRBFC は道路･

橋梁･洪水予防及び制御総局（Directorate General of Road, Bridge, Flood Prevention and Control: 
DGEPPCC）に改組され、その下に洪水対策を専門とする洪水予防･制御局（National Directorate 
for Flood Prevention and Control: DNPCC）が設置される計画である。DNPCC は、洪水リスク削減

のための施策の計画、実施、維持管理に責任を持つ機関となり、以下の任務を持つとされてい

る。 

a) 他の関係機関と連携して洪水の予防と制御、河川、小河川および雨水排水システムの正常化

および整備を目的とした調査の実施。 
b) 洪水制御のための施設建設、拡張または改修工事プロジェクトの立案・促進。 
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Head of Maintenance Section

Head of Fast Vlas Section

Technical DNEPCC 12 MunicipalityDirectorate of Public Works Services of 
the Municipality (DSMOP)
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c) 雨水排水および河川の正常化のための定期的な維持管理計画の実施。 
d) 洪水の危険性のある地域の特定を行うための他の関係機関との協力。 
e) 法律、規則または上位の決定によって割り当てられたその他任務の遂行 

 このことからも、2021 年 4 月洪水を受け、DRBFC が洪水対策に注力していることが伺える。 

(3) 技術水準 

 2021 年 4 月洪水を受けて、DRBFC は東ティモール国立大学や関係政府機関を巻き込んだタ

スクフォースチームや Adhoc ユニット（洪水対策技術チーム）を組織し、洪水対策のための調

査や事業の計画に取り組んでいる。前述のとおり、「洪水予防･制御局」の設置が計画されてお

り、洪水対策・河川管理の重要性に対する機運が高まっている。我が国を含む開発パートナーの

技術協力よる能力強化が求められている。 

2-1-3 IGE及び関係機関の災害リスク削減と災害時応急対応における役割 

 本プロジェクトにおける IGE と関連機関の災害リスク削減と災害時応急対応における役割分

担は表 2.12 のとおりである。 

表 2.12  IGEと関係機関の役割分担 

No. 任 務 IGE DRBFC BTL 備考 
1 災害リスク削減業務     

1-1 
道路整備 〇 〇  2023 年から IGE の任務に道路の維持管

理が追加される予定(2022 年 8 月現

在、政令の承認手続中)。 
1-2 河道の整備 〇 〇  DRBFC が河道整備工事の設計・仕様

を検討し、IGE に工事を依頼 
1-3 排水路の整備 〇 〇 〇 DRBFC は道路に付随する排水路を、

BTL はディリの主要排水路を担当 
1-4 排水ポンプ車の運用･維持管理 〇   2022 年 5 月 24 日付 MoU で合意された

本事業による新たな役割 
1-5 河道及び排水路の整備に係る計

画、設計、施工監理 
 〇 〇 DRBFC と BTL は、排水路工事の設計

と仕様を検討し、IGE に工事を依頼 
2 災害復旧業務     
2-1 道路復旧 〇 〇   
2-2 道路啓開 〇 〇   
2-3 河道の復旧 〇 〇   
2-4 排水路の復旧 〇 〇 〇 DRBFC は道路に付随する排水路を、

BTL はディリ市内の主要な排水路を担

当 
2-5 排水ポンプ車の運用 〇 〇 〇 2022 年 5 月 24 日付 MoU で合意された

本事業による新たな役割 
2-6 被害調査及び災害復旧のための

計画、設計、施工監理 
 〇 〇 DRBFC と BTL は、排水路工事の設計

と仕様を検討し、IGE に工事を依頼 
出所：準備調査団作成 
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2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

(1) 河川管理 

 河川管理者は、河川の流量や水位の安定、洪水による被害防止などの機能を持つ施設、例えば

堤防や護岸、床止め、堰などを設置及び管理する役割を担うが、東ティモールでは河川管理者が

法律上明確に定められていない。また、一般的に、河川法は洪水による被害を防ぐための施設建

設や、河川の水利用の調整、河川敷の利用の管理、河川の水質管理といった総合的な河川行政を

定めた法律であるが、東ティモールでは河川行政を定めた河川法も未整備である。DRBFC への聞

き取り調査では、東ティモールでは河川管理施設の建設は DRBFC が行い、建設後の維持管理は

県の役割とのことであるが明確な規定類は未整備の状態である。 

(2) コモロ川の河川構造物 

 コモロ川には、練石積み擁壁（wet masonry）、籠マット工（gabion mattress）、コンクリートブロ

ック積み護岸（concrete block）の 3 種類の護岸が敷設されている。しかしながら、コモロ川河口

から上流へ約 10km の区間において、15 箇所（延長 2.6km）の護岸が被災して復旧が必要な状態

である。特に右岸側中上流部は河岸を国道 2 号線バイパスが走り、その各所で河岸浸食によって

道路も被災している状況である。一部の護岸と道路は、JICA の無償資金協力によって復旧される

計画があるが、他の被災箇所については、JICA の復旧設計に倣って東ティモール側が自ら或いは

開発パートナーと協力して計画的に復旧することが望まれる。 

(3) ディリの排水路改修計画 

 一方、ディリの内水排水対策は、ポルトガル水道公社により Dili Drainage Infrastructure  
Upgrading Project（以下、「DDIUP」という）が計画されている。同プロジェクトは、総延長約 70km
に亘るディリの雨水排水路の拡張及び新設を行うプロジェクトで、現在は、Phase II である。同計

画ではディリ内の主な雨水排水路（現状では 5 年確率相当の能力）を 25 年確率（ディリ空港で

158.0mm/day、標高によって降雨を変化させている ）に拡張する計画としている。また Caicoli -
Vila Verde 間の放水路及び小河川は 100 年確率（ディリ空港で 200.0mm/day、標高によって降雨を

変化させている）に改修が計画されている。更に市中心部に調整池、Manleuana 川-Comoro 川間の

放水路を整備予定である。JICA「東ティモール国ディリ洪水対策情報収集・確認調査」(2021 年 8
月～2022 年 12 月)による解析では、2021 年 4 月洪水と同規模の洪水に対しては、DDIUP の主要

な対策を実施しても浸水域が広範囲に及ぶ結果となっている。その原因として、道路側溝や居住

区域内の小規模排水路の整備が考慮されていないことが想定されている。同結果より、DDIUP で

対象としている主な排水路だけでなく、小規模排水路も併せて対策を実施することにより浸水リ

スクの軽減が見込まれている。これら事業は BTL が所管している。 

2-2-2 自然条件 

(1) 気候 

 東ティモールの気候は、熱帯サバンナ気候に属し、雨季と乾季の区別がある。日中の最高気温
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は、山岳地域を除き、一年を通じて 30℃台である。雨季は 12～4 月、乾季は 6～10 月で、5 月と

11 月は遷移時期にあたる。乾季にはほとんどの川で水の流れがないが、雨季には国内各地で洪水

被害が発生する。ディリの排水路は容量及び維持管理が不十分なため、降水時に市街地が浸水し

やすい状況にある。 

(2) 地勢・地形 

 東ティモールは、東経 123～127 度、南緯 8～10 度に位置し、延長 265km、幅 92km である。島

の中央にはラメラウ山脈が連なり、最高峰はタタマイラウ山（標高 2,963m）である。国土の大部

分を山地が占め、急峻な地形を有し、市街地が山沿いから海岸にかけての狭い平野に位置してい

るため、地滑り等の土砂災害や浸水被害が毎年のように発生している。 

 また、河川への土砂の流出が極めて多く、ディリにおいても、急傾斜地である河川上流域にお

いては土砂災害、中流域においては道路橋梁部と小河川が交差する地点での土砂堆積等による河

道閉塞に伴う浸水被害、下流域においては高潮や排水能力不足に伴う浸水被害等が報告されてい

る。主要事業事務所（Secretariat for Major Project Service、以下、「MPS」という）の Flood Damage 
Assessment Report によると、Lahane 川、Taibesi 川、Bekushi 川、Becora 川等の主要な中小河川に

おいて 2021 年 4 月洪水後、土砂堆積により河床が 1～2m ほど上昇し、道路橋梁との交差部にお

いて越流が発生し、大量の土砂が周辺地域に堆積したと報告されている。 

2-2-3 環境社会配慮 

 本プロジェクトは機材調達であり、影響を及ぼしやすいセクター・特性及び影響を受けやすい

地域には該当せず、環境・社会への望ましくない影響は最小限であると判断される。 

 なお、本プロジェクトにて調達された機材を使用して行う道路、河道、排水路等の整備の際に

は、東ティモールの法令に従い環境・社会に配慮して実施されることとなる。 
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第 3章 プロジェクトの内容  

3-1 プロジェクトの概要 

(1) プロジェクト目標 

 本プロジェクトは、道路、河道、排水路等整備のための建設機材等を更新・整備することによ

り、災害リスク削減と復旧に関する能力強化を図り、もって東ティモールの災害に強い街づくり

に寄与するものである。 

(2) プロジェクトの概要 

 上記のプロジェクト目標を達成するため、本協力対象プロジェクトは、道路、河道、排水路等

の整備・維持管理の促進を目指して、東ティモールの運営維持管理実施機関である IGE が、保有

する老朽化した建設機材等を新たに調達する機材に更新・整備するとともに、DRBFC、BTL 等の

関係機関と IGE の役割を明確にしたうえで、連携の強化を促進する。また、関係機関の連携によ

る工事仕様の明確化、効率的な機材の運用と排水ポンプ車の効果的な活用のための支援の一環と

してソフトコンポーネント活動を実施する。 

 本プロジェクトによる調達機材を表 3.1 に示す。 

表 3.1 本プロジェクト調達機材 

No. 機材名 調達数量(台) 
1 排水ポンプ車 2 
2 ダンプトラック 4 
3 油圧ショベルロングアーム 3 
4 油圧ショベル 3 
5 油圧ショベル 小型 4 
6 ブルドーザー 20 トン 1 
7 ブルドーザー 10 トン 1 
8 ホイールローダー 1 
9 モーターグレーダー 1 

10 振動ローラー 1 
11 建機運搬トレーラー 2 
12 建機運搬車（セルフ型） 2 
13 移動工作車 1 
14 20 フィートコンテナ 2 

      出所：準備調査団 

3-2 プロジェクトの概略設計 

3-2-1 設計方針 

(1) 基本方針 

 本プロジェクトにより整備される機材は、以下を目的とした機材である。 

・平時における災害リスク削減のための道路、河道や排水路の維持管理を目的とした建設機材 

・災害発生時に復旧作業に対応すること目的とした建設機材 
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 これらを目的とした整備機材について、運営・維持管理体制を考慮し、整備機材数を確定する。 

1）機材配置場所の選定方針 

 東ティモール全土において平時に災害リスク削減を図ると共に、被災した道路、河道、排水路

等を整備するため、IGE の主要 4 拠点に建設機材を整備することも検討できるが、主要 4 拠点の

整備場の建設が必須となる。これには、多額の費用を必要とし、本プロジェクトで調達機材を整

備するまでに 4 拠点に配置場所を整備することは困難である。IGE はこれまでディリの本部で機

材を一元管理する運営をしており、全国にチームを派遣し工事を実施している。災害発生時には

被災地に近いチームを被災現場に向かわせ復旧事業に従事させている。このことからも、今後ヘ

ラへ IGE 本部が移設された場合であっても、同新本部に機材を設置し運営・維持管理を行い、全

国規模にチームを展開し必要な事業を実施する方針が最適であると判断する。 

2）機材仕様、数量の確定方針 

 IGE の保有機材は、「2-1-1(6)IGE の保有する機材の現状」の表 2.6 に示したように全体で 177 台

である。そのうち 85 台は自衛隊より供与された機材であり、老朽化が進み故障率が高く稼働して

いる建機は少ない状況にある。これはスペアパーツの製造中止等により部品調達が困難なことか

ら修理が難しいためである。このような状況から、特に河道改修に必要な故障機材の更新と不足

する道路改修のための建機及び移動手段としてのトレーラーの更新を優先させる必要があると

判断される。 

 IGE には現在、機材の修理・点検を担当する修理工 27 名、機材運転手 75 名が在籍し、保有機

材を運営維持管理している。本プロジェクトでの調達機材は、稼働不可能な現有機材の更新を実

施することで、現状の運営維持管理体制で運用可能な仕様、数量を検討する。 

 また、機材の基本仕様は、IGE の現状の技能に鑑み、現地での普及度と既存機材との類似性を

考慮し決定する。 

 なお、本プロジェクトにて整備する機材は、技術的支援や部品の調達といったサポートが得ら

れ、継続的に機械を稼働させることが可能となることを重視し、周辺国に代理店があることを原

則とする。 

(2) 自然環境条件への対応方針 

 東ティモールの気候は、熱帯サバナ気候に属し、雨季と乾季の区別がある。日中の最高気温は、

山岳地域を除き、一年を通じて 30℃台であり、機材仕様に関しては特別な配慮は不要である。 

 雨季は 12～4 月、乾季は 6～10 月で、5 月と 11 月は遷移時期にあたる。乾季にはほとんどの川

で水の流れがないが、雨季には国内各地で洪水被害が発生し、山地から土砂が河道および排水路

に流入する。その一方、ディリの排水路は通水断面の不足及び堆積物除去等の維持管理不足のた

め、降水時には道路が冠水しやすい状況にある。そこで、本プロジェクトでは平時の河道整備、

中小河川及び排水路の氾濫等を未然に防ぐために、必要な建設機材を配置する。特に、排水路内

堆積物除去に有効な小型の油圧ショベルの稼働率が高くなることが見込まれており、必要な数量

を確保した。また、洪水常襲地である大統領府周辺や政府機関が多数位置するカイコリ地区の浸
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水被害の防止・軽減に有効な排水ポンプ車を配置し、排水先までの距離を踏まえホース延長を検

討した。 

 駐機場となるヘラの IGE 新本部に関しては、2021 年 4 月の浸水実績を踏まえ、2m の嵩上げを

先方負担により行うことで洪水による浸水リスクを削減し、機材の浸水被害防止を図ることとす

る。 

(3) 災害リスク削減及び復旧工事に係る方針 

 実施機関である IGE が本プロジェクトにより機材を整備し、関係機関である DRBFC、BTL と

の連携により、道路・河道・排水路の維持管理及び災害時の復旧工事を実施する計画とした。な

お、DRBFC から IGE へ工事要請がなされる際、本来必要となる設計等の工事仕様が明確になっ

ていない。そこで、本プロジェクトでは、ソフトコンポーネントにおいて、DRBFC と IGE 間の

役割分担を整理し、発注内容の適切化を図ることを目指す。 

(4) 機材調達に係る方針 

 本プロジェクトで調達を予定している機材は、基本的に本邦メーカー製とする。日本製品が一

社または日本製品がない機材については、入札において競争性を確保するため、第三国製品も調

達対象とする。第三国製品については、品質・耐久性及び維持管理におけるアフターサービス体

制に留意し、米国または EU 諸国に本社を置くメーカーかつ東ティモール周辺国に代理店を有す

る製品を選定した。 

 また、運転初期に必要となる定期交換部品、消耗部品等を中心に調達し、整備機材の稼働率向

上を図る。本プロジェクトでは、通常の機材保証である 1 年間分の稼働（建機 1,000 時間、車両

10,000km）を対象としたスペアパーツを調達する方針とする。それ以降は IGE が各メーカー代理

店を通じスペアパーツの調達が可能となるような機材を選定する。 

(5) 運営・維持管理に係る方針 

 本プロジェクトで整備する機材は、IGE が一元的に運用・維持管理を実施する。IGE は機材操

縦士 75 名、運転手 47 名、修理工 27 名を雇用しており、保有重機の技術的な操作や点検修理を含

む維持管理能力を有する。 

 本プロジェクトで調達する機材の現地到着時には、メーカー指導員が運転・維持管理マニュア

ルに従った実地訓練（初期操作指導）を行う。また、本プロジェクトのソフトコンポーネントに

て、効果的な機材運用・維持管理マニュアルを作成するとともに、関係者への研修を実施し、関

係機関との協働体制の点検・強化と機材運用体制を更に強化する。 

(6) 交換・消耗部品の調達に係る方針 

 運転初期に必要となる定期交換部品、消耗部品等を中心に調達し、整備機材の稼働率向上を図

る。本プロジェクトでは、通常の機材補償である 1 年間分の稼働（建機 1,000 時間、車両 10,000km）

を対象とした予備部品の調達を検討する。それ以降は東ティモール側が各メーカー代理店を経由

しての予備部品の調達を可能とする機材選定を行う。 
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(7) 機材の構成とグレード設定に係る方針 

 上記(1)～(6)の各方針及び現地調査の結果等を踏まえ、本プロジェクトで調達する機材の構成と

グレードを設定するにあたっての前提条件を以下に示す。 

・  IGE の工事内容は、平時の災害リスク削減と災害時の応急対応・復旧を目的とした、道路・

河道・排水路整備であるため、同整備を実施するために必要な機材と、都市部の局所的な浸

水被害への対応を念頭に置いた排水ポンプ車を含む機材構成とする。 

・  IGE が既に保有し本プロジェクトに活用可能な既存機材については、可能な限りこれらも活

用することとする。 

・  12～4 月は雨季のため、災害リスク削減のための河道整備や道路維持管理・補修作業が可能

な月数は乾季の 7 ヶ月/年である。ただし、災害発生時には、調達する機材を活用し災害応急

対応・復旧工事を行うことが可能である。 

 以上の前提条件を踏まえ、本プロジェクトでの調達機材は、特殊な機材を含まず、一般的な道

路土工用、河道・排水路整備用の機材及び排水ポンプ車を主とし、現場からの要請に基づき出動

し機材整備を行う移動工作車及び機材を運搬するために必要な機材を含め、最低限必要となる機

材により構成する。なお、機材のグレードは、周辺国でのスペアパーツの入手が容易でアフター

サービス体制に問題が生じない標準的なものとする。 

(8) 調達方法、工期に係る方針 

1）分割発注（ロット分け）の検討 

 本プロジェクトによる調達予定機材は、応札業者間の競争性、および応札意欲を保ち、また、

ユーザーとなる IGE が受けるアフターサービスの利便性を考慮し、同種の機材についてはメーカ

ーや、周辺国代理店が同一となるような形でロット分けする。この方針に基づき、建機類はロッ

ト A、車輌類はロット B の 2 ロットで計画するのが適当と判断した。 

2）工期に係る方針 

 機材･車両の発注から制作・出荷前検査までの製造納期は、建設機材（ロット A）で 10 ヵ月、

車輛類（ロット B）で 15 カ月となっている。このため、できるだけ早く調達機材が利用できるよ

うに、引渡時期も 2 回に分けて納期を設定する。 

(9) 調達国に係る方針 

 本事業では、スペアパーツの入手が容易で、アフターサービス体制に問題はない本邦メーカー

製の調達を中心に検討する。なお、日本製品が存在しない、若しくは製作メーカー数が限られて

いる場合は、海外生産の日本メーカー製や日本製と同等の品質が確保できる第三国製品を調達の

対象とする。 

3-2-2 基本計画（機材計画） 

(1) 基本計画 
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 本プロジェクト調達機材の引渡し場所については、機材運営・維持管理の効率性・容易性、機

材保管場所としての施設容量、保管場所及び周辺の安全性等を念頭に検討を行った。IGE との協

議及び現地調査を行った結果、建設中のヘラの IGE 新本部が最適と結論づけた。 

 但し、ヘラの IGE 新本部予定地は、既往最大の洪

水である 2021 年 4 月洪水では河川左岸を中心に 1-
2m 浸水した洪水リスクの高い場所に位置してい

る。IGE では機材の浸水被害を防ぐため周囲に壁及

びフェンスを建設し、約 2m の盛土をし、その上に

駐機場、整備場、倉庫、オフィスなどを整備する計

画としている。調査団としても既往最大洪水の浸水

実績への対応並びに気候変動影響への適応策とし

て適切と判断し、盛土が着実に実行されるよう IGE
に申し入れ、双方で合意した。 

 現在、用地の盛土のための周囲の壁及びフェン

ス、井戸、電力引き込みまでの工事契約を結び、工

事が実施されている。壁及びフェンスの建設は 2022
年 12 月までに、約 2m の盛土は 2023 年 4 月までに

完了する計画である。暫定施設配置図を図 3.1 に示す。 

 ヘラの IGE 新本部の建設が遅延し駐機場が確保できない場合には、現在のディリ IGE 本部に駐

機場所（1,200m2）を確保することが確認されており、本プロジェクト調達機材の駐機場、整備場、

スペアパーツ用倉庫等の確保について問題はない。 

(2) 機材計画 

1) 機材数量 

 本プロジェクトにおける調達機材数量は、災害リスク削減のため、乾期中（5 月～11 月の 7 か

月間）に首都ディリでの河道整備工事及び道路整備工事に使用することを前提に算出する。これ

らの機材は雨期の災害発生時の早期復旧にも対応可能である。 

・コモロ川河道整備工事 

 今年度 DRBFC は災害リスク削減のためにコモロ川の河道整備工事を民間に発注している。本

プロジェクトが実現すると、こうした工事を民間への外部発注ではなく、直営で実施可能となる。 

工事内容：延長 5,000m における幅 20m、深さ 2m の掘削工事（掘削量 200,000m3） 
使用機材：掘削用機材 油圧ショベル 標準型（バケット容量 0.8m3） 
     河川内土運搬 ブルドーザー 20 トンクラス 
     建設機材運搬 建機運搬トレーラー  

図 3.1 ヘラの IGE 新本部施設配置図案（暫定） 
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1 台当たりの油圧ショベル能力 
バケット容量 作業量/分 

15 秒に 1 度旋回 
作業量/時間 

(移動時間を考慮し
75%と想定) 

作業量/日 
1 日 5 時間稼働 

年間作業量 
175 日(25 日×7 ヶ月) 

0.8m3 3.2m3 144m3 720m3 126,000m3 

200,000m3 の作業を行うためには油圧ショベル 2 台が必要である。 

整備台数：油圧ショベル 標準型 2 台 
ブルドーザー20 トンクラス 1 台 
建機運搬トレーラー 1 台 

 
・ディリでの小河川河道整備工事 
 IGE は災害リスク削減のためディリ内での小河川河道整備工事を実施している。 
工事内容：河川延長距離 21,724m、平均河川幅 9m、掘削深 1m（掘削量 195,516m3） 
使用機材：掘削用機材 油圧ショベル ロングアーム型（バケット容量 0.45m3） 
     掘削用機材 油圧ショベル 小型（バケット容量 0.16m3） 
     河川内敷均し ブルドーザー 10 トンクラス 
     建設機材運搬 建機運搬トレーラー、建機運搬車（セルフ型） 
 
1 台当たりの油圧ショベル能力 
バケット容量 作業量/分 

15 秒に 1 度旋回 
作業量/時間 

(移動及び積込時間を
考慮し 50%を想定) 

作業量/日 
1 日 5 時間稼働 

年間作業量 
175 日（25 日×7 ヶ月） 

0.45 m3 1.8 m3 54 m3 270 m3 47,250 m3 

0.16 m3 0.64 m3 19.2 m3 96 m3 67,200 m3 

195,516m3 の作業を行うためには油圧ショベル ロングアーム型 3 台（掘削量 141,750m3）と油圧

ショベル 小型 4 台が必要である。 
整備台数：油圧ショベル ロングアーム型 3 台 

油圧ショベル 小型 4 台 
ブルドーザー20 トンクラス 1 台 
建機運搬トレーラー 1 台（油圧ショベル ロングアーム型で使用） 
建機運搬車（セルフ型） 2 台（油圧ショベル 小型及びブルドーザーで使用） 

 
・ディリでの道路整備工事 
 IGE は災害復旧のための道路工事を実施しているが、ディリにおける必要機材が不足している

ため、要望に対して十分な対応ができない状況にある。そのため、道路改修工事に必要な機材を

1 フリート（組）整備する。 
整備台数：油圧ショベル 標準型（撤去掘削） 1 台 

モーターグレーダー（敷均し） 1 台 
振動ローラー（転圧） 1 台 
ホイールローダー（積込み） 1 台 
ダンプトラック（土運搬） 4 台 
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・排水ポンプ車 
 2021 年 4 月の洪水時に特に被害の大きかった 2 か所に設置できるよう 2 台整備する。 
 
           大統領府周辺地区 

 

出所： JICA ディリ洪水対策情報収集･確認調査 

図 3.2 大統領府周辺浸水図 

 浸水図よりこの地区では 182,000m3（面積 26ha、深度 0.7m）の水が滞水していたと想定される。

この滞水は 1 日で解消したとのヒアリング結果がある。30m3/分の作業量力を持つ排水ポンプ車

を整備した場合、全体の約 25％の排水を補助することができ、浸水時間を短くすることが可能で

ある。また、大統領府周辺地区の排水作業完了後は、下記に示すカイコリ地区の排水作業を支援

することが可能となる。 
 
            カイコリ地区 

 

出所： JICA ディリ洪水対策情報収集･確認調査 

図 3.3 カイコリ地区浸水図 
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 浸水図よりこの地区では 300,000m3（面積 60ha、深度 0.5m）の水が滞留していたと想定される。

この滞留は 3 日で解消したとのヒアリング結果がある。30m3/分の作業量力を持つ排水ポンプ車

を整備した場合全体の 2 日間で全体の約 30％の排水を補助することができ浸水時間を 1 日短く

することができる。また、2 日目には上記の大統領府周辺地区で活動した排水ポンプ車もこの地

区での活動が可能になり、浸水時間を更に短くすることが可能になる。 

 なお、本プロジェクトでは災害発生時に機動性のよい車両搭載型のものを採用する。 

 以上より、本プロジェクトにおける調達機材を表 3.2 に示す。 

表 3.2 本プロジェクト調達機材の内容（基本仕様、調達数量） 

No. 機材名 基本仕様 台数 
1 排水ポンプ車 ポンプ能力：30m3/分,  

ポンプ台数：4 台以上 
ポンプ重量：50 ㎏/台 以下 
発動発電機：125ｋVA 以上 
8 トンクラストラック 

2 

2 ダンプトラック 積載量：10 トン  
車輛総重量： 24-28 トン 

4 

3 油圧ショベル ロングアーム 機材重量：24 トン (もしくは 20 トン)クラ
ス 
バケット容量： 0.45 m3 
ロングアームモデル 

3 

4 油圧ショベル 機材重量：20 トンクラス 
バケット容量： 0.8 m3 
取替用 ブレーカー付き 

3 

5 油圧ショベル 小型 機材重量：4-6 トンクラス 
バケット容量：0.16-0.22 m3 

4 

6 ブルドーザー 20 トン 機材重量：20 トンクラス 1 
7 ブルドーザー 10 トン 機材重量：10 トンクラス 1 
8 ホイールローダー 機材重量：15-17 トンクラス 

バケット容量：2.9 m3 
1 

9 モーターグレーダー 機材重量：15 トンクラス 
ブレード長：3.7m 

1 

10 振動ローラー 機材重量：10 トンクラス 1 
11 建機運搬トレーラー トラクタ部 

重量：24-28 トンクラス, 6ｘ4 
トレーラー部 
最大積載量：30 トン、ボディ長 10m 

2 

12 建機運搬車（セルフ型） 車輛総重量：25 トンクラス 
最大積載量：11 トン、6ｘ4 
ボディ長：8.5m 

2 

13 移動工作車 車輛重量：10-13 トンクラス, 4ｘ2,  
溶接機、クレーン、コンプレッサー、電動工
具、手工具等を搭載 

1 

14 20 フィートコンテナ 20ft コンテナ×2 
整備工場エリア、部品庫エリア 
高圧洗浄機、Water tank(with Pump,2 m3))、ガ
ントリークレーン（3ton）等を整備 

1 

  出所：準備調査団 

 
2) 機材仕様 

各機材の基本仕様は、設計方針をもとに既存機材の仕様と現地の普及度を考慮して検討した。



 

33 

その結果、適当と判断される機材の基本仕様は、表 3.2 に示すとおりである。 

3-2-3 概略設計図 

 本プロジェクトにて整備する各機材の概略設計図に代えて、イメージ写真を示すと、以下のと

おりである。 

  
1 排水ポンプ車 2 ダンプトラック 

  
3 油圧ショベル ロングアーム 4 油圧ショベル 

  

5 油圧ショベル 小型 6 ブルドーザー 20 トン 

  
7 ブルドーザー 10 トン 8 ホイールローダー 
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9 モーターグレーダー 10 振動ローラー 

  

11 建機運搬トレーラ 12 建機運搬車（セルフ型） 

 

  

 
13 移動工作車 14 20 フィートコンテナ 

 
 

3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 

(1) 調達方針 

日本政府の無償資金協力により実施される本プロジェクトにおける両国関係機関の体制を図

3.4 に示す。 
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図 3.4 プロジェクト実施体制図 

 

1) 相手国政府 

監督責任機関は MPW、運営維持管理実施機関は IGE であり、平時は MPW、関係機関、地方自

治体等からの要請により、道路や河道の整備を行っている。機材配備先の整備は、非常に重要で

あるとともに IGE の責務である。IGE は建設中のヘラの IGE 新本部に駐機場や整備場の建設を計

画しているが、機材の供与時期に間に合わない場合には現在の IGE 本部に機材を配備するべく、

必要な用地（1,200ｍ2）の確保を了解している。 

2) コンサルタント 

E/N および G/A 締結後、IGE は速やかに日本のコンサルタントとの間で役務提供契約（コンサ

ルタント契約）を締結する。契約したコンサルタントは、本プロジェクトの実施設計、入札図書

作成、入札執行補助、調達監理業務並びにソフトコンポーネント等についてエンジニアリングサ

ービスを提供し、本事業の機材引渡しの完了まで責任を負う。 

3) 機材納入業者 

一般競争入札により、納入業者を決定する。 

入札方法は、一段階二札方式とし、初めに技術札を開札しコンサルタントにより品質、仕様、

数量について技術審査を行う。後日、この技術審査に合格した納入業者の価格札を開札し、技術

審査に続きコンサルタントが価格札の審査を行い最終的な落札者を決定する。この落札者を機材

の納入業者として東ティモール側実施機関と契約を交わす。 

  

1. 設計監理 

・実施設計（入札図書作成） 

・入札補助、機材調達監理 

・検収監理 

・初期操作・運用指導監理 

 

日本政府 
東ティモール政府 

日本法人のコンサルタント 

各契約書の認証 監督責任機関：MPW 
運営維持管理実施機関：IGE 

交換公文（E/N） 

機材調達契約 

国際協力機構 

日本法人の納入業者 

・資機材調達 

・輸送 

・納入、検収 

・初期操作・運用指導 

コンサルタント契約 

機材調達監理 

贈与契約（G/A） 
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3-2-4-2 調達上の留意事項 

1) 免税措置 

 東ティモール側は、無償資金協力による機材調達の実績があり、実施手順を理解している。し

かし、過去にコモロ上流新橋建設計画(平成 27 年)及びディリ港フェリーターミナル移設計画(平
成 28 年)において、資材輸入に係る税金(輸入税、物品税)の免除措置が遅れたため通関できず、デ

ィリ港に 1 カ月前後留め置きされる事態が数回発生している。 

2) 輸送機関の瑕疵責任について 

 調達される機材は海上輸送を経て東ティモールのディリ港で陸揚げされ、通関後ディリ市のヘ

ラ新 IGE 本部へ内陸輸送された後、東ティモール側に引き渡される。機材納入業者は、海上・内

陸輸送、陸上げ中に起こりえる破損、盗難等に係る瑕疵責任について、東ティモール側との間で

問題が生じないように留意する。 

3-2-4-3 調達・据付区分 

 ヘラ IGE 新本部までの輸送費、荷下ろし時の組立費用を含む機材調達に係る全てのコストは日

本側負担とする。下表に両国の負担区分を示す。 

表 3.3 両国政府の負担区分 

項 目 内 容 
負担区分 

備 考 
日本 東ティモール 

機材調達 

機材調達 
海上･陸上輸送 
通関手続き 
内国輸送 

○ 
○ 
○ 
○ 

 
 

○ 
 

 
通関場所まで 
免税措置を含む 
通関場所以降 

操作指導等 
操作指導 
点検整備指導 

○ 
○ 

 
 

 

維持管理業務 

機材回送 
保管場所確保 
機材維持管理 

 ○ 
○ 
○ 

機材配置先への回送 

出所：準備調査団 

3-2-4-4 調達監理計画 

 E/N および G/A 締結後、無償資金協力の枠組みに基づき、E/N に示された業務範囲において、

日本法人コンサルタントが東ティモール政府とのコンサルタント契約を結び、実施設計および調

達監理業務の実施に当たる。コンサルタントは、プロジェクト実施の背景、プロジェクト内容の

策定に係る概略設計の経緯・趣旨を十分に理解した上で業務に当たることが重要である。 

 調達監理者に求められる専門性は、機材の詳細・操作方法に明るく、操作指導や点検整備指導

の経験を有することである。特に、東ティモール側が調達機材を有効かつ長期間にわたり使用し

ていくために、日常点検整備を適切に行ための指導は不可欠であり、機材に関する知見と経験に

基づいた整備指導が求められる。 
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 また、必要に応じて、本邦で製造される機材の中間検査及び出荷前検査をおこない、現地搬入

後のトラブルを未然に防ぐようにする。 

 製造工程、出荷等の各時期を調整することを考慮して計画する。また、現地輸送業者へのヒア

リングによると COVID-19 の影響で輸送費及び期間が増加傾向であることが確認された。 

 
出所：準備調査団 

 

1) 実施設計業務 

 実施設計業務の主要内容は、次のとおりである。 

 着手協議、現地確認 

 機材仕様のレビュー 

 入札図書の作成 

 入札図書の説明・承認取得 

 入札業務補助（公示、図書配布、入札執行、結果評価） 

 契約促進補助（契約交渉、契約立会い、契約認証手続き） 

  

2) 調達監理業務 

  調達監理業務の主要内容は、次の通りである。 

 機材発注書の発行確認 

 製作図の確認、機材製品工場における中間検査、工場出荷前検査 

 船積み前検査（第三者機関へ委託）の調整、検査レポート発行 

 現地事前打合せ（搬入スケジュール、免税措置確認、初期操作・運用指導実施要領） 

 組立および初期操作・運用指導の立会い 

 検収・引渡しの立会い 

 完了報告書の作成 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

調達される機材は、契約によって定められた品質・仕様を満たしていることを確認するために、

調達国 分類

機材 建機
(納期10カ月）

機材 車両
(納期15カ月）

第三国調達
機材 建機

(納期10カ月）

18

調達監理計画

日本調達

1 2 3 4 5 6 7 8 9 15 16 1710 11 12 13 14

発注
製造（10カ月）

船積み前検査

輸送（2カ月）

操作指導、引渡
発注

船積み前検査

輸送（2カ月）

操作指導、引渡

発注

製造（14カ月）

製造（10カ月）

船積み前検査

輸送（1.5カ月）

操作指導、引渡
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調達業務の各段階において下記の検査を実施する。 

 納入業者発行の機材発注書の内容確認 

 製作図の確認、機材製造工場における中間検査、工場出荷前検査 

 船積み前検査 

 機材引渡し時の検査 

 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

1) 調達先 

本プロジェクトで調達を予定している機材は、基本的に本邦メーカー製とするが、本邦メーカ

ーが一社、あるいは本邦メーカー製がない機材については、入札の競争性を確保するため、第三

国製品も調達の対象とする。また、第三国製品については、品質・耐久性及び維持管理における

アフターサービス体制に留意し、米国または EU 諸国に本社を置くメーカーかつ東ティモール周

辺国に代理店を有する製品を選定する。原産国が第三国の機材については、本邦、米国または EU
諸国のメーカーが当該国の工場で製造した製品とする。 

表 3.4 機材原産国一覧 

機材名 数量 
調達国 

備考 
本邦 現地 第三国 

排水ポンプ車 2 〇    

ダンプトラック 4 〇    

油圧ショベル 10 〇  〇 
タイ、中国、インドネ
シア 

ブルドーザー 2 〇  〇 中国、タイ 

ホイールローダー 1 〇  〇 中国、イタリア 

モーターグレーダー 1 〇  〇 中国、ブラジル 

振動ローラー 1 〇  〇 中国、インド 

建機運搬トレーラー、建機運搬

車（セルフ型） 4 〇    

移動工作車 1 〇    

20 フィートコンテナ 2 〇    

 

2) 調達ルート 

本プロジェクトで調達される機材は、本邦調達品は本邦主要港から、第三国調達品は、第三国

製造国主要港からそれぞれ東ティモールのティバール港まで海上輸送となる。ティバール港で荷

揚げされた機材は、通関諸手続き後、最終仕向け地のヘラ新 IGE 本部まで幹線道路を通って建設

機械、および車両はトレーラー輸送、その他スペアパーツ等の機材はコンテナ輸送される。ディ

リ港には大型の荷揚げ設備が設置されており、調達機材の荷揚げに支障はない。また、輸送ルー

トである幹線道路は、輸送制限はなく、調達機材の運搬に支障はない。 

調達機材の輸送期間については、海上輸送後の港での荷揚げ待ち期間や、混雑状況等不確定要

素があることから、本プロジェクトでは下図のとおり想定する。 
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図 3.5 機材の輸送ルートと所要期間 

 

3) 最終仕向け地（機材整備場所） 

 機材の最終仕向け地はヘラ新 IGE 本部である。3-2-2 基本計画(機材計画)で述べたように、現在、

用地の盛土のための周囲の壁及びフェンス、井戸、電力引き込みまでの工事契約を結び、工事が実

施されている。壁及びフェンスの建設は 2022 年 12 月までに、約 2m の盛土は 2023 年 4 月までに

完了する計画である。今後、適切に機材の運営維持管理を実施していくには敷地内の整備を実施し

ていく必要がある。現在 IGE 主導で整備計画を立てており、実施するための予算を申請予定であ

る。 

3-2-4-7 初期操作指導計画 

 IGE は、これまで多くの建設機械やトラック類を使用し、一般的な取り扱いについてはある程

度の知識を有している。一方、 排水ポンプ車については初めての保有機材となる。 

本プロジェクトでは、全ての調達機材に対して派遣技術者による十分な初期操作指導を行うコン

サルタントは、派遣技術者の指導を監理する。初期操作指導の必要日数は、下表のとおり算定す

る。 

表 3.5 初期操作指導計画 

指導内容 対象者 機材類 必要日数 

初期操作指導 機材オペレータ（重機類オ
ペレータ、車両類運転手） 

排水ポンプ車 6 日の実技 計 6 日 

ダンプトラック 
重機運搬トレーラー 
重機運搬車 

1 日の実技 計 1 日 

その他重機類 4 日の実技 計 4 日 

出所：準備調査団 

3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

1)  ソフトコンポーネントを計画する背景と課題 

 本プロジェクトにおけるソフトコンポーネントは、調達される機材内容を踏まえ、①災害時応

荷揚げ～通関手続き

（14～28 日） 
本邦主要港 東ティモール 

ティバール港 

第三国製品 

製造国主要港 

ヘラ新 

IGE 本部 

駐機場 

最終仕向地 

（35～45 日） 

（第三国調達品） 

本邦主要港からの輸送日数合計＝約 50 日～75 日 

東ティモール 

ティバール港 

海上輸送 

海上輸送 

陸送 
（1~2 日） 

陸送 
（1~2 日） 

荷揚げ～通関手続き

（14～28 日） 

東南アジア 
であれば 25～30 日 
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急対応及び復旧工事改善、②排水ポンプ車の活用、③平時の河道や排水路の維持管理活動を目的

として計画するものである。なお、メーカーによる初期操作指導・運用指導は、機材の運転・維

持管理を中心に実施されるのに対し、本ソフトコンポーネントは、機材を有効に活用するための

体制や責任範囲の明確化、能力強化を目的として実施するものである。以下に、これらソフトコ

ンポーネントが必要である背景について記す。 

① 災害時応急対応及び復旧工事改善 

  IGE は、これまでも災害時、図 3.6 に示すに

ように、公共事業省道路・橋梁・治水局

（DRBFC）、東ティモール水道公社（BTL）の

他、国民保護庁（CPA）、東ティモール電力公社

（EDTL）、県/村等の自治体等からの要請に応

じて災害時応急対応・復旧業務を実施している

が、公共事業省の関係機関で災害情報、インフ

ラ被害情報が集約・共有され、人的被害や経済

被害削減に資する活動に優先的に機材を活用

できる体制構築が望まれる。 

② 排水ポンプ車の活用 

 ディリ首都圏では、政府機関が多く位置する Caicoli 地区や大統領府周辺においてたびたび内水

や中小河川の氾濫が発生している。これら地区の浸水被害の防止・軽減を目的として、本計画で

は、排水ポンプ車 2 台を導入予定であり、効率的な

運用のために排水ポンプ車運用マニュアル作成及

び排水ポンプチームの形成・訓練の実施が望まれ

る。 

③ 平時の河道や排水路の維持管理活動 

  DRBFC は、次の雨期に備えて、コモロ川の低水

路の掘削を民間企業に委託して実施している。2022
年には、第二床止め工からベモス川との合流点まで

約5kmの区間について河道掘削を行う予定である。

また、BTL は、Dili の排水路の維持管理に関し責任

を有し、排水路の流路断面確保のために堆積した土

砂やごみの除去を行っている。 

 このような平時の活動にも IGE の機材は有効であり、第一回現地調査で関係機関と交渉し、

IGE-DRBFC 間並びに IGE-BTL 間で MOU を締結したことにより、平時の洪水リスク削減活動に

向けた一層の連携が期待される(図 3.7)。河道や排水路の維持管理を河川管理の視点から適切に実

施するために、河川・排水路の維持管理マニュアルの作成及び研修が望まれる。 

  

図 3.7 MOUに基づく IGEと関係機関の連携 

IGE

公共事業省

• 平時の道路の維持、河道整備、排水路の維持管
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図 3.6 現状の IGE への災害時応急対応要請の流れ 
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2) ソフトコンポーネント導入によって期待される成果 

 ① 災害時応急対応及び復旧工事改善 

 ・ 関係機関からの様々な災害時応急対応要請について、災害情報及びインフラ被害情報が集

約され、関係機関間の適切な判断に基づき、人的被害並びに経済被害削減に資する災害時

応急対応及び復旧工事が適切に実施されるようになる。 

 ② 排水ポンプ車の活用 

 ・ 本プロジェクトにて調達予定の排水ポンプ車が、IGE、DRBFC、BTL 間の連携・協働によ

って有効に利用され、都市部の浸水被害の防止や軽減に活用されるための体制と技術が備

わる。 

 ③ 平時の河道や排水路の維持管理活動 

 ・ DRBFC や BTL の要請に基づき、IGE による平時の河道や排水路の維持管理活動が雨季前

に適切に実施され、災害リスク削減に貢献する。 

 3) ソフトコンポーネントの内容及び規模 

 上記 2)に示す効果を発現させるため、ソフトコンポーネントとして以下の内容を実施する。 

  

① 災害時応急対応及び復旧工事改善 

実施場所 IGE 本部（ディリ） 

対象者 
IGE 災害時応急対応責任者及び上級職員 3-4 名 
DRBFC 同上 3-4 名 
BTL 同上 3-4 名 

 

実施期間 

国内準備：講義資料、災害時応急対応・復旧業務マニュアル案作成（活動日：10 日

間） 
現地活動：講義、ワークショップ及び実働訓練（活動日：16 日間、移動日 4 日、休

日 3 日） 
活用教材 災害時応急対応・復旧業務マニュアル 

実習用機材 
- 連絡用携帯電話 
- パソコン 1 台 

活動内容 

本研修は、洪水、土砂災害等の災害発生時、災害情報及びインフラ被害情報が集約

され、関係機関間での情報共有に基づき適切な判断がなされ、人的被害並びに経済

被害削減に資する災害時応急対応及び復旧事業が適切に実施されるように、災害時

応急対応・復旧業務をマニュアル化し活動の改善を図るため実施する。 
以下に、活動内容を示す。 
1. 国内準備作業 
・ 情報収集・整理 
・ 災害時応急対応・復旧業務マニュアル(案)の作成 
2. 現地活動 
・ IGE 及び関係機関の災害時応急対応・復旧の課題の抽出、評価 
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 （情報収集、情報伝達、情報集約・共有、状況把握･分析･意思決定、DRBFC･BTL
の工事依頼内容、対応実施、対応実施後のモニタリング、報告・広報等各段階に

分けて抽出） 
・ 災害時応急対応・復旧の改善案の検討 
 （情報収集、情報伝達、情報集約・共有、状況把握･分析･意思決定、DRBFC･BTL

の発注者責任の明確化及び IGE に提供すべき必要情報（設計や作業仕様、スケ

ジュール等）の整理、対応の実施、対応実施後のモニタリング、報告・広報等各

段階に分けて検討） 
・ 職員の安全対策並びに地域住民の安全対策に関する講義 
・ 改善内容の災害時応急対応・復旧業務マニュアル案への反映  
・ 上記マニュアル案に基づく災害時応急対応図上演習の実施、実働訓練の実施、マ

ニュアル案のレビュー 
 

② 排水ポンプ車の活用 

実施場所 IGE 本部（ディリ） 

対象者 

IGE 排水ポンプ車チーム責任者 
排水ポンプ車チームメンバー 

責任者 1 名 
5 名×4 チーム=20 名 

DRBFC 洪水管理担当責任者 1 名 
BTL 都市排水担当責任者 1 名 

 

実施期間 
国内準備：講義資料、排水ポンプ車運用マニュアル案作成（活動日：10 日） 
現地活動：現地調査、講義、図上演習（活動日：16 日間、移動日 4 日、休日 3 日） 
   実働訓練（運用指導と合わせて実施） 

活用教材 
排水ポンプ車 1 台 
移動用車両等 

実習用機材 
排水ポンプ車 1 台 
移動用車両等 

活動内容 

本研修は、内水・小河川の氾濫による浸水被害の発生時に、IGE 及び関係機関が連

携して排水活動が実施できるように、排水ポンプ車運用マニュアルを作成し活動の

確実な実施を支援するものである。 
以下に、活動内容を示す。 
1. 国内準備作業 
・ 情報収集・整理 
・ 排水ポンプ車運用マニュアル(案)の作成 
2. 現地活動 
・ 現地調査 
 （排水路網、排水ポンプ設置可能箇所、排水先等の調査･事前設定） 
・ 関係機関の調整 
 （排水ポンプ車チームの形成、交通規制等） 
・ 排水ポンプ車運用研修（座学） 
 （指示命令系統、情報伝達、状況把握･分析･意思決定、排水ポンプ車チームの配

備、役割、職員及び地域住民の安全対策、交通規制、排水ポンプ車の現場配列、

排水ポンプ車の作業フロー、訓練計画、運転記録、点検整備、等） 
・ インドネシア国ジャカルタにおける排水ポンプ車活用経験・教訓の共有に係る講

義 
・ 上記内容のマニュアル案への反映  
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・ マニュアル案に基づく排水ポンプ車運用図上演習、マニュアル案のレビュー 
(以下、運用指導時に実施) 
・ 排水ポンプ車運用マニュアル案に基づく実地訓練の実施 
・ 評価に基づき、必要に応じてマニュアル案を更新 

 

 ③ 平時の河道や排水路の維持管理活動 

実施場所 IGE 本部（ディリ） 

対象者 

IGE 河道･排水路の維持管理指導者となりう

る中堅技術者 
中堅技術者 10 名 

DRBFC 河川管理担当責任者 上級技術者 1 名 
BTL 排水路維持管理責任者 上級技術者 1 名 

 

実施期間 

国内準備：講義資料、河道・排水路維持管理マニュアル案作成（活動日：10 日） 
現地活動 
現地作業：現地調査、講義、ワークショップ、実働訓練（活動日：16 日間、移動日

4 日、休日 3 日） 
活用教材 河道・排水路維持管理マニュアル 

実習用機材 
- 油圧ショベル 1 台 
- 油圧ショベル小型 1 台 
- 重機運搬トラック 1 台 

活動内容 

本研修は、平時に DRBFC や BTL からの依頼を受けて、IGE が河道･排水路の維持

管理を行う際に、河川管理の視点から適切な維持管理工事が実施されるように、河

道・排水路維持管理マニュアルを作成し活動の適切な実施を支援する。 
以下に、活動内容を示す。 
1. 国内準備作業 
・ 情報収集・整理 
・河道・排水路維持管理マニュアル(案)の作成 
2. 現地活動 
・ 現地調査 
 （コモロ川、中小河川の河道･排水路の状況、維持管理活動の確認） 
・ 河道･排水路の維持管理の課題抽出 
 （業務量、技術面、DRBFC･BTL の依頼内容及び IGE に提供すべき必要情報（設

計や作業仕様、スケジュール等）、残土の処分、実施後のモニタリング等に分け

て抽出） 
・ 河道･排水路の維持管理の改善案の検討 
 （業務量、技術面（河道計画）、DRBFC･BTL の発注者責任の明確化及び IGE に提

供すべき必要情報（設計や作業仕様、スケジュール等）の整理、残土の処分、実

施後のモニタリング等に分けて検討） 
・ 職員の安全対策並びに地域住民の安全対策に関する講義 
・ 改善内容の河道･排水路維持管理マニュアルへの反映  
・ 河道･排水路維持管理マニュアル案に基づく実地訓練の実施 
・ 訓練評価及び必要に応じたマニュアル更新 

 
3-2-4-9 実施工程 

 日本側負担分の実施設計、調達監理についての実施工程を表 3.6 に示す。 
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表 3.6 実施工程表 

 

出所：準備調査団 

3-2-5 安全対策計画 

 調達業者と協議・協力し、本プロジェクト実施期間中の労働災害、事故を未然に防止するため

の監理を行う。現場での安全管理に関する留意点は以下の通りである。 
・安全管理規定の制定と管理者の選任 
・作業工具・機材等の安全装置の点検実施による災害の防止 
・内陸輸送中の運行ルートの策定と徐行運転の徹底及び荷崩れの防止 
・安全保護具の着用（ヘルメット、作業靴、手袋など） 

3-3 相手国側分担事業の概要 

 本プロジェクトの実施前・中・後に実施される必要がある実施設計、調達、運営･維持管理が円

滑に行われるために必要な東ティモール側の分担事業の概要は、以下のとおりである。 

・ E/N 及び G/A 締結後、速やかに我が国の銀行に口座を開設する。なお、同口座開設に伴う費

用は東ティモール側負担となる。 
・ 本事業の関係者（日本人及び第三国人）に対し、東ティモールへの入国、滞在及び安全に必要

な便宜を図る。  
・ 本事業に関連する役務、資機材調達及び日本人に対し、東ティモール側で課せられる関税・国

内税等免除措置／負担を行う。  
・ 政府関連機関等への許認可が必要な場合は、これを申請・取得する。 
・ 本プロジェクトにおける調達機材及び消耗部品等を安全に保管するための場所を確保すると

もに、適切な運用・維持管理を行う。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

(入札図書作成)

（入札図書承認）

（入札）

（入札評価）
（計4.5ヶ月）

（機材製作図作成・承認）

（建機類製作）

（車両類製作）

第一船 第二船 （出荷前検査・船積み前検査）

（輸送）

（搬入・組立、調整・試運転、初期操作指導）

（運用指導、検収引き渡し）
（計18.5ヶ月）
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施
設
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監

理
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・ 本プロジェクトにおける運用指導及びソフトコンポーネント活動（技術指導）を実施するため 
に東ティモール側が投入すべき予算、人員、資機材等を確保する。 

・ 本プロジェクトにおける道路、河道、排水路の維持管理を実施するための事業費、人員、工事

材料等を確保し、機材引渡し後速やかに活動を実施する。 
・ 本プロジェクトが目的とする災害リスク削減のための道路、河道、排水路の確実な維持管理を

継続する。  
・我が国の無償資金協力に含まれていない費用で、本プロジェクトに必要な費用全てを負担する。 

 以上の東ティモール側分担事業について、実施機関である IGE は機材引渡し後の道路、河道、

排水路等の維持管理業務実施のための予算措置や人員配置について計画を有しており、調達機材

の保管場所等についても現地調査において既に確認済みであるため、実施可能と判断できる。 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

 IGE が保有する機材及び技術職員数の現状及び将来計画を表 3.7 に示す。 

表 3.7 IGE の機材及び技術職員数の現状及び将来計画 

 
機 材（台） 人 材（名） 

建設機材 トラック
類 

技術職員 
機材操縦士 運転手 修理工 

機材数及び技術職員数（2022 年 8 月現在） 74 58 75 47 27 
自国予算により調達した機材（2022 年 8 月） 10 5 - - - 
2022 年機材操縦士増員 - - 20* - - 

2022 年技術職員の定年退職（60 歳超） 
法律 No.12/2016 が施行され 60 歳を超える職員の退
職が義務付けられた場合には、IGE は若手職員の指
導育成のため契約職員として再雇用を予定。 

2023 年新規雇用計画 - - 10 2 20 
2024 年新規雇用計画 - - 10 10 5 
本プロジェクトによる機材更新・整備（2024
年末） 15 11 - - - 

2024 年計画機材数及び人材数 99 74 115 59 52 
(注)*IGE では、内部の職員 20 名を機材操縦士として、技術職員及び運転手を修理工として職能を付ける研修を実

施予定。研修は NPO 法人日本地雷処理・復興支援センターの研修を活用予定。 
出所：IGE 提供資料を基に準備調査団作成 

 IGE は、新たな任務であるディリ首都圏の道路補修の任務に対応するため、2022 年 8 月自国予

算により建設機械 10 台、トラック類 5 台を新たに調達している。更に、2024 年 12 月には本プロ

ジェクトにより、建設機材 15 台、トラック類 11 台が整備される計画である。IGE は機材増の計

画を踏まえ、機材の効率的な運用・維持管理に向け人員の補強を計画している。具体的には自国

予算により、20 名の在籍中技術職員を機材操縦士として養成する計画に加え、2023 年には機材操

縦士 10 名、運転手 2 名、修理工 20 名を、2024 年には機材操縦士 10 名、運転手 10 名、修理工 5
名を新たに採用する計画であり、2023 年の予算計画にも同費用が計上されている。機材・車両台

数に比べて修理工が多いが、現有の修理工も半数は車両の運転手を兼ねており、今後採用する修

理工も運転手を兼務することとしており、車両運転手も十分な人数が確保される見込みである。

また、これら人材育成には、現地でも実績のある NPO 法人日本地雷処理・復興支援センターの研

修（第 3 年次研修が 2022 年度下期に実施される）を活用する計画となっている。 

 なお、法律 No.12/2016 が施行された場合、60 歳を超える職員の退職が義務付けられ、2022 年
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末には機材操縦士と運転手がそれぞれ 5 名程度、修理工が 10 名程度退職することが想定される。

IGE は、この影響を最小化とすべく、新規雇用者や若手職員の指導育成のため、定年退職するベ

テラン職員を契約職員として 2 年間程度再雇用し、講師として技術・経験を移転する計画を有す

る。以上のとおり建設機材台数に対する必要な職員数を確保する計画が立てられていることから、

実施体制に関しては問題がないと判断される。 

3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象プロジェクトの概略事業費 

 本計画における日本側負担事業費は、調達業者契約認証まで非公表。 

3-5-1-1 東ティモール側負担経費 

表 3.8 日本側負担経費 

費 目 概略事業費（百万円） 

機材調達費 － 

実施設計・調達監理費 － 

ソフトコンポーネント － 

合 計 － 

3-5-1-2 東ティモール側負担経費 

表 3.9東ティモール側負担経費 

費 目 経費（百万円） 

銀行取極め B/A 0.006 

支払授権書 A/P (7回発行) 0.8 

アクセス道路、機材の維持管理費等 17 

合 計 18 

3-5-1-3 積算条件 

 

3-5-2 運営・維持管理費 

本プロジェクトで調達する機材稼働のために必要となる年間の燃料・油脂類費用を表 3.10 のと

おり算出した。年間の燃料・油脂費用は、26.6 万 USD（約 36.0 百万円）と見積もられ、2022 年

の車両・建機運転費予算 42.9 万 USD の 62%に相当する。これまで IGE においては燃料費が不足

し工事が実施できなかったということはなく、緊急時には他の予算から優先的に車両・建機運転

費に充てる対応が取れることを IGE に確認した。さらに、機材更新により燃費の効率化も見込ま

れる。 

・積算時点 ： 2022 年 8 月 

・為替交換レート ： 米ドル対日本円： USD 1.00 = 135.24 円 

・調達期間 ： 実施設計、機材調達の期間は実施工程に示したとおり 

・その他 
： 

本プロジェクトは日本国政府の無償資金協力の制度に従い実施され

るものとする。 
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以上を踏まえ、維持管理費、車両・建機運転費についてはこれまでも要求額通り予算配布がで

きること、また必要に応じ他の予算からの流用が可能である点、更に機材更新による効率化が図

られることから、維持管理費及び燃料費等、財務面での懸念はないと考えられる。 

表 3.10 燃料・油脂費用 
年間の燃料・油脂費用 現地通貨

（USD） 
日本円換算額 
（千円） 

年間燃料費 263,379 35,619 
年間油脂費 2,634 356 

合 計 266,013 35,975 
 
（燃料費内訳） 

 機材名 
仕様 

（kw） 
（a） 

台数 
（b） 

年間運転 
時間 

(時間/年） 
（c） 

燃料消費率 
(l/kW・h) 
（d） 

年間燃料消費量 
（l/年） 

(e)= 
(a)x(b)x(c)x(d) 

年間燃料費 
（USD/年） 

(f)= 
(e)x1.49USD/l 

1 排水ポンプ車 224 2 200 0.053 4,749 7,076 
2 ダンプトラック 246 4 350 0.043 14,809 22,066 

3 油圧ショベルロングア
ーム 60 3 900 0.153 24,786 36,931 

4 油圧ショベル 104 3 900 0.153 42,962 64,014 
5 油圧ショベル 小型 40 4 900 0.153 22,032 32,828 
6 ブルドーザー 20 トン 171 1 700 0.153 13,923 20,745 
7 ブルドーザー 10 トン 130 1 700 0.153 8,354 12,447 
8 ホイールローダー 117 1 350 0.153 6,265 9,335 
9 モーターグレーダー 115 1 350 0.108 4,347 6,477 

10 振動ローラー 103 1 350 0.160 5,768 8,594 
11 建機運搬トレーラー 235 2 350 0.075 12,338 18,383 
12 建機運搬車（セルフ型） 235 2 350 0.075 12,338 18,383 
13 移動工作車 272 1 350 0.043 4,094 6,099 

 合計           263,379 
注）積算条件 
1. 燃料消費率は「建設機械等損料表」による。 
2. ディーゼル燃料価格：1.49 US$/lit 
3．油脂費：燃料価格の 1％ 
4．為替交換レート：US$1.00=135.24 円 
出所：準備調査団 

本プロジェクトにより調達する機材を東ティモール側が効率的に運用していくためには、東テ

ィモール側は効率的な運営・維持管理計画に基づき必要な予算措置を行い、適切に維持管理を行

う必要がある。本プロジェクト調達機材の標準的な年間維持管理費は、表 3.11 に示すとおり約

15.30 百万円と試算される。 
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表 3.11 本プロジェクト調達機材の年間維持管理費 

No. 機材名 標準使用 
年数 台数 

機材本体 
価格 

(千円) 
維持修理
費率 (%) 

１台当り年
間維持修理

費 
(千円) 

年間維持修
理費計 
(千円) 

    a b c d e=cxd/a f=exb 
1 排水ポンプ車 11.7 2 － － 1,487 2,974 
2 ダンプトラック 9.7 4 － － 418 1,672 
3 油圧ショベル ロングアーム 9 3 － － 814 2,442 
4 油圧ショベル 9 3 － － 704 2,112 
5 油圧ショベル 小型 9 4 － － 262 1,048 
6 ブルドーザー 20 トン 10 1 － － 299 299 
7 ブルドーザー 10 トン 10 1 － － 185 185 
8 ホイールローダー 11.5 1 － － 928 928 
9 モーターグレーダー 13.5 1 － － 495 495 

10 振動ローラー 11.4 1 － － 528 528 
11 建機運搬トレーラー 11.5 2 － － 572 1,144 
12 建機運搬車（セルフ型） 11.5 2 － － 404 808 
13 移動工作車 12 1 － － 663 663 

       合計 15,298 
注）積算条件 
1. 標準使用年数および維持修理比率は「建設機械等損料表」による。 
2. 機材本体価格は見積採用価格とする。 
3．為替交換レート：1 米ドル=135.24 円 
出所：準備調査団 

本プロジェクトにて供与される機材の維持修理費は、導入初期は比較的少額であるが後年にな

るにつれて必要額が増加することが見込まれる。そこで、より実態を踏まえた検討を行うべく、

経年での維持修理費の推移を示したものが表 3.12 である。導入直後を機材費の約 1%、10 年目に

は機材費の約 5%の維持費が発生すると想定し、本機材供与後、現在の維持管理費に追加的に必

要となる各年の機材維持修理費（本事業により整備される機材向け）を IGE に提示した。 

なお、2022 年の車両･建機維持費は 502 千 USD（約 67.9 百万円）だが、今後は同金額に下記の

維持管理費が追加で必要となる試算であり、2025 年には 38 千 USD（2022 年比約 8%相当増）、

2034 年には 190 千 USD（2022 年比約 38%相当増）となる。これら増額については、機材の耐用

年数を考慮した中長期的な機材保有・処分計画の影響も受けるため、増額割合はもう少し小さく

なる想定であること、また、過去に要求した維持修理費についてはほぼ満額の予算配分を受けて

いることに鑑み、IGE の維持修理費の確保については大きな問題はないと判断できる。なお、こ

の維持修理費の確保については、IGE と文書で合意し、必要予算の配分に関して財務省、公共事

業大臣にも説明の上、了解を得ている。 

表 3.12 年間維持修理費の推移（想定） 
（単位：千 USD） 

  
1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 7 年目 8 年目 9 年目 10 年目 
2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 

年間維持修理費 38 54 71 88 105 122 139 156 173 190 

出所：準備調査団 
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第 4章 プロジェクトの評価 

4-1 プロジェクト実施のための前提条件 

 本プロジェクトの事業実施にあたっては、東ティモール側による以下の負担事項が確実に行わ

れることが前提条件となる。 

・  本プロジェクトによる輸入資機材の免税、通関手続き及び速やかな国内輸送のための措置  

・  日本の無償資金協力により調達される機材・サービスに対し東ティモール内で課される内国

税及びその他税金の負担  

・  本プロジェクトに従事する日本人が東ティモールへ入国及び滞在するために必要な法的措

置 

・  本プロジェクト調達機材の適切な運用及び維持管理  

・  本プロジェクト実施上必要となる経費のうち、日本側負担によるもの以外の所要経費の負担 

・  本プロジェクトに関し日本に開設する銀行口座の手数料の負担 

4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

 本プロジェクトの全体計画を達成するために東ティモール側が投入（負担）すべき事項は以下

の通りである。 
・ 本プロジェクト調達予定機材のヘラの新 IGE 本部における駐機場（用地：1,200m2）、整備場、

スペアパーツ用倉庫等の確保、及び同用地の約 2m の嵩上げによる既往最大洪水への対策 
・ 東ティモールの港での迅速な荷下ろしと通関及び国内輸送への支援 
・ 本プロジェクトにおける運用指導及びソフトコンポーネント活動（技術指導）実施のために

東ティモール側が負担すべき予算、人員、資機材等の投入 
・ 機材及び役務の提供に関連して、日本人や第三国の人の入国及び業務遂行のための滞在に必

要な便宜供与 
・ 契約に基づく各作業（出荷、引渡し、設置、操作訓練等）終了後のプロジェクト・モニタリ

ング・レポートの提出 
・ 本プロジェクトの完了報告書の提出 
・ 本プロジェクトの実施に従事する者の安全確保 
・ 本プロジェクト実施場所の保安・安全確保のための必要な措置 
・ 雨季前の防災訓練など緊急時訓練の実施、機材の運用に係る関係機関との連携・調整 
・ 機材の維持管理及び有効活用のための維持管理費の確保、運用・保守体制の構築、定期点検・

定期修理の実施 

4-3 外部条件 

 本プロジェクトの効果を発現・持続するための外部条件は下記の通りである。 

・ 東ティモールの政情・治安が大幅に悪化しないこと。 
・ 政府組織体制が大きく変更されないこと。 
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4-4 プロジェクトの評価 

4-4-1 妥当性 

 我が国は、「対東ティモール民主共和国 国別開発協力方針（平成 29 年 5 月）」において、同国

の『持続可能な国家開発の基盤づくり』を支援するとしており、重点分野の一つとして「経済社

会基盤(インフラ)の整備・改善」を掲げている。本プロジェクトは同重点分野に合致するものであ

り、我が国の東ティモール支援の方針との整合性が高い。さらに、「維持管理への支援を含む質の

高いインフラ整備に資する支援を重点的に行う」としており、ソフトコンポーネントを通じた、

河道や排水路の維持管理技術の指導は、同国における河川インフラの維持管理における技術の向

上、人材育成に資するものである。 

 また、JICA は「東ティモール国ディリ洪水対策情報収集・確認調査」を実施し、ディリを含む

首都圏の災害リスク削減のためのインフラ整備事業を提案している。しかしながら洪水対策事業

等の実施には、数年から十数年の期間を要することから、災害復旧に資する建設機材の更新・整

備、並びにソフトコンポーネントによる災害時応急対応体制の改善を図ることは妥当性が高い。 

 さらに、Caicoli 地区、大統領府周辺といった行政機能が集中する地区の浸水は、行政サービス

の停止や、経済活動への影響など社会経済的な損失は計り知れない。排水ポンプ車の配備による

浸水被害の防止・軽減は、行政サービスや経済活動への影響の軽減に有効である。以上から本プ

ロジェクトの妥当性は高いと判断される。 

4-4-2 有効性 

(1) 定量的効果 

 本プロジェクトにおいて、機材が更新・整備された際の定量的効果を表 4.1 に示す。 

 IGE は、年次報告書において年間に施工した工事延長を道路整備、河道整備などの工事種別に

記録している。本プロジェクトによる建設機材の更新・整備によって施工延長の増加が期待でき

る。施工延長は、災害の有無、被災の程度により増減すると考えられるため、基準値、目標値共

に 3 年間の平均値を IGE の年次報告から調査し基準値、目標値とする。但し、2021 年 4 月洪水

は、200 年確率に迫る大規模な洪水であったため、道路、河道共に施工延長が顕著に増えている

ため除外して、基準値は 2019 年と 2020 年の 2 年間の平均を適用した。 

表 4.1 定量的効果指標 

指標名 基準値 
(2019-2020 実績値) 

目標値 
【事業完成 3 年後】 

災害リスク削減及び復旧のための道
路整備延長距離（km/年） 68 92 

3 年平均 (2025-2027) 
災害リスク削減及び復旧のための河
道、排水路の維持管理（km/年） 21 28 

3 年平均 (2025-2027) 
  注) 2022 年に自国予算で調達した建設機械及び本プロジェクトにより更新・整備される建設機械によって、現

状の稼働可能機材に比べて約 35%の作業能力向上が期待できる。このうち本プロジェクトにより更新・整

備される機材による寄与は約 20%であることから道路整備で約 14km、河道、排水路整備で約 4km の施工

延長の増加が期待できる。 
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(2) 定性効果 

 本プロジェクトにおいて建設機械の更新・整備が実現した際の定性効果を以下に示す。 

 1) 土砂の掘削･除去による河川の氾濫による災害リスクの削減 

 本プロジェクトにより整備される建設機材を用いて、IGE、DRBFC、BTL が連携して平時に適

切な河道や排水路の整備を行うことにより、河川や排水路の通水能力が高まり、中小規模の洪水

では氾濫しにくくなり、災害リスクの削減につながることが期待できる 

 2) 内水氾濫の常襲地域における浸水被害の防止・軽減 

 本プロジェクトにより整備される排水ポンプ車を、大統領府周辺やカイコリ地区等の内水氾濫

が予想される地区に早めに配備することにより、同地区等の浸水被害の防止・軽減につながるこ

とが期待できる。 

 3) 被災地域の社会・経済活動の継続及び被災後の迅速な回復 

 本プロジェクトにより整備される建設機材や排水ポンプ車の活用により、交通途絶、洪水氾濫、

内水氾濫による行政サービスや社会・経済活動への影響を防止或いは軽減できる可能性があり、

更に被災後の迅速な経済回復につなげられることが期待される。 
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資料-1 調査団員・氏名 

  



 

A1-2 

【資料】 

資料-1 調査団員・氏名 

本調査の調査団員・氏名は下表に示すとおりである。 

  第 1次現地調査 

氏 名 担 当 所 属 

平野 潤一 団長 
独立行政法人国際協力機構 
地球環境部防災グループ 

前原 規利 業務主任者／災害復旧・防災計画１ いであ(株) 
岡田 裕毅 副業務主任者／災害復旧・防災計画 2 いであ(株) 
齋藤 慎英 機材計画 1／運用・維持管理計画 1 (株)アンジェロセック 
遠藤 賢一 機材計画 2／運用・維持管理計画 2 (株)アンジェロセック 
山口 智己 調達計画/積算 (株)アンジェロセック 
小宮 雅嗣 組織調整 いであ(株) 

 
  第 2次現地調査 

氏 名 担 当 所 属 

平野 潤一 団長 
独立行政法人国際協力機構 
地球環境部防災グループ 

前原 規利 業務主任者／災害復旧・防災計画１ いであ(株) 
岡田 裕毅 副業務主任者／災害復旧・防災計画 2 いであ(株) 
齋藤 慎英 機材計画 1／運用・維持管理計画 1 (株)アンジェロセック 
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資料-2 調査行程 

本調査の調査行程を下表に示す。 

第一次現地調査行程 

日 
程 

月日 
(2022) 曜日 

官側調査団 
団長 

平野潤一 

業務主任者／災
害復旧・防災計画

1 
前原規利 

副業務主任者
／災害復旧・防

災計画２ 
岡田裕毅 

機材計画１／運
用・維持管理計

画１ 
齋藤慎英 

機材計画２／
運用・維持管

理計画２ 
遠藤賢一 

調達計画/積
算 
 

山口智己 

組織調整 
 
 

小宮雅嗣 

1 5/8 日  
移動： JAL723 
NRT(11:20) - 
KUL(17:45) 

ｲﾝﾌﾗ準備調査 移動： JAL723 NRT(11:20) - KUL(17:45) ｲﾝﾌﾗ準備調査 

2 5/9 月  

移動：Citilink 
QG8520 便 KUL 
(06:00)～DIL 

(11:30) 
JICA 事務所表

敬・協議 

 

移動：Citilink QG8520 便 KUL (06:00)～
DIL(11:30) 
 
JICA 事務所表敬・協議 

 

3 5/10 火  
IGE 及び SEPC 
ICR 説明、・協議 

 IGE 及び SEPC ICR 説明・協議  

4 5/11 水  
BTL ICR 説明・協

議、ヘラ新 IGE 本

部サイト調査 
 

BTL ICR 説明・協議、ヘラ新 IGE 本部サイト

調査 
 

5 5/12 木  
IGE 情報収集・整

理 
 

IGE 情報収集・

整理 

IGE バウカウ拠点調査（マナ

トゥト泊） 
 

 

6 5/13 金  
外務協力省表

敬、国民保護府

ICR 説明・協議 
 

外務協力省表

敬、国民保護府

ICR 説明・協議 
IGE ナタルボラ拠点調査  

7 5/14 土  収集資料整理  収集資料整理  

8 5/15 日  
追加資料収集、

収集資料整理 
 追加資料収集、収集資料整理  

9 5/16 月  

JDRAC との協

議、 
DRBFC ICR 説

明・協議 

 
JDRAC との協

議、DRBFC 
ICR 説明・協議 

IGE マリアナ拠点調査  

10 5/17 火 
移動： JAL723 
NRT(11:20) - 
KUL(17:45) 

IGE との MOU 協

議 
SEPC との MOU
協議 

 
IGE との MOU
協議、SEPC と

の MOU 協議 
IGE 調査 

市場調査、

調達事情調

査 
 

11 5/18 水 

移動：Citilink 
QG8520 便 
KUL(06:00)～
DIL(11:30) 
JICA 進捗協議 

IGE の情報収集、 
JICA 進捗報告 

 
IGE の情報収集 
JICA 進捗報告 

 

12 5/19 木 
SEPC、IGE との防災機材の運用にか

かる MOU 協議 
 

SEPC、IGE との防

災機材の運用に

かかる MOU 協議 

IGE との協

議、情報収集 
同上  

13 5/20 金 ヘラ新 IGE 本部サイト、資料整理 

14 5/21 土 コモロ川及びディリ排水状況調査、資料整理 

15 5/22 日 資料収集、収集資料整理 

16 5/23 月 IGE と協議、財務省と協議 ディーラー、修理工場調査 
IGE と協議、財

務省と協議 

17 5/24 火 公共事業省にて IGE とのミニッツ協議・締結 IGE との協議・情報収集 
市場調査、

調達事情調

査 

IGE とミニッツ協

議・締結 

18 5/25 水 Manleuana 川における IGE の河道整備工事視察、 IGE との協議、情報収集 市場調査、 UNTL Dr.ベンジ



 

A2-3 

日 
程 

月日 
(2022) 曜日 

官側調査団 
団長 

平野潤一 

業務主任者／災
害復旧・防災計画

1 
前原規利 

副業務主任者
／災害復旧・防

災計画２ 
岡田裕毅 

機材計画１／運
用・維持管理計

画１ 
齋藤慎英 

機材計画２／
運用・維持管

理計画２ 
遠藤賢一 

調達計画/積
算 
 

山口智己 

組織調整 
 
 

小宮雅嗣 

UNTL Dr.ベンジャミン、DRBFC Mr. Vitar との東ティモ

ールの洪水問題にかかる意見交換 
調達事情調

査 
ャミン、DRBFC 
Mr. Vitar との東

ティモールの洪

水問題にかかる

意見交換 

19 5/26 木 

移動：Timor 
Airways QG8521 
DIL(13:30) -
KUL(16:30) 

DRBFC との協議、情報収集 BTL との協議 同上 同上 
DRBFC との協

議、情報収集 

20 5/27 金 移動：KUL～NRT DRBFC との協議 
IGE との協議、

情報収集 
機材仕様書

案作成 
同上 

DRBFC との協

議 

21 5/28 土  追加資料収集、現地調査結果概要報告書、機材仕様案作成 

22 5/29 日  同 上 

23 5/30 月  
MPW 及び関係との洪水対策にか

かる意見交換 
IGE との協議、

情報収集 
機材仕様書

案作成 
市場調査、調

達事情調査 

MPW 及び関係

との洪水対策に

かかる意見交換 

24 5/31 火  IGE 追加情報収集、現地調査結果概要報告書、機材仕様案作成 

25 6/1 水  IGE 追加情報収集、現地調査結果概要報告書、機材仕様案作成、PCR 検査 

26 6/2 木  JICA 事務所報告、PCR 検査及び結果受領 

27 6/3 金  移動：Timor Airways QG8510 DIL(13:30)-KUL(16:30) 

28 6/4 土  移動：JAL724 KUL(6/3 22:50)～NRT(07:05) 

 

 

第二次現地調査行程 

日 
程 

月日 
(2022) 曜日 

官側調査団 
団長 

平野潤一 

業務主任者／災害復旧・
防災計画 
前原規利 

副業務主任者／災害復
旧・防災計画２ 

岡田裕毅 

機材計画１／運用・維持
管理計画１ 
齋藤慎英 

1 8/17 水 コンサルタント調査団と同じ 移動：NRT - KUL 

2 8/18 木 同上 
移動：Malindo Air OD8213 KUL(02:15) - DIL(07:30) 
IGE 表敬・ドラフトレポート説明・協議、ミニッツ案協議 

3 8/19 金 同上 IGE ミニッツ案協議 

4 8/20 土 同上 ヘラの IGE 新本部予定地視察、資料整理 

5 8/21 日 同上 ミニッツ案更新、資料整理 

6 8/22 月 同上 IGE とのミニッツ案協議・締結、EOJ 報告、JICA 報告 

7 8/23 火 
移動: QZ959 DIL(10:35)-
DPS(11:35) 
デンパサール-東京 

IGE、BTL 追加情報収集、協議 

8 8/24 水 東京着 DRBFC との協議、情報整理 

9 8/25 木   
DRBFC、BTL 追加情報

収集、協議 

10 8/26 金   

移動: QZ959 
DIL(10:00)-DPS(11:00) 
TG432 DPS(16:55)-
BGK(20:05) 
TG682 BGK(22:45)- 

11 8/27 土   -HND(06:55) 
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資料-3 相手国関係者リスト 
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資料-3 相手国関係者リスト 

 相手国関係者リストを下に示す。 
相手国関係者リスト 

所属及び氏名 職位 
財務省 (Ministry of Finance, MOF） 

Mr. Francisco Alves Director General of External Resources 
Mobilization and Management 

Mr. Elson Martinho da Costa National Director for Grant 
  
外務協力省（Ministry of Foreign Affairs and Cooperation, MNEC） 

Mr.Marcos dos Reis da Costa National Director under National Directorate for 
West, Central, South and Far-East Asia 

Mr.Hernani Magno Program Officer under National Directorate for 
West, Central, South and Far-East 

  
公共事業省（Ministry of Public Works） 
H.E. Dr. Abel da Silva Pires Minister of Public Works 
Mr. Nicolau Lino Freitas Belo  Vice Minister of Public Works 
Mr. Rui Hernani F. Guterres Director General of Public Works 
  
公共事業省建設機械管理公社（Ministry of Public Works, Institute of Equipment Management, IGE） 
Ms. Ermenegilda da C. Laurentina President 
Mr. Jose D. de Oliveira Vogal 
Mr. Abrao Pereira Vogal 
Mr. Puintiliano A. Belo Executive Director 
  
公共事業省道路・橋梁・治水局（Ministry of Public Works, National Directorate of Road, Bridge and 
Flood Control, MPW DRBFC） 
Mr. Milton Ramanata Monteiro National Director 
Mr. Nene Lobato Former National Director 
Mr. Vital Nai Quei Pereira Araujo Coordinator of Adhoc unit 
  
公共事業省東ティモール水道公社 (Ministry of Public Works, Bee Timor Leste, MPW BTL) 
Mr. Carlos Peloi dos Reis President 
Mr. Gustavo Da Cruz Vice President 
Mr. Joao Piedade Braz National Director 
  
内務省国民保護庁 (Civil Protection Authority, Ministry of Interior)  
Mr. Ismael da Costa Babo President 
Mr. Agostinho Cosme Belo National Director 
Mr. Martinho Fatima Chief NDOC 
Mr. Neil Doherty Advisor 
  
東ティモール国立大学工学部（National University Timor Lorosae, UNTL） 
Dr. Benjamim de Oliveira Hopffer Rego Silveira 
Martins Professor 

  
在東ティモール日本国大使館  
杵渕正巳氏 特命全権大使 
山田和美氏 参事官 
滝美紗都氏 二等書記官 
佐々木大心氏 三等書記官 
  
特定非営利活動法人日本地雷処理・復興支援センター (JDRAC) 
吉森 悠氏 東ティモール事務所 現地代表 
小御門千絵氏 東ティモール事務所 現地事業補佐 
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所属及び氏名 職位 
飯田 進氏 東ティモール事務所 主任教官 
河本 和秀氏 東ティモール事務所 副教官 
  
JICA 東ティモール事務所  
後藤 光氏 事務所長 
横堀 慎二氏 所員 
氏家 慶介氏 所員 
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Minutes of Discussions

on the Preparatory Survey for the Project for Enhancement of Equipment for
Disaster Recovery and Risk Reduction in Timor-Leste

Based on the several preliminary discussions between the Government of the

Democratic Republic of Timor-Leste(hereinafter referred to as "Timor-Leste") and Japan

Intemational Cooperation Agency (hereinafter referred to as "JICA") Timor-Leste Office,

JICA dispatched the Preparatory Survey Team for the Outline Design (hereinafter referred

to as'1he Team") ofthe Project for Enhancement of Equipment for Disaster Recovery

and Risk Reduction in Timor-Leste (hereinafter referred to as "the Project") to Timor-

Leste. The Team held a series of discussions with the officials of the Government of
Timor-Leste and conducted a field survey. ln the course of the discussions, both sides

have confirmed the main items described in the attached sheets.

D■,:May 24th,2022

´

t′

7 勾 ノ'日

Mr. HIRANO Junichi

Leader

Preparatory Survey Team

Japan Intemational Cooperation Agency

Japan

Ms. Ermenegilda Da Costa Laurentina

President

Equipment Management Institute

Ministry of Public Works

Timor-Leste

Witness

Dr. Abel Pires da Silv4 ST, MIT, PhD

Minister

Ministry of Public Works

Timor-Leste



ATTACIIIIENT

1.Ob」 C∝lVe Ofthe PrO」 e∝

The Obemve Ofthe PrOり e∝ is tO strengthen disastcr nsk rcductiOn and recovew

capabil五es by"g“ing cOstru磁on equlpme■ おrЮ調,nvcr and draimge

maintnance and,theКby conttibuting to b工 ldhg a dsaster‐rcsi■ant society in

Tll■ or‐Lester

2. Title of the Preparatory Survey

The Team and the Equipment Management Institute (Instituto de Gestio de

Equipamentos hereinafter referred to as "IGE") (hereinafter referred to as "the Both

sides") agreed to change the title of the Preparatory Survey as "the Preparatory

Survey for the Project for Enhancement of Equipment for Disaster Risk Reduction

and Recovery in Timor-Leste" and necessary procedures will be implemented in the

future.

3.Pnects“
The BOth sides cOnimledthatthe sit ofthe Proり e∝ isinDlll whchisshowninAmcx

l.

4. Responsible authority for the Project

The Both sides confirmed the authority responsible for the Project is as follows:

4-1. IGE will be the executing agency for the Project (hereina.fter referred to as "the

Executing Agency''). The Executing Agency shall coordinate with all the relevant

authorities to ensure smooth implementation of the Proiect and ensure that the

undertakings for the Project shall be managed by relevant authorities properly and

on time. The organization charts are shown in Amex 2.

4-2. The line ministry of the Executing Agency is the Ministry of Public Works. The

Ministry of Public Works shall be responsible for supervising the Executing

Agency on behalf of the Govemment of Timor-Leste.

メ レ
ィ′υ

5. Items requested by the Govemment of Timor-Leste

5-1. As a result of discussions, both sides confrmed that the items requested by the

Government of Timor-Leste are as follows:

- Drainage pump truck

- Dump truck

- Hydraulic excavator

- Bulldozer

2- :_€ fi



- Wheel loader

- Motor grader

- Vibration roller

- Heavy equipment transport trailer

- Heavy equipment carrier

- Tank lorry (dangerous goods)

- Mobile repair vehicle

- Spare parts for heavy machinery and vehicles and storage container

5-2. JICA will assess the feasibility of the above requested items through the survey

and will report the findings to the Govemment of Japan. The final scope of the

Project will be decided by the Govemment of Japan.

5-3. The Govemment ofTimor-Leste shall submit an official request to the Government

of Japan through a diplomatic channel before the appraisal ofthe Proiect, which is

scheduled in September, 2022.

6. Procedures and Basic Principles of Japanese Grant

6-1. The Timor-Leste side agreed that the procedures and basic principles of Japanese

Grant (hereinafter referred to as "the Grant") as described in Annex 3 shall be

applied to the Project.

As for the monitoring of the implementation of the Project, JICA requires Timor-

Leste side to submit the Project Monitoring Report, the form of which is attached

as Annex 4.

6-2. The Timor-Leste side agreed to take the necessary measures, as described in Annex

5, for smooth implementation of the Project. The contents of the Annex 5 will be

elaborated and refined during the Preparatory Survey and be agreed in the mission

dispatched for explanation ofthe Draft Preparatory Survey Report.

The contents of Annex 5 will be updated as the Preparatory Survey progresses,

and eventually, will be used as an attachment to the Grant Agteement.

7. Schedule ofthe Suwey

7-1. The Team will proceed with further survey in Timor-Leste until beginning of Jme

2022.

7-2. An ofiicial request to the Govemment of Japan will be submitted before September

2022.

7-3. JICA will prepare a draft Preparatory Suwey Report in English and dispatch a

mission to Timor-Leste in order to explain its contents around September 2022.

7-4. \f the contents of the draft Preparatory Suwey Report are accepted and the

undertakings for the Project are frrlly agreed by the Timor-Leste side, JICA will

3
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■■alzethe Prepamtow S‐veyReportand scnd iわ Timor‐ Lcste arowld February

2023.

7‐5.T“ あove sc“ dde isten面veandsttedm chmga

8. Environmental and Social Considerations

8-1. The Timor-lrste side confirmed to give due environmental and social

considerations before and during implementation, and after completion of the

Project, in accordance with the JICA Guidelines for Environmental and Social

Considerations (April 20 l0).

8-2. The Project is categorized as 'C" from the following considerations:

Not located in a sensitive area, nor has it sensitive characteristics, nor falls it inlo

sensitive sectors under the Guidelines, and its potential adverse impacts on the

environment are not likely to be significant.

9. Other Relevant Issues

9-l Gender Mainstreaming

The Both sides confirmed that following gender elements shall be duly reflected
in the scope ofPreparatory Survey.

(a) Collection of information and gender disaggregated data for assessment of
gender needs.

(b) Examination of gender-responsive measures based on the assessmen! such as:

r' Selection of equipment that reflects gender-specific needs and ensure

usability by women.
r' Implementation of soft-component activities that promote women's

empowerment.

9-2. Responsibility and Demarcation between IGE and Other Relevant Organization.

The Both sides confirmed responsibility and demarcation between IGE and

relevant organization in peace time and emergency time as Annex 6.

9-3. Memorandum of Understanding for Collaboration among BTL, DRBFC and IGE
BTL, DRBFC and IGE agreed and signed the memorandum of understanding to
utilize the Equipment Procured under Japan's Grant Aid Project for road, river and

drainage maintenance in both peace time and before/after disaster as Annex 7-1

andT-2.
94. Equipment Request System

The Both sides confirmed equipment request system as Annex 8 which is effective
in both peace time and during/after disaster. Relevant organization such as

Directorate of Road, Bridge and Flood Control (DRBfq of Ministry of Public

Works (MPW) and Bee Timor-Leste (BTL), MPW also agreed that IGE take

responsibility.for operation and maintenance of all the Equipment listed up in 5-i.

4
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9-5. Emergency Mobilization of the Equipment for Recovery Works in Disaster Period
The Team requested to mobilize the Equipment, including those rented to private
company, in order to carry out emergency recovery work in disaster period based

on request from DRBFC, BTL. IGE agreed on this emergency operation in
disaster period.

9-6. Location of the Equipment
IGE explained the location of heavy machinery will be new IGE Headquarters in
Hera. Due to the flood risk ofthe construction site in Hera, the Team requests that
the currently designed 2-meter embankment must be implemented with certainly
under IGE s responsibility not later than delivery ofthe Equipment (scheduled in
Apnl 2024) . IGE agreed to those cowrtermeasure for avoiding flooding of heavy
machinery at new IGE Headquarters in Hera. And also, the Team also requested,

aad IGE agreed to, the proper design and construction of spare parts storage and
maintenance areas.

In the case, the construction work is not completed in time, the IGE agreed to
secure the necessary site for the Equipment (approximately 1,200 m2), at the IGE
headquarters in Dili.

9-7. Maintenaace of the equipment

The Timor-Leste side shall be responsible for proper operation and maintenance of
the equipment provided under the Project. The Timor-Leste side shall be also

responsible for assigning technicians and administrative persons as well as

securing the budget for the maintenance.

The Team explains that approximately 3 o/o of total equipment cost is required for
maintenance cost every year and IGE agreed to secure those necessary budget in
annual budget for the Equipment.

5
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Amex I Project Site

Amex 2 Organization Chart

Annex 3 Japanese Grant

Amex 4 Project Monitoring Report (template)

Amex 5 Major Undertakings to be taken by the Govemment of Timor-Leste

Annex 6 Responsibility and demarcation between IGE and relevant organizations

Annex 7-1 Memorandum of Understanding between DRBFC and IGE

Amex 7-2 Memorandum of Understanding between BTL and IGE

Annex 8 Equipment request system among IGE, DRBFC and BTL



Annex I

r-Leste Country Location

Planned site lor
new IGE headquarters ih Hera

IGE Headquaders

Project Site
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Source:lhe N4inistry of Foreig n Atrai's webs ite and
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JAPANESE GRANT

Thc Japanese GmnI is on-rcimbursable fund pror.ided to a rccipicnl country (hereindter refered Io as "tlrc Recipient")

to purcluse 1lrc products and,/or sen'ices (engineeri[g scn,ices and tmnsportation of the producls. etc.) for its economic

and social developmem in accordarce with the rclevanl laws and regulalions ofJapan. Followings are the basic featu€s

ofthe projcct gmnts opemted by JICA (hereinafter refe[ed to as "Projcct Gmnts").

l. Proccdurcs of Pr0je{:t Grilnts

Project Gmrts are conducted through following procedures (See "PROCEDURES OF JAPANESE GRANI' for

details):

(1) Preparation

- T1rc Plcparalot), Sun. ey (hereinrltcr rEfe rd to as "the Sun,cy") conductcd b) JICA

(2) Appraisal

-Appnisal by thc govern enl of Japan (hereinafter referred lo as "GOJ") and JICA. and Approval by tlie

Japanese Cabirct

(3) Implemcntation

E\cbange ofNotes

-The Noles exchanged betlr;een the GOJ and the govermncrt of the Recipienl

Gmnt Agreemcnl (hercinaffer rcferEd to as ''the G/A')

-Agreement concluded betrveet JlCA and tlie Recipient

Banking Arralgcment (hercirafter refencd to as "the B/A")

-Opcning of bank account by the Recipient in a bank in Japan (hereinafter referrcd to as "tlrc Bank") to

rccci\ c the grant

Co struction Norks/procuremenl

-hnplementatior of tlie project (liereinafter referrcd to as "the Pro.ject") on the basis ofthe G/A

(J) Er-post Moruroring and E\ durtiol

-Monitoring and evaluation at post-implementation stage

2. PrcprratoN Sun.ey

( 1) Contents of thc Suncy

The ainr of the Sun e-v is to provide basic documerls ncccssary for the appraisal of the the Prciect made by lhe GOJ

and JICA. The contefts of tlrc Sun,c\, are as follows:

- Confinnatiou of thc backgtound. objectives. and benefits of the Prcjccl and also institutional capacity of

-4,\
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relevanl agencies ofthe Recipicnt necessary for the implernentation of the Project.

EYaluation of tlie feasibiiity of the Projcct to be irnplernented under the Japanese Grant ftom a techrrical,

financiztl, social and economic point of \.ie$,.

Codimation of items agrced bctrveen both parties conceming the basic concept oftlrc Project.

Preparation of an outline design of the Project.

Eslinution of costs of the Projecl.

Corfinnation of EnvironnenLtl and Social Considerations

The contents of the origrnal request by the Recipient are not necessaril], approved in thcir initial form. The Outlile

Design ofthe Proiect is confinned based on the guidelines of the Japanese Granl.

JICA requests the Recipient to take measures neccssary to achieve its self-reliance in the imple rentation of the Project

Suclt nteasutes must be guaranteed eren though they may fall outside of the jurisdiclion of tlre executing agency of the

Project. Thercfore" the conlents of tlrc Prqect arc codinned bjr all rclel,ant orgadzations of the Recipient based on the

Minutcs olDiscussions.

(2) Selecdon of Consultants

For slroo r implemeltation ofthe Surve],, JICA contracts wiur (a) consulting finn(s). llCA seleds (a) finn(s) based on

proposals srrbrnined bv intcrcsled [lmls.

(3) Result of dre Sun,e1.

JICA revi$vs the rcpofi or the results of the Surve-v and recommends tlre GOJ to appraise the implementalion of the

Project aier confimring the feasibility ofthe Pro;cct.

3. Blsic Principlcs of Projed Grants

(l) hnplelnentation Stage

1) Tlrc E/t{ and thc G/A

After the Proiect is apprcved by tlrc Cabinet of Japan" the Exchange of Notes (hereinafter refered 10 as "the E/Nr') will

be singed bel$,een the GOJ and the Govemmelt oftlrc Recipicnt to rnake a pledge for assistance, which is lollorved by

the conchsion of lhe G/Abetrveen JICA and the Recipient to define the necessary afiicles, in accordance rvith the E,$I,

to impl€mert the Project- such as conditiors of disbursemefi, rcsponsibilities of the Recipient, and procuement

conditions. The t€nus and conditions generally applicable to the Japanese Grant are stipulated in tle "General Terms

and Conditions for Japa esc Gmnt (January 2016)."



2) Banking Arrangements (B/A) (See ''Financial Flolv of iapanese Grant (A/P Type)" for details)

a) Tlrc Rccipient shall open an account or shall cause its dcsignaled aulhority to open al account under the name of

tlie Recipient in the Bank. in principle. JICA will disbune the Japanese Gmrt in Japanese yen for the Recipicnt to

cover dre obligations incurred by the Recipient under the \.erified contmcls.

b)Thc Japanese Gmnt will be disbursed when paymcnt rcquests are subnitted by the Bal]k to JICA under an

Aulhorizatior to Pay (ArP) issued by the Recipient.

3 ) Procurcment ProcedurE

The producls and./or sen'iccs necessary for tlrc implcnentation of the Project shall bc procured in accordarce with

JICAs ptocurerncnt guidelines as stipulated ln the G/A.

4) Selection of ConsulLlnts

In order to mainlain techical consistency. the consulting finn(s) whicli conducled 0re Sun ey r,r,ill be recornrnended by

JICA to the Rccipient 10 continue to \.vo& on the Project's implcmentation aAer the E,/}{ and G/A.

5) Eligiblc soulce country

In using tlre Japanese Grdnt disburscd bv JICA for tle purchase of products and/or senices- the eligible source

countries of such prcducts and/or serviccs slull be Japan and,/or the Recipient. The Japanese Gmnt mav be uscd for the

purchase of the producls and/or services of a third country as eligible. if necessary, takirg into accotrnt 0rc qualit_v-

compelitiveness and economic rationalio, of products and/or services necessarJ for achieving the objectiYe of thc

Projcct. Ho\vever the prime contmctors, namely, constructing and prccurcment fimrs- and tlre prime consulting [irm.

'ivhich erler inlo contracts with the Recipient, are limited to "Japanese natioruls", in principle.

6) Contmcts and Concurrence by JICA

The Recipient will conclnde contracts denominated in Japanese yen with Japanese nationals. Those contracts slu1l be

concured by JiCA in order to be verilied as eligible for using re Japanese GnnL

7) Modloring

The Recipient is requircd to lake their initiative to carefirlly morilor 1he progrcss of thc Pro.ject ln order lo ensure its

srnooth implcmentation as parl of thcir rcspolsibilit! ir lhe G/A, and to regutarll, rcpofl to JICA about its status b]-

using the Prcject Monitorirg Report (PMR).

8) Safetl'Measurcs

The Recipicnt must emurc 1hal lhc safer)* is ltghlv obscryed dudng ttre iurplcrncntation o[ the Project.

9) Conslruclion Qxalitv Control Meeting

Construction Quality Control Meeting (liercinafter referrcd to as the "Meeting') rvill bc held for quality assuftlnce and

smooth implementation ollhc Works at each stage ofthe Works. The mcrnber olthe Meetiru $,i11be composcd bl, the

任
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Rccipient (or cxecuting agency), the Consultant. thc Contractor and JICA. The funclions of the Meeting arc as

follorvings:

a) Slmring infonnalion on the objeclive. concept and conditions of design froln lhe Coftractor beforc stan o[

constructioII

b) Disc[ssing the issucs affcctiflg tlrc Works such as modification of the dcsigr. tcst. inspectiorl safet] cont.rol

and tlc Cliert's obligation. during ofconslructiol

(2) E\-pos1 Monitorirg and E\'alu:tlion Slagc

l) After tlrc project complctiorl JICA $ill conlime to kecp in close contact with the Recipied irl order to modtor tll,)t

the outputs of the Project is used and mailtained properly lo atlain ils expected outcornes.

2) In principle. JICA rvill co ducl ex-post evalualion ofthe Proiect after thrce.vears ftom tlrc completiou. It is required

lor the Recipient to furnish anr' nccessary infonnatior as J1CA mal rcasonabl.v request.

(3) Others

l) Envircrnculal and Social Considerations

The Recipicnt shall carcfullv consider enviromucntal and social impacts by the Pro1ect and must cornply rvilh the

envirorunertif regulations o[the Recipient and JICA Gnidcli cs for Environmental and Social Considentiom (April,

2010).

2) Ma.jor underrrlings to be taken b]' the Govcmlncnl o[ thc Rccipient

For thc smooth and proper impleme lalior of the Project. the Recipient is required to undertake necessary measures

including land acquisition, and bear zm advising conrnission of the A/P and pa:yment comnrissiom paid to thc Bank as

agreed with the GOJ a d/or JICA. The Governmenl of lhc Rccipient shall ensure tlut custorns duties, inlem.ll 1zl\es

and other fiscal levies rvhich ma1, be imposed in the Recipient rvith rcspecl to the purchase of the Prcducts and/or the

Services be exe pted or be bome b1.- its designated audlorit! rvithout using tlrc Gralt and its accrued interest. since

the grant fund comes ftom the Japanese ta\payers.

3) Mcasures to ensure more efncient implementatior oftlrc Grart

i) [n the event tli.lt the Exchangc ol Notes (E,O{) and the Gmnt Agreement (G/A) conceming a project camot be

signed by the end ofthe follo$'ing iapanese fisca1 year of the cabinet dccision concemed by the GOl, the authorities

concemed oflhe t$o Goverrunents $,i11 discuss the cancellation ofthe project.
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ii) In thc cvcnt that the period specified in the G/A. during lvhich the granl is available expircs before the

colnplction of thc disbursemefi, the authorities concemed of thc GOJ will thorougl y review re status. situation

and pe$pective of the implcme ation of tlre proiect concemed before e{e ding the said pedod. The authorities

concemed of tlrc t\,!o Govenxnenls will discuss the tenniMtior of ihe project iucluding a rcfrurd. udess thcrc arc

concrcte prospects for its completion.

iii) Regadless of lhe pcriod me tioled in 2) above, the authorilies conccmed ol the two Govennnents r,vill, in thc

evcnt that live l,ears have passed since the cabinel decision concemed by the GOJ beforc tlle comptetion of the

disbursement, e\cept as otherwise confinned bcllveen them. discuss tlrc tennimtion of a pro.ject including a rcfund-

ul:]less therc arc concrele proqrcls for its completion.

'l) Propr Use

The Recipierl is rcquircd to maintain and rxe properlv ard effectively the products ald/or sen,ices under the Project

(lncludlng the facilities constrxcted and the equipment purchased), to assigu staff necessary for this operation and

maintenance and Lo bear all the expenses other than those covered by thc Japanese Gmnt.

5) Expofl and Re-export

The products purchased under lhc Japanese Gmnt should not be exported or re-expoflcd frun the Recipient.

I
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Annex4
G/A NO.XXXXXXX

PMR PTepared on DD/MM/YY

Proiect Monitorinq Report
on

Proiect Name
Grant Agreement No. XXXXXXX

20XX.■lonlh

Organizational Information

General Information:

Signer of the G/A
(ltecipient)

Pcrson in Chargc 延≧亘 塑 atiQ:壼

Address
PI玉とК∠FAX

Executing
Agency

Pcrson in Chargc (Des lgn ationう

Acl cl ress
Phone FAX

Line Ministrw
Persorr in ChargC[2≦釜

=L三

1la tit■l主

ActIress
Pholo FAX

Project Title

VN
Signed date
Duration:

Signed date:
Duration:

Source of Finance Government of Japan: Not exceeding |PY
Covernment of

nnil

u
4-1

C0ntacts

En■ ail:

C0ntacts

Elllail:

ConIarts

Ema il:

G/A
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G/AN().XXXXXXX
PMR prepared on DT)/MM/YY

1i Project Description

1-l Project Objective

1-2 Project Rationale
- Higher-1evel objectives to which the project conLributes (nahona/ regiona/sectoral

policies and strate gies)

- Situation of the target groups to which the project addresses

L-3 Indicators for measurernent of "Effectiveness"

Quantitative indicators to measure the attainme nt of proiect oloiectives
Indicators Target (Yr )

Qualitative indicators to measure the attainment of proiect obiectives

2: Detalis of the Prolect

2-l Location
Components Original

(proposcd it thc outlinr dcsign)
Actual

e of the work2-2     Sco

).

Original*
(proposed in the outline design)

/ヽctllal*

(PAイR,

Reasons for modification of sco e if an

○口饂lml(Yr   )

Components
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G/A NO.XXXXXXX
PMR l)repared on DD/MM/YY

2‐3     11n lementation Schedule

Reasons for of the schedule, and their ef{ects on the eCt(lf

2-4 Obligations by the Recipient
2-4-1 Ptogtess of Specific Obligations

See Attachment 2.

2-tl-2 Activities
See Attachment 3.

2-4-3 Report on RD
See Attachment ll

2-5 Project Cost

2‐5 1 Costbome bythe Gunt(⊆ :⊆重圭ニニ■1■1」二1■e」EL≦曇」:聖[)

Note: 1) Date of estlmation:
2) Exchange rate: 1 US Dollar = Yen

2-5-2 Cost borne by the Recipient

瘤科
♂

Toは 1

__空壼生 _

4-3

(:)riginal

Items Qnoposed it the
outline desini

(at the time of siging
tlrc Grart Arreemett)

Actual

Components Cost
(lt'li11ion Yen)

Original
(proposd in thc outline dcsignl

Actual
([u cnse of am1

ltuli.licntiott)

Orisinaltt.rt
(proposcd itt
tltt otttlittc

dcsigtt)

Actual

Comporents Cost

(1′000 1aka)

Origind

φ″ομοS“
'′

″
`′

κα′r:ルκ″
“
ば″,

Actual

(加 (]′7S′ ti′″y
,′′ο″

`′

ε′チ′ο,,リ

Acrual
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(VA N()
PMlt prcparcd on DD/MM/YY

Note: 1) Date of estimahon:
2) Exchange rate: 1 US Dollar =

Reasons for the remarkable gaps between the original arrd actual cost, and the countermeasures
(if

2-6 Executing Agency
Organization's role, financiai position, capacity, cost recovery etc,
Organization Chart including the unit in charse of the implementation and number
of lo ees.

2-7 Environmental and Social Impacts
- The results of environmenta I rnonitoring based on Attachment 5 (in accordance with Schedule
4 of the Grant Agreement).
- The results of social monitoring based on in Attachment 5 (in accorelance witl-r Schedule 4 of

the Grant Agreernent).
- Disclosed hformation related to results of environmental and social monitoring to local

stakeholders (ll.henever applicable).

3: Operation and Maintenance (O&M)

3-1 Physical Arrangement
- Plan for O&M (number and skills of the staff in the responsible division or section,
availability of mimuals and guidelines, availability of spareparts, etc.)

Original (rt the time o.f outline design)

Actual (PA4R)

Budgetary Arrangement
- Required O&M cost and actual budget allocation for O&M

(P 4R)

Original (at the time of otrtlirc desigtt)

name:
role:
financial situation:
institutional and organlzational arrangement (organogram):
human resources (number and ability of staft):

Actual (P//R)
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G/A NO.XXXXXXX
PMR preparod on DD/14M/YY

Actual ρMR,

4: Potential Risks and Mitigation Measures

POtential riSkS WhiCh mり alfeCt the prOleCt implementatiOn′ atta■u■ent Of ObjeChVeS′

sustamab■ ity

Mligation llleasures cOrrespondll■ g to tlle potenial rlsks

Assessment of Potential Risks at the time o orLtline rlesi

掛

Potential Risks Assessment

P⊇.堕塾li笠:星igi/Moderate/Low
/ Moderate/ Low1ln act: Hi

Analvsis Of PrObabili笠二」 lttaCt:

Mitiga tion Measures:

Action re旦里red duri2gll■ e■■■1'lemeintatiOn Stage

Contingency Plan (if a pplicable)

1. (Descriprtion of Risk)

Probability: High/Moderate/ Lou,
1ln / Moderate/ Lowct: H
Analysis of Probability and lmpact:

Mitisation Measures:

Action requlred dtlri1lg t119 111■Plementation stage:

Contingencv Plan (if a pplicable)

2. (Description of Risk)

Probabili :星二h/Modslite/Low
Impact: / Moderate/ Low
Analysis of Probability and Lnpact

イヽitigiLon.MeasuI旦つ

Action required during d.re implententation stage

3. (Desuiption of Risk)

4-5
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G/A NO. XXXXXXX
PMR prepared on DDIt\ilMAfY

Contingency Pian (if applicable):

Actual Situation and Countermeasures
(PMR)

5-1 Overall evaluation

Please describe our overall evaluation on the ect.

5-2 Lessons Learnt and Recommendations
Please raise alry lessons leamed from the proiect experience, which might be valuable for the
future assistance or similar type of prolects, as well as any recommendations, which rnight be
beneficial for better realization of the ect effecL ct and assurance of sustaina

5-3 Monitoring Plan of the Indicators for Post-Evaluation
Please describe monitoring methods, sectlon(s)/depattment(s) tn charge of monitorrn&

, the term to monitor the indicators sti ted in l-3.

.+-6

5: Evaluation and Monitoring Plan (after the work completion)



G/A NO.XXXXXXX
PMR prepared on DD/MM/YY

Attacl'lnlent

1. Prolect Location Map
2. Specific obligations of the Recipient which will not be funded with the Crant
3. Monthly Report submitted by tl're Consultant
Appendix - Photocopy of Contractor's Progress Report (if any)

- Consultant Member List
- Contractor's Main Staff List

4. Check list for the Contract (including Record of Amendment of the Contract/Agreement ard
Schedule of Payment)

5. Environmental Monitoring Form / Social Monitoring Form
6. Monitoring sheet on price of specified materials (Quarterly)
7. Report on Proportion of Procurement (Recipient Country, Japan and Third Countries) (PMR

(fina1)only)
8. Pictures (by JPEG style by CD-R) (PMR (fina1)orily)
9. Equipn-rent List (PMR (final )only)
10. Drawing (PMR (final )only)
11. Report on RD (After project)

」
ム、】

4‐ 7



｝
　
出
目
〓
」”
｝
Ｏ
Ｏ
●
針
〓
ｏ
日
‘
（Ｏ
ｏ
日
”
】
日
ｏ
ｅ

ン
「
ｏ
目
」オ
）】
」●
∝

，
Ｆ
ｏ
●
一
ｏ
●

】）】ユ
Ｏ
ｏ
ｏ
一
■
】）ｏ
ｏ
Ｌ
」
ｏ
（″
Ｈ●
ヽ
一
つ
】
い
ｏ
】
り

じ て
― ↓ヽう tl、し

一
一Ｏ
Ｓ
Ｐ　
Ｏ

一
一
０
●
】
ト

一
一つ
５
一〕
“

』
（
ｏ
【
う

に

一
一
ｏ
●
〕

］

●
●
（

● ●

● ●

●

い
・　
｝
いＯ
●
」（●
」い●
¨
ｏ
い
一Ｆ
Ｏ
〔
】口
」″
［）弓いｏ
ｏ
Ｏ
い
∽
「
ｏ
●
いい
ｏ
供
ツ
いヽ
針●
】
」“
Ｐ，

（じ

〓
ｏ
多
Ｏ
（一
〇
ヽ
〓
ｏ
Ｌ
ざ
■
●
¨
一
●
●

（Ｎ
）

脚
９

■

け
ｏ
「
争

ｏ
一ｇ

Ｏ
●
〓
０
■
●
”
∽
１

く
ｏ
К
Ｏ
●

Ｃ
●
〓

『
〓
８

♂
●
２

０
デ

考

８

■

ｏ
ヽ
ヨ

“
一
ｏ
Ｌ
ヽ
］
り

::,1 ●ヽ l、

」
８
ヨ

い

一８
ヨ

ト

一零
ヨ

¨

」
８
日

Ｎ

一
一
ｏ
「
〕

一

に
ゴ
＾
一

・
一
）
肇
〓
）
●
一
す

，

」
（
〓

¨

Ｃ
）
∽
●
〓
ヨ
“
］，マ
ｃ
一〓
）
■
ｏ
・
り

，
一ｏ
●
１
〓
ｒ
Ｏ
ｏ
●
●
ヽ
ｏ
５
」
（〓

ｏ
ｏ
ｏ
う
“
′
“
」
望
）

＞
■
一

，
ｏ
テ
】
い
０
日
一

い

¨

〓

＾
〓
』

，

ｃ
一
“
●
●
●
〓
〓
●
一

ン
オ
〓
●
〓
ヽ

一′

〓
二

〓
」
一
イ
Ｃ
〓
〓
〓
●

＞

〓
ン
一̈一
″
一　
Ｃ
〓
´
一一

「
■
■

　́

ネ́
一

〓

Ｆ

〓
■
〓
２
■

τ
■
３

■
＝
＞
Ｘ
一̈

C

〓
（１

・■

ゴ

〓

，

■

一ゴ

３
τ

E

■
＝
（
一
十

一
）

Ｃ
「

〓
ユ

一―

こ

「

一
●
●

●

●
●
（

〓
ｏ
「
り́
●
二
′
〓
つ
ｏ
こ
オ
・^
一
″
オ
〓
●
〓
〓
ニ
エ

一

′

一

贔
）
Ｅ
Ｃ
コ
ニ
メ
」
０
｝
「

一Ｆ
一

０
■
ｏ
２
●
に
０
３

ヽ
一
サ

い
一
〓

０
一
コ



刀

ｏ

Ｏ
ｏ

「
一
ｏ
つ

「

「
ｏ
Ｏ
ｏ
２

一〇

う

ｏ
「

「

「
０
０
Ｃ
「
ｏ
一３

Φ
つ
一
（
刀

ｏ
ｏ
一０

一〇
⊃
一

〇

〇
Ｃ
つ
〓

く
・
」
ｏ
Ｏ
ω

Ｄ

ω
つ
０

「

，
一「
Ｑ

Ｏ

ｏ
Ｃ
Ｄ
一
ュ
ｏ

∽
）

（
Ｐヽ
ｏ
一
Ｃ
ω

一
ｍ

Ｘ
ｏ
ｏ
つ
０

〓
Ｃ
ヽ
Φ

σ
く

Ｏ

ｏ
つ
∽
守

Ｃ
ｏ
」
ｏ
つ

ｏ
つ
Ｑ

一ｍ
ｏ
Ｃ

一ｏ
つ
つ
ｏ
Ｄ
一
ｏ
ω
ｏ
コ
）

＞
〓
ヽ
ｏ
Ｆ
〓
●
●
一
「

1

「
Ｏ
ご

一

∪
ｏ
一
お
●
営
邑

∽
〓
Ｏ
ｏ

，
一
∽
」ｏ
・
の
ｏ
∽
一

ｍ
Ｏ
日
マ
●
９
〓
Ｃ
Ｏ
∽
一

の
Ｏ
●
∽
言
●
ｏ

，
ｏ
■

の
ｏ
∽
一

（＞
＼
∪
や
（じ

（＞
ヽ
∪
゛
（し

（＞
ヽ
υ
＾ヽ
し

（＞
ヽ
じ
ヽ
）

（＞
ヽ
０
一
（じ

（＞
ヽ
∪
Ｓ
）

［
）
ｏ
●
Ｐ
Ｏ
∽
Ｌ
ｏ

・”
【
０
０
“
【
ｏ
●
】
ｏ
〓
一

（”
ｏ
ｏ
一一
一ｏ
■
の
Ｏ
〓
・
●
｝
）

＞

（
∞
ヽ
∪
や
（））

（
∞
ヽ
じ
。ヽ
（ヽ̈
）

０
ヽ
∪
Ｓ
）

（「
ヽ
「）
ゞ

）

（∞
＼
∪
∞^
）

（∞
ヽ
∪
や（））

「
Ｏ
０ヽ
”̈
●
¨
Ｏヽ
ｏ
●
０ヽ
］●
０う
一

（」８
営
）

”

８
ヽ
一）
Ｓ
）

（
Ｃ
ヽ
∪
（卜
）

（
〇
ヽ
じ
（）（」
）

（０
ヽ
∪
や
一^
）

（〇
ヽ
じ
Ｓ
）

（の
ヽ
∪
。ヽヽい
）

「
Ｏ
「
ｏ
」
”
●

『
」
ｏ
ｏ
■
ヽ
ｏ
一」
０
●
一

（日
〓
と
の
●
冒
〓
０
∽）

の

ご
．Ｏ
（
Ｄ
一

∪

″代か

（
．０

，
∽
〓
´
一ｏ
一
一
ｏ
●

ど輌卜́



1

Annex 5

Major Underlakings to be taken by the Government of Timor-Leste

Specific obligations of the Government of Timor-Leste which will not be funded with the Grant

Before the Tender

(B/A. Banking Arrangement, A/P: Authorization to pay, N/A: Not Applicable)

N0 Iterns Dcadlinc In charge
Estimatcd

Cost
Rc「

To sigu the baukiug arrangcrncnt (B/A) rvith a bank in Japan (the
Agcnt Bank) to oper bank account for the Grant

rr,ithin 1 rnonth
after thc signing

of the G/A

MOF

つ To issuc A/P to tlle/ヽ gcnt Bank 10r the payinent tO thc cOnsultalit lvithin I nronth
after the signing

o[ the
contract(s)

MOF

To bear the lollou,irrg commissions to the Agent Bank lor thc banking
scrr iccs based upot B/A

MOF

1) Advising comrnission of Aff within I rnonth
after the signing

of the
contract(s)

MOF

2) Paymelt cornrnission lor A/P etcry pal.lrlent MOF
To securc thc necessary budget and tuplernent land acquisition and
resettlcment (including prcparation of resettlenent sites), and
compcnsatiou rvith full replacement cost in accordance lvith RAP

belbre noticc of
thc bidding
docrxreIrts

IGE

To implement social rnonitoring, and to submit the monitoring results
to JICA. by using the moniloring form, on a quaderh basis as a part
of Project Monitoring Rcport

until land
acquisition and

rcsettlelrenl
complete

IGE

To securc and clear the follor.ving lands
projcct sites (1"200m2 lor the Equipuent))

before notice ol
thc bidding
doculnents

ICE

7 To obtairl the planning. zoning. building permit before noticc of
thc bidding
docuurcnts

IGE

To clear. level and rcclaim the following sitcs

rccla里1lng the s,tes(1,200理 2おrthe Equipme耐 )
1) leveling and

bclore notice of
the biddirg
docurucnts

IGE

9 To submit Project Monitoring Report (rvith thc rosult of Detailed
Design)

before
preparation of

the biddhg
documents

lGE

5-1
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2 Dunn the Pro ect Irt lementation

NO Iterr- s Deadline In charge
Estirlated

Cost
ReL

To issue Al? to the Agent Bank for the payrnent to thc supplier and
thc conlr'actor

within I month
after thc signing

of the
contract(s)

MOF

To bear thc follorving commissions to the Agent Bank for the bantri.ing
sen,iccs based upon the B/A

MOF

I ) Advising commission of A,P within 1 month
after dre signing

ofthe
contract(s)

MOF

2) Paymert commission lor A/P e\.ery pa) nent MOF

to ensure prompt unloading aud customs clcarance at ports of
discmbarkation it the country'' ol the Recipient and to assisl the
Supplier(s) ri,ith intemal transpodation thereit

durilLg thc
Pro.ject

IGE

| To accord Japanesc physical persons and/or ph1'sical persons of third
couutries whosc sen,ices may be required in comection 'rvith the
suppll ofthe products and the sen,ices such facilities as may be
neccssaq, for their entry into the country of dre Recipient and sta)-
drerein for the perfomrancc of their rvork

during thc
Projccl

IGE

To ensure that customs duties. iuternal taxes and other fiscal levies
rvhich rnal be imposed il the country of the Recipient u,ith respcct to
the purchase ofthe products and/or the services be bome b,"- its
designated authorit_v rvithout usilg dre Gralt:

during tlre
Pro.ject

IGE

6 To bear all thc crpcnscs- other thar those covcrcd b)' the Grant,
necessary for the implcmentation of the Proiect

during thc
Project

Io notif.v". JICA promptlv of any incident or accident, whiclr has, or is
likcll-to have, a sigtilicant adrerse effect on the environnent, the
affected communities, dre public or workers.

during dre
corstruction

IGE

To subrnit Projcct Monitoring Report after each rvork under the
contract(s) such as shipping. hand over, installation and operational
training

withh I month
aflcr completion
of each rvork

IGE

To submit Project Monitorilg Repon (finaI) (including as-built
drawings, equiprnent list. pholographs. etc.)

rvithin I month
al'tcr issuance of
Certificate of
Cornpletion for
the u,orks undcr
lhe contract(s)

IGE

9 To suburit a lepofl conceming completion of thc Pro-ject 'lu,ithin 6 months
alter completion

of the Project

]CE
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l0 To ensure thc salctr ofpersons ergaged in thc implementation of thc
Projcct

during the
Project

]GE

It To take necessary measures for sccuritl,and safety ofthe Projcct site
(rncasures for securify)
l)Securib, facilities (security I'ence, security gatc. lighting system.
securiry- guard accomrnodation etc)
2)Deplovmcnt of security guard at the Project site
3)Proper gate control of thc Project srte
4)Sccuri5, escort for the persons related to the Project rvhel
commuting to thc Projcct site

(ureasurcs lor safety)
5) maintaining the safcty of workers and thc general public bv
thorough inplemcntation of safetl rrlcasures and immediate action in
the case of accidcnt
6) traffic conhol around the sito(s) and o11 transportation routes ofthe
Equipment
7)installatior of lenccs arorurd the site(s)

during thc
Pro-ject

ICE

t2 Collaboratin and cordinaton r.viLh reler,ant organization for operation ol
thc E qu ipntent ilcluding cnrcrgeln drill.

during the
Proiect

IGE

つ Alter the Pro ect

NO Iteus Dcadlinc In charge
Estirnated

Cost
Ref.

Io ntaintain and usc propcrlv aud effectivcli, the Equipurent providcd
uuder the Gratt Aid
1) Allocatior of rnaintenanca gost

2) Operation atld rnairterlancc sllxcture
Routinc checli,Periodic inspectiol

After
completiou of

the Project

IGE XX

Maintain good collaboratin and cordinaton r.vith releyant organization
for operation ofthc Equipment including ernergency drill before rainy
seasorl

IGE

5-3
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2. Other obligations of the Government of Timor-Leste funded with the Grant

NO
Itcms

Dcadlinc Amount
(Million

Japanesc Ycn)*

Total xxx
+ The Amor.rr.rt is provisional. This rs subjcct to the approval ol'the Govemmert of Japan.

5-4
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Annex 6

Responsibility and Dernarcation between IGE and Relevant Organizations

I ) Equipment Managenrent lnstitute (IGE)

In order to cnsure the effrcient use of heav1, equipmcnt ald vehicles, the Govemment create a public

institutc, Equipmcnt Management lnstitute (IGE)- elldolved rvith administrativc autonomy and financial

and o\\'n assets responsible forgood management and exploitation ofthese goods allocatcd to the further

development of infiastructure and the needs of services of Public Administration.

Responsibility of IGE
No Durirrg Normir! Timc
a) To adr:ise the Milister of Transpofl and Corrnnuications in the lonnulation of the poli*, defrned

b,l-- the forthe operntio[ and collsenation of hear.r veltcles- lnacl nen.. alrd olhcr cquipment:
b) To assess regulator-1..- needs i[ all rnatten of intcrcst to the managenrent of such equipmert,
r:) To prolrole ard implement actions aimed at the good mamgeme and c\ploitation of hear,r goods

vehiclcs. rnachinen. and other state equiprnent. aiming at lhc proflhbility of its uset
d) To collaborate \.vith othcr entitics rrsponsible for inplementing i frastructure policy lvith a vicw to

irtegmted usc of state rnachinery:
e) To plovide all infonnation on llrc opcr"tion of the conceming the use of heal\ goods vehicles.

heart'- du1-r machincf,. and olher equipmert under the regulalions applicablc:
f) To ccntralize the procedure for applicatio s for lhe use of state hear.y vehicles b.y the senices of

the cenlral qr local public adrninisfiation or any other ofEcial e tities,
To crcatc lnanlge and maintain a databasc or inlomraliofl updalcd on all hcarl r,ehicles. hearl'-
dul! machines. and other equiplnent and ils evolution in general, including the registration of its
users and the consurnpfiol of tircl.

h) To collaborate with the heritage services of the Ministry of the Plal ald Finance in the
sharing of information on the registration of hear,y goods vehicles, machinery, and other
equiprlent ftrr registration purposes;

i) To study, propose and develop legislative projects, procedures or other administrative
measures aimed at improvilg the good rnanagement and operation of vehicles machinery
and other equipmelt;

j) 'lo elsure the consenation and repair of the vehicle fleet heaq, duty equipment,
machinery, and other state equipment, creating and maiutaining owl workshops or
establishilg ser-vice contracts with other entities puhlic or private;

k)

1)

Sourcei DECRLE-LAW No. 11i2006 ofApr;l l2th.2006

No. During f,mergencl
a) To collccl disaster risk idomutiol
h) To comnunicate lvith tlle Mioisln ol Public Works and other relevanl agencies to assess the

situation and accept lhc rcquest ofon-site response operaliom
c) To e\amine the equipl1cr1 to bc dispalchcd hrunan resources. necessal. eqdp ent. etc
d) To dispatch disastcr response teams and on-site rcsponse opemlions
el To complcte 1lrc dis:rsler rcspousc opemtions ald withdmwal

1｀()rcport thc resuks of the serviccs to thc Millistry of Pt〔 blic l'Vorks

Sourcer Pretared b) JICA Survev tianr

<p H

'lo ensure pafticipation or collaboration in relation to other national and international
institutions that pursue purposes in the constmction of road ulrdertakings, public
buildings, aud housing, in particular with the pubiic services ofcentral or iocal goyeruurent;
To perform the other tasks assiqned to it by law.

ヽ

一′
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2l Directorate ofRoads, Bridges and Flood Control (DRBFC)

The Directorate of Roads. Bridges and Flood Control (DRBFC) is the main deparhnent in charge of
development and managcmcnt of road, bridge, and flood control measures b--v infrastructure (stmctural

measures) in Timor-Leste.

Responsibility o{ DRBFC

a) To preparc. or prornotc the prcparation, of projccts lor constmctio[ expansion afld i]nprcvernenl
works ior roads. bridSes, and other infiastructures:

b) To emure the coffitruction. consen,ation ard maintcnancc of roads and bridgcs in tl1e national
nelrvork including ollrer \vorks for tllc protcction and cortrol of floods and watem of any other
natulE:

t) To prcpare, ir collabomlion ,with other scniccs and compctc[t public cntitics. lcgislativc and
regulatory pro.jccts lor the public rvorts sectoq including for tlrc inprcyemenl of the safe!-
conditions ofroads and other means of cormru ication:

11) To maintain arl updaled rcgister on the conditions o[ mainlenance of roads. bridges, and other
communicalion routes

e) To promote. ryith other sen ices and public clrlilics. thc afliculation bctlvccr thc rational plan ofthc
natioral road rctwoft alrd thc rcad tmnspofl net\'!orks:

f) Anr- others that the la$ assigns to it.

Souroe: Prepared bv JICA Su.,,ey Team

a) To collect disaster risk iffonuatior
b) To assess damages on tlrc inFrastructue such as road. bridges. and river facilities
c) To execute emergency rehabilitation l,orks to facilitatc lrafllc and safcly of the population by lGE.

If lGE's equiprnent is not sufllcicnl for thc situation- pdvatc colnpalies arc hircd to executc thc
rchabilitalion u,orks.

d) Supervision ofthe emergency rehabilitation works are conducted by DRBFC to controlthe
works by the c0ntractors.

e) To i .cstigate t1rc damage and prepare rehabilitation and imprc\.ement plan by the ad hoc team and
the Task Force team

To implcmenl dctailed design ard construclion for rchabilitation.

6-2
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3) Bee Timor-Leste (BTL)

Bee Tirnor-Leste (BTL) is a public company responsible for cnsuring the supply of water and basic

sanitation to citizcns, able to provide a public scrvice pn:vided r.vith the qualit1 rcquired of it.

Responsibility of BTL
During Normal Time

a) Suppo11 the Goverune il dcfining $ater supply and sanilalion polio
1)) Support the Goycflnnent in raisirg financial rcsourccs lor the secto(
c) Promote thc efficicl'rl usc ofryateri

d) cnsurc thc public supply of water in accord.qnce with Article 13 of lhis Decrcc-La$, tlrough the
desigq conslruction, opention alld lnanagement of water suppl_v systems, prcmoting collection.
treatme t. adductior and distribution of rvater for public consunption on a rcgular. cortinuous and
efficient basis:

c) Ensure public sanitation tfuough the desigrl coflstructioq management, and operrtion of public
wastewater sarilation sYstelns. promoting drainage. treatmeff and disposal of dorncstic and
industdal eflluents- as \rell as the lranspori and rcceplion of effluents from septic tank cleaning. on
r rcguhr corttirtuous and elficicrrt basis,

f) Prourote continuous improvement of water quality through plar.rs and programmes to be
developed for this purpose;

g) Establish control and inspection measures to elirriuate illegal connecrions and discharges
to public watrr.upply arrd sanitarior'r sy\rern\:

h) Pr(,lnoting any otherindustrial,cOn■ lnercial,research Orservicc lDrovisioll activities,narnely

CttE■l墾.墜生 ■:笙CI CyCIC,thrOughOut the natiOnal tCrnt07:

i) Support and participalc in the design of legislativc proposals on the sector.

Sour..r l']r.Dar.il h\ .Ila \ Sina.\ ltrnl

'u rili=LIIICr=CI:C:
To collect disaslcr risk inlomralioI1

b) To asscss da oll the idlastructurc such as ryater sllpph. sauitation- alld dmifttge sJ sten
c) To conducl emergency resporue activities such as rvater supply alld provision of loilcts lor affected

population and evacuation centers
d) To e\ecutc cmcrgencr rehabilitation \l'orks 10 maintain and/or restore 1lre futctions of $ atcr suppl)..

sarilatioq and dmirage syslem
c) To in'esti劉tc tl£ damagc al型⊇望型]“ Кmbilitat10n and illlprOvelllellt plan

To irnplement detailed desigl and construction for relEbilitatior of the facilities

Ц

No

Source: DECREE-L-{W No. .11 /2020 of25 Scpt.nrbcr 2020

NO
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Annex 7-1

Memorandum of Understandin g

between

Bee Timor-Leste Empresa Publica of the Ministry of Public Works

and

Equipment Management Institute of the Ministry of Putrlic Works

to Utilize the Equipment Procured under Japan's Grant Aid Project,

the Project for Enhancement of Equipment for Disaster Risk Reduction and Early Recovery

in Timor-Leste

This Memorandum of Undcrstanding (hcreinafter referred to as "MOU") sets for the terms and

undcrstanding bct\\.een the Bee Timor-Leste Empresa Publica (hereinafter referred to as "BTL") and

the Equipment Managcment L.rstitute (hereinafter referred to as "IGE") to utilize the equipment to be

managed by IGE effectivel.v in close collaboration r.vith BTL.

1. Objectives

The objectives of this MOU are to agree on the seryiccs to be peformcd b_v IGE in utilizing the

equipment rvhich rvould be procured under Japan's Grant Aid Prqect. the Project for Enhancement of
Equipment for Disaster Risk Reduction and Earll Recovery (hereinafter referred to as "the Poject"). if
Japanese govemment approve the Prqect. The services aim to contributc to the disaster risk reduction.

minimizing ofdamage. and the carly recovcry fiom disasters.

2. Scope of Services

Sen'ices to own, managc, sct up, operate, remove, ard store the equipment as part of drsaster risk

rcduction and earl-v recovery works with BTL.

4, Establishment of Equipment Request System

BTL and IGE shall establish ar equiprnent rcqucst s)stem ;urd sha.ll maintain a list of such

communication st.stem u'hich is cffective in both peace time and during/aftcr disastcr.

IGE shall ascertain the type, quantit-v, :nd location ofthe equipment undcr its control an<i report to BTL

b-v the end of November prior to the rainv season each vear. ln the event of malfunctions of the

./lJ\ 7-t-I

3. Disaster Risk Reduction and Early Recovery Operations

BTL shall request iGE to transport and operate the equipment stipulated in 2. above when dccmcd

necessar), in peace time and during/after a disastcr

BTL shall request IGE for DRR r'vorks for drainage maintenance (including cleaning) in peace time and

also request for early recovery works oldrainage chalrnels during/after disaster

Upon receiving a request from BTL. IGE shall promptly collect information on the equipment and

personnel, anangc for their deplovment. ard dispatch the equipment and scrv iccs as soon as possible in

order to respond to dre request.

Opemtion ofthe drainage pump truck needs tcchnical knowledge orr dminage system ofthe taryet srte.

BTL shall providc guidance ard personnel for installation and oporation of the drainage pump truck

flom thc technical viewpoints in the event ofa flooding.

′
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equipmcnt. IGE shall promptlr- report to BTL

5. Cost sharing

Basic operation and maintenance ofthe equipmcnt shall be covered by the IGE's operating budget

6. Training

At least once a,year. before the rarny season. BTL. IGE and other relevant organizations sha.ll conduct

a joint drill to strengthen emergencv comrnunicalon s)stcm and coordination/collabontion in the

operation of the equipmcnt.

7. Expiration date

The MOU shall be valid for one year lrom the date ofconclusion. Howeveq if neither party makes a

request at least one rnonth prior to tl.re expiration of the term. the MOU sha.ll be extended for alother

one year. and the same shall apply thereaAer. lfthere is a change in the responsible person (signatory)

of thc orgamzation. the nell responsible person shall rmmediately inform the other and thc no\y

responsible person shall sign this MOU.

8. Damage report

In the event that any damage is caused to a third party or to personnel or equipment as a result of the

pedormance of thc services. IGE shall report thc situation to BTL rn lrriting u'ithout dela,v after the

occurrence of such dallage and shall consult u.ith BTL on the measures to be taken.

9. Other matters

If ary matter is not stipulated in this MOU or ilalv question arises regarding this MOU, BTL and IGE

shall discuss and dctcrmine the matter in each case.

Dili.t4Ma),2022

For and on behall For and on behalf of

Equipruent Managemert Institute (IGE),

Milistry of Public Works

Bee Tinror- sa PLrblica (BTL)"

Ministl1,

ⅣIr C

President BTL, E.P.
Ms. Emrenegilda Da Costa Laurentina

Prcsident

7´ 1‐ 2
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Annex 7-2

Memorandum of Understandin g

between

Department of Road, Bridges and Flood Control of the Ministry of Public Works

and

Equipment Management lnstitute of the Ministry of Public Works

to Utilize the Equipment Procured under Japan's Grant Aid Project,

the Project for Enhancement of Equipment for Disaster Risk Reduction and Early Recovery

in Timor-Leste

This Memorandum of Understandrng (hcrcinafter refened to as 'MOU') sots for the tems and

understanding betrveen thc Dcpafiment of Road. Bridges and Flood Control (l.rereinaftcr rcfcrred to as

"DRBFC') and the Equipment Management Institute (hereinafter referred to as "IGE") to utilize the

equipment to bc maragcd by IGE effectively in close collaboration lvith DRBFC.

1. Objectives

The objectivcs of this MOU are to agree on the services to bc perfomred by IGE in utilizing the

equipment which rvould be ptocured under Japan's Grant Aid Project. the Project for Enhancement of
Equipmcnt for Drsaster Risk Reduction ald Earll, Rccovcry (hereinafter referred to as 'the Project"), if
Japanese govemment approve the Prqect. The services aim to contribute to the disaster risk reduction,

minimizing of damage. and the early recovery fiom disasters.

2. Scope of Services

Services to o\.vn, manage- set up- operatc, remove, and store the cquipment as patt of disaster nsk

reduction arld earlv recoven, rvorks lvith DRBFC.

3. Disaster Risk Reduction and Early Recovery Operations

DRBFC shall request IGE to transport and operatc the equipment stipulated in 2. above lvhen deemed

neccssala, in peace time and during/after a disaster.

DRBFC shall request IGE for DRR works for road maintenance. river improvement and drainage

maintena.nce (including cleaning) in peace timc and also request for earlv recovery r.vorks of road and

rivcr during/aft er disaster

Upon receiving a request from DRBFC" IGE shall promptl-v collect infomration on the equipment and

personnel, arrangc for therr deployment, and dispatch the equipment and scrviccs as soon as possible in

order to respond to the request.

Operalion of the drainage pump truck needs technicai knowledge on flood management of the ta-rget

site. DRBFC shall providc guidance and personnel for installation and operation ofthe drainage pump

truck from the technical vio,vpoints in the event ofa flooding.

4. Establishment of Equipment Request System

DRBFC ald IGE shall cstablish an equipment request system ard shall maintain a list of such

communication system lvhich is effective in botlr peace time and during/after disaster

lhe IGE shall asccrtain the t-vpe, qualtity. ar.rd location ofthe cquipment under its control and roport to

-aB
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dic DRBFC b1'drc cnd ofNovember prior to the rain.v season cach year. In thc event of malfunctions

of thc cquipmcnt. thc IGE, shall promptl)- report to the DRBFC.

5. Cost sharing

Basic operation and maintenance ofthe equipment shall be covercd by the IGE's operating budget

6. Training

At least once a,year. before the rain-v.. season, DRBFC, IGE and other relevant organizations shall

conduct ajoint drill to strengthen emergenc)' communication systcm and coordination/collaboration in

the operation ofthe cquipmcnt.

7, Expiration date

The MOU shall be valid for one year from the date of conclusion. However, if neither paqv makes a

request at least one month pflor to the expiration of the term. the MOU shall be extended for another

onc.vcar, and the same shall apply thereaftcr. Ifthere is a chalge in the responsible person (signatory)

of the olganization. flre neu, responsible person shall immediately hfomr the other ald the new

responsible person shall sign this MOU.

8. Damage report

In the event tl,at ar1y da.mage is caused to a third pady or to pcrsonnel or equipment as a result ofthe

performance ofthe services, IGE shall repofi the situation to DRBFC in ivnting without delay after the

occurrence ofsuch damage aDd shall consult with DRBFC on the measures to be taken.

9. Other mattet's

If an1' matter is not stipulatod in this MOU or if an1' qr-restion arises regarding this MOU, DRBFC and

IGE shall discuss and dctemrinc tlre matter in each case.

Dili_24M‐ 2022

For and on behalf of

Departnent of Road, Bridgcs and Flood Control (DRBFC).

Ministry of Public Works

For aud on belialf of

Equipmcnt Managcmcnt Institute (lGE)-

Ministn' of Public Works

′

r―  ｀ 」ヽ .イ

風動動
F. Gulerres

Direc (:}encra1 0f Ministl、 ,Of Publicヽ ViOrks

Ms. Emrenegilda Da Costa Laurellina

President
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)k Equipment requests in cmergeno, situation do rol necessarilv reqi:ire a lonlal lclter, ald verbal requests
madc over the phone or al. a meeting are considercd as lomral.

Equipment Request System among lGE, DRBFC and BTL
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Minutes of Discussions

on the Preparatory Survey for the Project for
Enhancement of Equipment for Disaster Risk Reduction and Recovery

in Timor-Leste
(Explanation on Draft Preparatory Survey Report)

With reference to the minutes of discussions signed between the Equipment

Maragement Institute (Instituto de Gestdo de Equipamentos hereinafter referred to as

"IGE") and the Japan International Cooperation Agency (hereinafter referred to as

"JICA") on May 24e,2022 andhresponse to the request from the Govemment of Timor-

Leste (hereinafter referred to as "Timor-Leste") dated June th 2022, JICA dispatched the

Preparatory Survey Team (hereinafter referred to as '1he Team") for the explanation of
Draft Preparatory Survey Report (hereinafter referred to as "the Draft Report") for the

Project for Enhancement of Equiprnent for Disaster Risk Reduction and Recovery in
Timor-Leste (hereinafter referred to as "the Project").

As a result ofthe discussions, both sides described in

the a■ ached shcets. ・ ・ ‐  , ..

, t 22"d, 2022
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Lcad∝

Prcparatory SuⅣ cy Tcan

Japmlntcma6ond Coopcraton Agcncy

Japall

da Da Co tina

President

Equipment Management Institute

Miristry of Public Works

Timor-Leste

Witness

Dr. Abel Pires da Silv4 ST, MIT, PhD

Minister

Ir4inistry of Public Works

Tirnor-Leste
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ATTACHMENT
1. Objective of the Project

The objective of the Project is to strengthen disaster risk reduction and recovery

capabilities by upgrading construction equipment for road, river and drainage

maintenance, thereby contributing to building a disaster-resistant society in Timor-
Leste.

3. Project site

Both sides confirmed that the site of the Project is in Di1i, which is shown in Annex

1.

4. Responsible authority for the Project

Both sides confirmed the aulhorities responsible for the Project are as follows

4-1. IGE will be the executing agency for the Project (hereinafter referred to as "the
Executirg Agency''). The Executiug Agency shall coordinate with all the relevant

authorities to ensure smooth implementation of the Project and ensure that the

undertakings for the Project shall be managed by relevant authorities properly and

on time. The orgalization charts are shown in Annex 2.

4-2. The line ministry of the Executing Agency is the Ministry of Public Works. The

Ministry of Public Works shall be responsible for supervising the Executing

Agency on behalf ofthe Goverrunent of Timor-Leste.

5. Contents ofthe Draft Report

After the explanation of the contents of the Draft Report by the Team, the Tirnor-

Leste side ageed to its contents. JICA will finalize the Preparatory Survey Reporl

based on the confinled items. The report will be sent to the Tirnor-Leste side around

January 2023.

6. Cost estimate

Both sides confirmed that the cost estimate explained by the Team as Annex 3 is
provisional and will be exarnined further by the Govemtnent ofJapan for its approval.

０
“

-{ fia

2. Title of the Preparatory Survey

The Team and IGE (hereinafter referred to as "Both sides") confirmed the title ofthe
Preparatory Survey as 'lhe Preparatory Survey for the Projecl for Enlancement of
Equipment for Disaster Risk Reduction and Recovery in Timor-Leste"



7 . Confidentiality ofthe cost estimate and technical specifications

Both sides confirmed that the cost estimate and technical specifications ofthe Project

should never be disclosed to any third parties until all the contracts under the Project

are concluded.

8 . Procedures and Basic Principles of Japanese Grant

The Timor-Leste side agreed that the procedures and basic principles of Japanese

Grant (hereinafter referred to as "the Grant") as described in Annex 4 shal1 be applied

to the Project. ln addition, the Timor-Leste side agreed to tale necessary rneasures

according to the procedures.

9. Timeline for the project implementation

The Team explained to the Timor-Leste side that the expected timeline for the project

implementation is as attached in Annex 5.

10. Expected outcomes and indicators

Both sides agreed that key indicators for expected outcomes are as follcws. The

Timor-Leste side will be responsible for the achievernent of agreed key indicators

targeted in year 2027 and shall monitor the progress ior Ex-Post Evaluation base<l on

those indicators.

[Quantitative indicators]

IQualitative indicators]

C Reduction of flood disaster risk by excavation and removal of accumulated sediment

in the river channel

o Prevention and mitrgation of flcod damage in areas subject to inland flcoding
C Continuation of social and econornic activities in the affected areas and rapid

reco\,'ery afler the disaster

o

Indicator

Target value

(3 years after project

completion)

Distance ofroads maintained for

disaster risk reduction and

recovery (km/year)

68

92

Average of3 years

Q02s-7027)

Maintenance of river and

drainage channels for disaster

risk reduction ald lecovery

(km/year)

21

28

Average of3 years

(2025-2027)

t-

Ff '-"e€>

Base Value

(2019-2420 werage)



11. Ex-Post Evaluation

JICA will conduct ex-post evaluation after three (3) years from the project completiorq

in principle, with respect to six evaluation criteria (Relevance, Coherence

Effectiveness, Efficiency, Impact, Sustainability). The result ofthe evaluation will be

publicized. The Timor-Leste side is required to provide necessary support for the data

collection.

12. Technical assistance ("Soft Component" ofthe Project)

Considering the sustainable operation and maintenance ofthe products and services

granted through the Project, following technical assistance is planned under the

Project as below.

1) Improve disaster response and recovery operations between IGE and relevant

organizations in the event ofa disaster,

2) Effectively operate the newly introduced drainage pump trucks, and

3) Improvement ofmaintenance of river and drainage channels in collaboration with
IGE and relevant organizations during normal times.

The Timor-Leste side confirmed to deploy necessary number of counterparts who are

appropriate ard competent in tenns of its purpose of the technical assistalce as

described in the Draft Report.

13. Undertakings of the Project

Both sides confimed the undertakings of the Project as described in Annex 6. With
regard to exemption of customs duties, intemal taxes and other fiscal levies as

stipulated in No5, (2) of Annex 6, both sides confirmed that such custorns duties,

intemal taxes and other fiscal levies, which shall be clarified in the bid documents by

IGE dudng the implementation stage of the Project.

Ministry of Finance explained to the Tearn that tax exemption will be applied to the

Project and will take necessary procedure for tax exemption. iGE is a consignee of
the Equipment. As for Banking Atrangement and Authorization to Pay, Ministry of
Finance takes necessary procedure and IGE secures budget as shor,"ed ln Armex 6,

The Timor-Leste side assured to take the necessary measures and coordination

including allocation of the necessary budget, which are preconditions of
irrplementation ofthe Project. It is further agreed that the costs are indicative, i.e., at

Outline Design level. More accurate costs u,ill be calculated at the Detarled Design

stage.

4
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Both sides confirmed that the Annex 6 will be used as an attachment of G/A. Both

sides also confirmed that IGE shall take necessary measures to ensure and maintain

the security of the Project site and the persons related to the implementation of the

Project, in cooperation with relevant authorities during the Project period. Such

security measures shall reasonably reflect needs of the Consultant/the Contractor

engaging in the Project, as shown in Annex 6.

Both sides agreed that in case the additional security cost would be necessary for the

implementation ofthe Project, such cost shall be bome by the Recipient without using

the Grant.

14. Monitoring during the implementation

The Project will be rnonitored by the Executing Agency and reported to JICA by

using the form of Project Monitoring Report (PMR) attached as Annex 7. The timing

of submission of the PMR is also described in Annex 7.

15. Project completion

Both sides confirmed that the project completes when all equipment procured by the

Grant are in operation. The completion of the Project will be reported to JICA

promptly by the Executing Agency, but in any event not later than six months after

completion of the Project.

16- Environmental Guideiines and Environmental Category

The Team explained that 'JICA Guidelines for Environmental and Social

Considerations (April 2010)' (hereinafter referred to as "the Guidelines") is

applicable for the Project. The Project is categorized as C because the Prqject is

likely to have minimal adverse impact on the environment under the Guidelines.

1'1 . Other Relevant Issues

17-1. Disclosure of Information

Both sides confirmed that the Preparatory Survey Report from u,hich project cost is

excluded rvill be disclosed to the public after cornpletion ofthe Preparatory Sun'ey.

The comprehensive reporl including the project cost rvill be disclosed to the public

after all the contracts under the Pro.ject are concluded.

17-2. Contribution to climate change

Both sides contirtred that this project contributes to climate change adaptation from

the following two points

5
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O The equipment by the Project will be utilized for reducing flood risk by river
channel and drainage channel management

a The new IGE headquarters will be constructed based on 2 meters embankment

considering flood risk at the site in order to prevent flood damage to the

Equipment and maintenance workshops

17-3. Gender Mainstreaming

Both sides confirmed that gender mainstreaming should be duly practiced for the

Project irnplernentation as the project is categorized as GIS (Gender Integrated

Project). In particular, Both sides agreed on the following gender elements to be

integrated into the Project.

(a) Implementation of soft-component activities that promote women's
empowerment.

(b) Collection of gender-disaggr egated data for mcnitorirrg and evaluation (in case

gender-related data is included in the indicators for proj ect objectivc:).

17-4. Responsibility and Demarcation between iGE and Other Relevant Organi"ation.

Both sides confirmed responsibiliS and demarcation between IGE and relevant

organizatiol in peace time and emergenl:y time as Annex 8.

17-5. Memorandum of Urrderstanding for Collaboration among BTL" DRBFC and IGE

BTL, DRBFC and IGE agreed and signed the memorandum of understatding to

utilize the Equipment Procured under Japan's Grant Ard Project for road, river and

drainage mairrtenance in both peace tiue and before/after disaster as Annex 9-1 and

9-2.

17-6. Equipment Request Systern

Both sides confirmed equipment request system as Annex 8 which rs effective in

both peace time and during/after disaster Relevant organization such as Directorate

of Road, Bridge and Flood Control (DRBFC) of Ministry of Public Works (MPW)

and Bee Timor-Leste (BTL), MPW also agreed that IGE take responsibility for
operation and rraintenanee of all the Equipment provided by .Tapanese Grant.

i7-7. Emergency Mobilization of the Equipment for Recovery Works in Disaster Period

The Team requested to mobilize the Equipment, including those rented to private

company, in order to carry out emergency recovery work in disaster period based on

request from DRBFC, BTL. IGE agreed on this emergency operation in disaster

period.
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The Team requests IGE to finish construction work of (l)fencing, (2)2m

embankment, (3)parking area with roof (approximately 1,200 m2) and (4)

maintenance space with spare parts storage before shipping of the Equipment

(scheduled in April 2024). IGE promised to request budget in 2023 and 2024 for
construction of new IGE Headquarters in Hera. IGE also explained work (1) will be

finished by December 2022 and work (2)by April?-023.

In the case, the construction work is not completed in time, the IGE agreed to secure

the necessary site for the Equipment (approxirrately 1,200 m2), at tlie IGE

headqr.rarters in Dili.

17-9. Maintenance of the equipment

The Timor-Leste side shall be responsible for proper operation and maintenance of
the equipment provided under the Project. The Timor-Leste side shall be also

responsible for assigning technicians and administrative persons as well as securing

the budget for the maintenance.

The Team explains that approximately 3 % of total equiprnent cost is required for
maintenance cost every year and estirnated maintenance cost for 10 years in
following table. lGE agreed to secure those necessary budgets in annual budget for
the maintenance ofthe Equiprnent.

Table: Estimation ofAnnual Maintenance Cost ofEquipment and Vehicles during 10 years

Unit: USDl,000.-

Annua I equ ipment
ma iitance cost

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
42 60 i8 s6 114 132 150 168 lB7 208

一
′

F{ ,:'!i''
\j/,

17-8. Location ofthe Equipment
IGE explained the location of heavy machinery will be new IGE Headquarters in
Hera. Due to the flood risk of the construction site in Hera, the Team requests that

the currently designed 2-meter embankment must be implemented with certainty

under IGE s responsibility not later than shipping of the Equipment (scheduled in
Apil 202\. IGE agreed to those counterneasures for avoiding flooding of heaq/

machinery at new IGE Headquarters in Hera. And also, the Team requested, and IGE

agreed to, the proper design and consffuction ofspare parts storage and maintenance

areas.

'Lt



17-10. Human resorrce plan

IGE explained their new staff recruitrnent plan and in 2023 and,2024 in followirry

table and necessary budget was requested to ensure that healy equipment operated

and maintained properly considered additional equipment by the Project.

Type of Equipment (unit) Human Resources {person)

Truck and
Trailer

Technical star

Equipment
Operator

Driver Mech.nic

Number of equipment and
technicalstaffas of August 2022 14 58 75 47

0

27

New Equipment Procure bv IGE in

2022
10 5 20,1 0

Retirement of Technical Staff
The taw No.12/2015 is stillwaiting for approval {ron! the Parliament-
However, IGE can use them as contract Iabor.

0 5 10 2 20Recruitment staff in 2023
R€cruitmeat staff ih 2O24 10 10
New Equipment Procured by JICA

end 2024
15 7r- 0 0

59

0

106 7S 115 52

*) iGE's 20 staffwill be trained as equipment operator, and technical staff and driver

will be trained as mechanic. The training rvill be provided by Japan Dernining And

R.econstruction Assistance (JDRAC) which is Japanese NPO provides rnaintenance

training for IGE under the Scherre of Grant Assistance for Grass-Roots Human

Security Projects grass roots.

When the mandatory retirement age for employees over 60 years old according to

LawNo. i2l2016 (lJovember 2016) comes into effect, IGE intends to rehire them as

trainer on contract basis in order to secure technical level ofthe services and human

resource development.

Annex 1 Project Site

Annex 2 Organi zation Chart

Annex 3 Project Cost Estimation

Aanex 4 Japanese Grant

Annex 5 Project Lnplementation Schedule

Annex 6 Major Undertakings to be taken by the Govemment of 'fimor-Leste

Annex 7 Project Monitoring Report (ternplate)

Annex 8 Responsibility and demarcation between IGE and relevant organizations

Annex 9-1 Memorandum of Understanding betu,een BTL and IGE

Annex 9-2 Memorandurn of Understanding betrveen DRBFC and IGE

Amex 10 Equiprnent request syste111 atrong lGE, DRBFC and BTL
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Timor-Leste Country Location Map
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JAPANESE GRANT

The Japanese Graat is non-reimbursable fund provided to a recipient country (hereinafter referred to as "the Recipient")

to purchase the products and/or services (engineering services and transportation ofthe products, etc.) for its economic

ard social development in accordance with the relevanl laws and regulations ofJapan. Followings are the basic features

ofthe project gants ope|ated I:y IICA (hereinafter refered to as "Project Grants").

1. Proeedures ofPmject Grants

Pro」 ect Gralits are conduaed tttOughお 110wing pЮ cedures(see``PROCEDURES OF JAPANESE GRANT''お r

detalS):

(l) Preparation

- The Freparatory Survey (hereinafter referred to as "the Survey") co(rducted by JICA

(2) Appraisal

-Appraisal by ihe govemment of Japen (hereinafter refeired to as 'GOI') and IICA and Approval by the

Japanese Cabinet

(3) Implementation

Exchange ofNotes

-The Notes exchanged betu/een the GOJ aird tire government ofthe Recipient

Grant Agreemelt (heieinafter referred to as "tbe 6/A.")

-Agreernent concluded between IICA and the Recipiert

Banking Arrangement (hereinafter referred to as '1he B/A')

-Opening of bank account by the Recipient in a bank in Japan (hereinalter referred to as "the Bank") to

receive the grant

Construction works/procuaement

-Implementation ofthe project (hereinafter referred to as "the Project") on the basis ofthe G/A

(4) tr-post Monitoring and Evaluarion

-Monitoring and evaluation at post-implementation stage

2. Prepar':rtorl Sur"!ey

(1) Contents ofthe Survey

The aim ofthe Sun'ey is to provide basic documents necessary lor the appraisal ofthe the Project made by the GOJ

and JICA. The cortents ofthe Suney are as follows:

- Confirrrtation of the background. objectives, and benefits of the Project and also institutional capacity of

.イ  .″
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relevant agencies ofthe Recipient necessary for the implementation ofthe Project.

Evaluation of the feasibility of tle Project to be implemented under the Japanese Grant from a techaical,

financial, social and economic point ofview.

Confirmation of items agreed between both parties conceming the basic concept ofthe project.

Preparation ofan outline design ofthe Project.

Estimation ofcosts ofthe Project.

Confirmation of Environmental and Social Considerations

The contents ofthe original request by the Recipient are not necessarily approved in their initial form. The Outline

Design ofthe Project is confirmed based on the guidelines ofthe Japanese Grartt.

(2) Selection of Consultants

For smooth implementation ofthe Survey, IICA contracts with (a) consulting firm(s). JICA selects (a) firm(s) based on

proposals submirted by imerested firms.

(3) Result ofthe Survey

JICA reviews the report on the results ofthe Survey and recommends the GOJ to appraise the implementation of the

Project after confirming the feasibility ofthe Proiect.

3. Basic Principles ofProject Grants

(1) Implementation Stage

1) The E,4.{ a d the G/A

AAer the Project is approved by the Cabinet oflapaq the Exchange ofNotes (hereinallcr referred to as "the E,/}\r") will

be singed between the GOJ and the Government ofthe Recipient to make a pledge for assistance, which is followed by

the conclusion olthe G/A between IICA and the Recipient to define the necessary articles, in accordance with the E,4\,

to implement the Project, such as conditions of disbursement, responsibilities of the Recipient, and procurenent

conditiors. The tems and conditions generally applicable to the Japanese Graot are stipulated in the "General Terms

ard Conditions tbr Japanese Gfant (January 2016)."

JICA requests the Recipient to take measures necessary to achieve its self-reliance in the implementation ofthe Project.

Such measures must be guamnteed even fiough they may fall outside ofthe jurisdiction ofthe executing agency ofthe

Project. Therefore, the contents ofthe Project are confirmed by all relevant organizations ofthe Recipient based on the

Minutes of Discussions

?..>.1.,
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2) Banking Arrangements (B/A) (See "Financial Flow of Japanese Grant (A,/P Type)" for details)

a) The Recipient shall open an account or shall cause its designated autho ty to open an account under the name of
the Recipient in the Bank, in principle. IICA will disburse the Japanese Grant in Japanese yen for the Recipient to

cover the obligations incurred by the Recipient under the verified contracts.

b)The Japanese Grant will be disbursed when payment requests are submitted by the Barrl< to IICA under an

Authorization to Pay (A,?) issued by the Recipient.

3) Procurement Procedure

The products a[d/or services necessary for the implementation of the Project shall bc prccured in accordance with

JICA s procurement guidelines as stipulated in the G/A.

4) Selection of Consultants

In order to maintain technical consistency, the consulting firrn(s) which conducted the Survey wrll be recommended by

JICA to the Recipient to continue to work on the Projoct's inrpiementation after the E4.{ and G.iA.

5) Eiigible sourcc country

In using the Jepanes3 Grant disbursed by IICA for the plrchase of products an<i/or ser.ricc,s, the eiigible source

countries of such products and/or services shall be Japan anc!,/or the Recipient. The Japar,ese Grant rnay be used lor the

purchase of the products iind/or services of a third country as eligible, if necessary taking i]1to account the quality,

cornpetitiveness and ecor'omic rationality of products andr'or services rrecessary for achieviag tl-e objective of the

Project. Ho-weveq the prime contractors, namely, constructilg ard procurement fiims, and the prime consulting firm,

which enter into contiacts with the Recioient, are limitec to ''Japansse natioaals", in p -ir,ciplc.

6) Contracts and Concurrence by JICA

The Recipient will conclude contracts denominated in Japanese yen with Japanese nationals. Those contracts shall be

concurred by JICA in order to be verified as eligible fcr using the Japanese Grant.

7) Monitoring

The Recipient is required to take their initiative to carefully monitor the progress ofthe Project in order to ensure its

smooth implementation as part of their responsibility in the G/A, and to regularly report to JICA about its status by

using the Project Monitoring Report @MR).

8) Salety Measures

The Recipient must ensure that the safety is highly obsen'ed dudng the implementation oflhe Project

9) Construction Quality Control Meeting

Construction Quality Control N{eeling (hereinalier relerred to as the "N{eeting") will be heid for quality asstuance arcl

snooth implemefltation oflhe Works at each stage ofthe Worts. The member ofthe N{eeting will be composed by the

Fi@
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Recipient (or executing agency), the Consultant, the Contractor and JICA. The functions of the Meeting are as

followings:

a) Sharing information on the objective, concept and conditions of design from the Contractor, before start of
oonstructlon

b) Discussing the issues affecting the Works such as modification ofthe design, test, inspection, safety control

and the Client's obligatio4 during ofconstruction.

(2) Ex-posi Monitoring and Evaluation Stage

1) After the project completion, JICA will continue to keep in close contact with the Recipient in order to monitor that

the ouQuts ofthe Project is used at1d maintained properly to attain its expected outcomes.

2) In principle, IICA will conduct ex-post evaluation ofthe Project after tkee years liom the completion. It is required

for the Recipient to furnish any necessary information as JICA may reasonably request.

(3) Others

l) Environmental and Social Considerations

The Recipient shall carefully consider environmental and social impacts by the Project and must comply with the

environmental regulations ofthe Recipient and JICA Guidelines for Environmental and Social Considerations (April,

2010).

2) Major undertakings to be taken by the Government ofthe Recipient

For the smooth and proper implementation ofthe Project, the Recipient is required to undertake necessary measures

including land acquisition, and bear an advising commission ofthe A,lP and payment commissions paid to the Banl as

agreed with the GOJ and/or IICA. The Govemment of the Recipient shall ensure that customs duties, internal taxes

and other fiscal levies which may be imposed in the Recipient with respect to the purchase ofthe Products and/or the

Serr''ices be exempted or be bonre by its designated authority without using the Graot and its accrued interest, since

the grant fund comes from the Japanese taxpayers.

3) N.{easures to ensure more efrcient implementation ofthe Grant

i) In the evefit that the Exchange of Notes (E/N) ard the Grant Agreen]ent (G/A) conceming a project cannot be

signed by the eld ofthe following Japanese fiscal year ofthe cabinet decision concerned by the GOJ, the autho ties

concerned ofthe trvo Gor,ernments rvill discuss the caflcellaticn cfthe projecr.
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iii) Regardless ofthe period mentioned in 2) above, the authorities concerned of the two Govemments will, in the

event that five years have passed since the cabinet decision concemed by the GOJ before the completion of the

disbursement, except as otherwise confirmed between them, discuss the temination of a project including a refund,

unless tlere are concrete prospects for its completion.

4) Proper Use

The Recipient is required to maintain and use properly and effectively the products and/or services under the Project

(including the facilities constructed and the equipment purchased), to assign staff necessary for this operation and

maintenance and to bear all the expenses other than those covered by the Japanese Grant.

5) Export ard Re-expof

The products purchased under the Japanese Grant should not be exported or re-exported from the Recipient

ii) In the event that the period, specified in the G/d during which the grant is available expires before the

completion of the disbursement, the arthorities concemed of the GOJ will thoroughly review the status, situation

ard perspective of the implementation of the project concerned before extending the said period. The authorities

concerned of the two Governments will discuss the temination of the project including a refund, unless there are

concrete prospects for its completion.
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Anncx 6

Maj or Undertakings to be taken by the Govemment of Timor-Leste
Specific obligations of the Government of Timor-Leste which will not be funded with the Grant
Before the Tender1

NO Itcnls Deadlmc Ll charge
Estunated

Cost
Rcf

the banking arrangement (B/A) with a ba* in Japan (the
tBmk)to Ten bank accountお rthe Grmt

o sign wi■m l mon色
」 er ie slging

oftllo G/A

MOF

2 A/P to the Agent Bant for the payment to the consultanto lssuc willln l mon色

aner■ e sittmg

Of■C COntraCt(s)

MOF

bear the following commissions to the Agent Bank for the0

B/Asewices based
IGE力ИoF

1)A歯islllg commission ofAP within I month
after the signing
of the contract(s)

IGE/1И oF About 6,000

JPYお r each

A′T
2) Payment commission for.d/P every palment IGE/ヽ′IoF 1́1,out0 1%of

thc pa)■lCnt

amolli,t

4* To secure the necessary budget and implement land acquisition
and resettlement (includmg preparation ofresetdement sites) and
compensaton with full replacement cost in accordance with IIAP

before notice of
the biddrrg
documents

IGE

To implement social monitoring and to submit the monitoring
results to JICA by using t}e monitoring fom, on a quarterly basis
as a part of Project Monitoring Report

unt■ land

acquis■ion and

resc■lcmcnt

COmplcte

IGE

6* To scctre and clcathe followmg lands

pЮJcct sites(1,200m2おr tc Equpment)
before notice of
the bidding
documents

IGE

7* To obtain the planmng, zoning, building permit before notice of
the bidding
documents

IGE

8* To cle征,levcl"ld rcclalm ieお 」。wing sites

l)l"eling alld rcclaimlng the sts(1,200m2お r ic
Eq11lplュ]ent)

2) 2-meter cmba〕kment mu“ bc lmplementcd.

before notice of
the bidding
documents

9* finish below construction work in new IGE Headquarters in

)2m embankment to prevent flood damage

)parking area with roof (approximately I ,200 m2)
)maintenance space with spare parts storage before shipping of

era

0

schcdulcd]1)A 2024

1)fencing

m

bcfbrc lSt batch of

shlpping Ofthc

Eqmpment(■ 1

Apri1 2024)

IGE About
USI)551,000.―

(inCe,pOWer
supply wttcr

Suppけ Onlヽ′
)

10 human rcsources as belorv before soft

lNerv statlrecruitrnent in 2023 autd2024l
023: equipment operator (10), &iverp) and mechanic(20)
02,1: equipment opemtor (10), dr-iv€r(I0) and riiecLtnic(5)

for

o sccurc necessary

$'hen the mandat retrement ees over 60

stait

IGE

ヽ

yC

IGE



years o1d according to Law No. 1 2/20 I 6 (November 20 I 6) comes
into effect, IGE intends to rehire them as trainer on contract basis
in order to secure technical level ofthe services and human
resource development.

11 To subm■ ProJect Momtomlg Rcpo■ (wtt ie result ofDetalled
Dcsign)

before
preparation ol the
bidding
documents

IGE

ら
／
¨

(B/A: Banking Anangemert, A/P: Authorization to pay, N/A: Not Applicable)
*As for Item 4, 6, 7 arrd 8, IGE new headquarters in Hera is under construction according to IGE's own
plans and budget. Then, Item 9 is undertakings of IGE for the Project.

the Pro ect Im lemenktion

10

イ

/・ し

NO Items Deadimc In charge
Estimated

Cost
To issue A"/P to the Agent Bank for the palment to the supplier and
lhe contractor

wifhin 1 month
after the signing
of the
contract(s)

2 To bear the following commissions to the Agent Bank for the
banking services based upon the B/A

IGE

1) Advising commission of A,{P withm l montll

ah tllesumg
Of■e COntaば S)

About 6,000

JPYおr each

A″
2)Payment co■ missЮn for AP every pqnnent IGE About 0.1%

of the
pa),ment
amormt

to ensue prompt unloading and customs clearance at ports of
disembarkation in the country of the Recipient and to assist the
Supplieds) with internal transportation therein

during the Project IGE

To accord Japanese physical persons and,/or physical persons of
third countries whose services may be required in connection with
the supply of the products and the services such facilities as may
be necessary for their entry into the country of tl.re Recrpient and
stay therein for the performance ofthet work

during the Project IGE

5 To ensure that customs duties, intemal taxes and other fisca1 levies
which may be imposed in the country of the Recipient with respect
to the purchase ofthe products and/or the services be bome by its
designated authority without using the Grant;

during the Project Procedure
MoF

Consignee
IGE

Tax
exemptions
are provided

6 To secre tte∞ cess Юad iom to thc Proり ect sie.(Rcpair Of

pothoた si USD200 x potllolcs rcpa■ 10in2/kn x7kn=
USD14,000)

Beお
“

lnlald

trarI)po■ ofthc

equlplllent

IGE m
coord■la―

tlon、、■th

DRBFC

About
usD14,000.-

To bear all the expenses, other than those covered by the Grant,
necessary for thqllnplementatjon of the Project

dwlllg tllc PrOjca IGE

To nohfy JICA promptly of any incident or accident, which has, or
is likely to have, a significant adverse effect on the environment,
the affected communities, the public or workers.

during the
constructiol]

IGE

To submit Project N4onitoring Report after each work under the
contract(s) such as shipping, hand over, installation and
operational training

within 1 month
after completion
of each work

IGE

To submit Project Morutoriag Report (final) (including as-built
& arviiigs, equipmeirt list, photogiaphs, etc.)

within I mond.r

Certificate of
Completion for

IGE

人

鵡 こ2
●プ

Ref

MOF

IGE

4



腰

賑

works rmder
contrac(s)

11 To submit a report conceming completion ofthe Project 61■ollls

completion
■e Proicct

IGE

12 To ensure the safety ofpersons engaged in the implementation of
the Project

the Project

13

14 the Project

o take necessary measures for securilr and safety of the Project the Project lGE
tc

measues fof security)
1)Security facilities (secu.rity fence, security gate, lightlng systenr,
ecurity guard accommoJation etc.)

)Deploynent of security guard at the Project site
)koper gaG control of tJie Prqecr srte

)Secrrity escort for the persons related to the Project when
cmmuting to the Project site

measurcs ねr SarC")

) maintaining the sal'ety of worke;s anri the general public l,y
gh implementation of safeb, 6625s-"r and ilxmr,diaie action

the case of accident

) faffio corltrol aroimd 'ite site(s'r anri o! traiNpoiraticn routes of
Equlpment

at,on offences around the S

ollaboraticn and coordjnation with relevant organization f<.rr

of the enl incl ci n drill.

After the ect

ICE

3

Items lJeadlrrc

cr nplel
ofrhi

2. (C)ther obli tions of the Government of Timor-Leste funded with the Grant

N0 Estimated
Cost

Rcl
h

chaige
To maintain and use properly ald effectir,'ely the Equinrnent provided mder tle
Glant Aid
1) Allocation of mainteoance ccst as below.

Tabl€: Estimatio[ ofAnnual N{ailtenance Cost of Equipment and Vehiclcs during l0 years

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034Annual equ ipment
mainance cost 42 60 78 96 114 132 150 168 187 208

2) Operation and maintenance structlre
3) Routine check / Penodrc inspection

Uniti USDl,000

lGE

123,500/

ycar

average

USD

つ
４ Maintain good collaboration and coordination with relevant organization for

operation of the Equipment including emergency drill before rainy season
IGE Fuel cost

N0
Items

I:)cadlll,c .{nrount
(Mrllion Japanese

Yen)+

Total
* T}re Amount is pror.isional. This is subject to the approval of the Gorenrment ofJapan

_―
`|´1-

`~｀

ノ‐`

ζ_g

IGE

|

|
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pmerflor Dたas“rRたた

Reduction and Recoverv in Timor-Leste
G ra nt Ag reement N o. )mX)ffi(

20XX, Month

Organizational Information

Person in Charge (Desi⊆ lationゝ

Contects Address:
Phone FAX:

Person in Charge (Desi⊆、atbn)
Executing
Agency

Contacts Address:
Phone/FAX:
ED■a■

Signer ofthe(3/A
(RecipЮn0

Line Ministry
Address:
Phone/FAX:

Contacts

Person in Charge
`Designatiol■

)

Project Title

E/N Sigr-red date:
Duration:

G/A Signed date:
Duration:

Source of Finance Goverrrment of Japal: Not exceedirg JPY
Goverunent o{

■1■

灘ど
'

G/A NO.XXXXXXX
PNIR prepared on DDA4卜 VYY

0'

Elmail:

E童、a■

General Information:
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1: Project Description

G/A NO.XXXXXXXI
PMR prepared on DI)A4》 νYY

1‐2 Project Rationale
- HigherJevel objectives to which the project contributes (national/regional/sectoral

policies and strategies)
- Situation of the target groups to which the project addresses

1-3 Indicators for measurement of ,,Effectiveness,,

2: Details of the ProJect

2‐■   Loc■bn
Components Original

(proposed iLtlte oltlite design)
′Lchal

2‐2    Sco of the work

Reasons for modification of sco

2

纂

Indicators Ta r

Qualitative indicators to measule the attainment of ectives0ect

Components
′笙壁Sなアリ

()riginal■

"rο

′,ο sσ″f′′″″ο″′″
Actual*

(PMR,
f

1-l Project Objective

ンυ

1.

|

Y鮭



G/A NO.XXXXXXX
PMR prepared on DDAIMyYY

2‐3 leinentaiOn Schedule

Reasons for chan of he schedule′ 肛ld■er effects On me ect r

2-4 Obligations by the Recipient
2-41.1 Progress of Specific Obligations

See Attachment 2.

%52 Actlities
See Attachment 3.

243 Report on ItD
See Attachment 11.

2～5  PЮ ject Co"

2-S1 Cost borne by the Grant(Confidential until the Biddine)

Compor.ents

Actual

"ε

は οF″″y
″:ο′′ω肋″,

Note 1) Date of estirnation:
2) Exchange rate: 1 US Dol1ar = Yen

Orl摯nd
(proposed tu the
outliru ilesixn)

(′′rr`aF三

“
θ οrsな″″g

rJ`ι G名

"″

rA″″
“
′|″オ)

Cost
(Mi1lion Yen)

orlgmall)′ 2)

(μο′οS′″
`″チ′,ο O″′″″t。

′θSなり

Tot譴

Components Cost

(1′ 000′raka)

Orighal

(′″ο′οSθ″′″r′κο″″力7θ ルSなリ

Actual
(bt case of auy
ttrodi.ft:ntion)

origilla11)′ 2)

(′f′ο′οSθ″′″

ル′ο″′′ルで

″CSは,,

Actllal

/tt_′
０

）

計θ

Ite■ls Actual

2-*2 Cost borne by the Recipient

Original

(′″ο′οS″ i″ ′′ι′ο″
`″

″
`″

sは ,2)

Aclual



Reasoru for the remarkable gaps between the original and actuai cost, and the countermeasures
f an

2-6 ExecutingAgenry
Organizationls role, financial position, ca
Organization Chart including the unit in

pacity, cast recovery etc,
charge of the implementation and number

of

2-7 Environmental and Social Impacts
- The results of environmental monitoring based on AftachmerLt 5 (in accordance with Schedule
4 of the Grant Agreement).
- The results of social monitoring based on in Attachment 5 (in accordance with Schedule 4 of

the Grant Agreement).
- Disclosed information related to results of environmental and social monitoring to local

stakeholders (whenever appiicable).

3: Operation and Maintenance (O&M)

3‐1 Physical Arrangement
- Plan for o&M (number and skiils of the staff in tl,e responsible division or section,
availability of manuals and guidelines, availability o{ spareparts, etc.)

institutional and organizational arrangement (organogram):
human resources (number and abitity of staffl:

Original (at the time of ou.tline design)

Amal(PMRリ

narne:

role:

financid situaion:

Original @t the time of outlirre design)

Acmal(PA4Rリ

Budgetary Anangement
- Requirerl O&lvI cost and aciual budget allocation for O&Ni

Original (nt the tine of ot{ttitrc design)

Ｚ

．

3‐2

計 (∂

G/A NO.XXXXXxxl
PMR prepared on DDA4ト ケYY

Note: 1) Date of estimation:
2) Exchange rate: 1 US Dollar =

(PMR,

イ

“

ン



G/A NO.XXXXXXX
PMR prepared on DDAO″ YY

Actu」 (PMR,

4: Potential Risks and Mitigation Measures

Potential risks which may affect the project implementatiorg attainment oI objectives,
sustainability
Mitigation measures corresponding to the potential risks

Assessment of Potenfial Risks at tlrc thrc ο:ι ′′:πθ′csi.

Actlon

一
●

Potential Risks

Moderate Low

Assessment

Probabili

Analysis of Probabilibl_■■dl■p21t:

Mi些[型二on M9■,ures

Action required during the implementation stage:

⊆塾菫E9■9_Plall(r apphable):

1. (Description of Risk)

Probabtt■」igュ/M9dcrate/Low
塾 匹 堕 塑 些 壁 生基9W
Analysis of Proba 堅ld■■22壁 :

Mitigation Measures:

Action requfued during the implementation stage:

P墜豊【三2221量 abb):

2. (Description of Risk)

PrgLabi■里■1王igl1/、loderato/Lo、マ
hnpact: High/ Ii{oderate/ Lon,
Anal17sis of Probabi1li■■d111lPact

ltttitt119■ VeaSureS

3. (Description of Risk)

uired drrr the i■■ lementation sta

Inlpact:High/Ⅳ Ioderate/Low

しイ4/t



COntin笙聖聖Pい (ヽf app

Acfual Situation and Counterrneasures
(PMD

5: Evaluation and Monitoring Plan (after the work completion)

5-1 Overall evaluation

Please describe overall evaluation on the proiect.

5-2 Lessons Learnt and trteccnrmendations
Please raise an1'lessons learned frorn dre project experience, which niir,,hi te valuable for the
future assistance or similar type oi projects, as well as anv recommendaticrrs, v,,hich might be
beneficial for befter realization of tl-ie project effect, irr.pact and assurarce of sirstaina

5-3 Monitoring PIan of the Indicators for Post-Evaluation
Please describe monitortrg methods, section(s)/department(s) in charge of monitoring

the tenn to monitor the indicators s ill l-3.

6
ィ/
レ Gの

G/A NO.XXXXXXX
PMR prepared on DDA4ト リYY



G/A NO.XXXXXXX
PMR prepared on DDA4MyYY

Attachment

1. Project Location Map
2. Specific obligations of the Recipient which will not be funded with the Grant
3. Monthly Report submitted by the Consultant
Appendix - Photocopy of Contractols Progress Report (if any)

- Consultant Member List
- Contractor's Main Sta-ff List

4. Check list for the Contract (including Record of Amendment of the Contract/Agreement and
Schedule of Payment)

5. Environmental Monitoring Form / Social Monitoring Form
6. Monitoring sheet on price of speci{ied materials (Quarterly)
7. Report on Proportion of Procurement (Recipient Counhy, Japarl and rhird Countries) (pMR

(final )only)
8. Pictures (by JPEG style by CD-R) (PMR (final)only)
9. Equipment List (PMR (tuul )only)
10. Drawing (PMR (final )only)
11. Report on RD (AIter project)
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Responsibility and Demarcation between IGE and Relevant Organizations

1. Assignment of IGE and Relevant Organizations

The tables below shows the assignment of the IGE and relevant organizations based on the relevant
Decree Laws.

1) Equipment Management Institute (IGE)

In order to ensure the efficient use of construction equipment and vefucles, the Govemment of rimor-
Leste established a public institute, Equipment Management Institute (IGE), which assumes the
assignment shown in the table below based on the DECREE-LAW No. 1112006 of Apil l?th.2006.

Assi ment of IGE

Souree:DECREE-1′ Aヽ′No.11′ 21 60fApnl121■ .2006

2) Directorate of Roads, Bridges and Ftrood Control (DRBFC)

The Directorate ofRoads, Bridges and Flood Control (DRBFC) is the n.rain department in charge of
development and tnanagement ofroad, bridge, arrd flood control measures by infi"structure (structual
measures) in Timor-Leste, rvhich assu.mes the assignment shown in the table belorv based on the
Ir4inistelial Decree No. 25/MOP/2013 of 11 Decemher 20t 3

N。 ent
a) To advise ttre Minister of Transport and Communications in the formulation ofthe policy defined for the

ation and conservaticn ofhea vehicle and other
b) To assess re needs in all matters of interest to the ofsuch t

To promote ard implement actions aimed at the good management and exploitation ofhealy goodsvehicles,
machin and other state ul al at the ofits

C)

d) To collaborate with other entities responsible for iurplementing infrastructure policy with a view to
use of state machin

e) To provide all information on the operetion ofthe conceming tle use ofheary goods vehicies, healy- Cuty
niachin end other under the ahons
To centralize the procedure for applications for the use of state heavy vehicles by the services ofthe centra.l
or local administration or other official entities

0

g) To create manage and maintain a databxe on information updated on all hear.y vehicles, healy- dury
machines, aad other equiptnent and its evolution in general, inclrrding fhe registration of its users a1d the

offuel

h) To collaborate with the heritage services of the Ministry of rhe Plan and Finance in the sharing of
information on the regisAation of heary goods vehicles, machinery, and other equipment for regisfation

To study, propose and de',,elop legislative projects, procedures or other administrative measures aimed at
inl ro the mm t and eration of vehicles mach and other

1)

j) To ensure the conservatiol and repair ofthe vehicle fleet heavy dury equipment, machinery, and other state
equipment, creating and maintaining own workshops or establishing service confacts with other entities

blic or V

k) To ensure participation or collaboration in relation to other national and intemational institutions that pursue
purposes in the construction of road rmdertakings, public buildings, and housing, in particular wi& the
public services of central O二 loci g≦とyQ]mel,t;

1) To perform the other tasks assisned to it壼上墨

喜 こく2
礫́
`
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a) To or thetep of ects constructiforrepare, promo repp arallon, ansl0n dPIOJ on, works forexpan rmplovemen
adsIO bri and other

b) To
incl

thensure e constructlo conserv ondt and tenanmarn ofcen, anroads d *reln natlonal netwobridges rk,
on and control of floods and waters of other naotler works for dre

c) other seryices and competent public entities, legislative and regulatory
projecls for the public works sectol including for the improvement of the safety conditions of roads and

To prepare, in collaboration with

other means of communi

0 register on the conditions of maintenance of roads, bridges, a.nd other
communlcatlon routes

To maintain an updated

e) services and public entities, the articulation between the national ptan ofthe nationalTo promote, with other
road network aad the road lran networks
An others that the law assi to it

Assi mentofDRBFC

Sour(ェ :lИini● enal Decree No 25△4()P/2013 0f ll Decclnbc1 2013

3) Bee Timor-Leste (BTL)

Bee Timor-Leste (BTL) is a public company responsible for ensuring the supply of water and basic
sanitation to citizens, which assumes the assignment shown in the table below based on the DECREE-
LAW No. 4l /2020 of 25 September 2020.

Assi ent ofBTL

Source: DECREE-LAWNo. 41 /2020 of25 Septemher 2020

2. Roles and Demarcation of IGE and Relevant Organizations in Disaster Risk Reduction and
Disaster Response

The tables below shows the roles in disaster risk reduction and disaster response of IGE and relevant
organizations with regard to this Project:

To the Govemment in and sanitationwater_o_
b) To the Govemrnent in financial resources for the secto
c) To mote the efficient use of
d) To enswe the public supply of water in accordance with Article 13 of thjs Decree-Law, through the design,

construction, operation and management of water supply systems, promoting collection, featmen!
adduction and distibution of、 vater fbr continuous and efficient basisona

e) To ensure public sanitation through the design, construction, management, and operalion of pubtic
wastewater sanitation systems, promoting drainagg treatment and disposal of domeslic and industrial
effluents, as well as the transport and reception of efiluents from septic tank cleaning, on a regular,
continuous and efficient basi

う promote continuous improvement of water quality through plans and prcgrammes to be developed forTo

this ose
g) To establish contuol and inspection measures to eliminate illegal connections and discharges to public water

and sanitation stem
h) To Promote any other industrial, commercial, research or service provision activities, namely conceming

the water cycle, throughout the national territory;
il To support and participate in the des ign of lesisl ative proposals on the sector

ノ
′

し
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No. Elsponsiblg lVorkArcas ICE DRBFC BTL Remarks
Disaster Risk Reduction work

1-1 Road maintenance マ ヽ
‐

ヽ IGE will be involved in road
maintenance from 2023.
*Currently under consideration for
approval ofdegree law.

t-t マ ヽ
‐

， DRBFC reviews dre design and
specifi cations of the river maintenance
works and requeslg the works to IGE

l-3 Drainage channel maintenance ヽ

‐

ヽ
ヽ

‐

ヽ
・

―

ヽ

1-4 Drainage punrp truck maintetarce マ

1-5 Planning, design and supervision of
river channel and drainage
mdntenance work

‐
Ｎ マ

Recovery work
2-1 Road rehabilitaion

‐ヤ
． ヾ

ヾ N

2-3 RIver channel rehabilitanon ヽ
，

ヽ マ
Drainege charrnal maintenznce and
rehabilitation

マ マ マ DRBFC is irr chruge of drainage
channels associated wi:h roads ard
BTL is in charge of main drainage
channels in Dili.

Drainage pump truck operaticn マ
ｌ
ヽ New role by this Projec't agreed ir

MoU on 24s Max 2022.
2-6 Damage assessmeot and recovery plan.

design aad supen ision oft\e
rehabiiitation rvo*

t- ヾ

II
Demarcation of Roles amo IGE and Relevant O izations

DRBFC is in charge of drair:age
channels associated witlr roads and
BTL is in charge of main drairage
channels in Diii.
New role by this Projcct agreed irr

MolJ oe 24'h May,2022.

DRBFC and BTL review the design
and specifications ofthe DRR works
and the works to IGE

DRBFC and tsTL revicwthe design
and specifications of irhe recovery
works of anC st r-he v,orks to IG.E

@*,-. ,

River chamel maintenance

Road clearing (removal ofdebris) to
secure traflic
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ll,lemorandu nr of Understanding

bet\1.een

Bee Tinror-Leste Enrpresa Publica of the l\,Iinistrr of Public Works

and

Equipment Planagement Institute of the Ministry of Public Works

to Utilize the Equipment Protured urder Japanrs Grant Aid Project,

the Project for Enhancement of Equipment for Disaster Risk Reduction and Exrl.y Recoverl.

in Timor-Leste

This l\,lcnrorLldriur of Undcrctanding (hcrcinaftcr rrricrred to as "i\.lOU-) sets tbr thc lL'i.rns and

undcrstajldillg bctrrccn llrc Bee Tinror-l-este Entprcsa Publica (hereinafier rcfirred ro as "81L") and

the Equipnrr'nt llanagcn]ent Institute (hereinaftcr rel'crred fo as "lGE") to utilizc thc cquiprncirt to bc

man:ured br ICE cffcctir clr in closc collaboration rr ith BTL.

l. Objectiles

The objectir es of this N'IOU rre Io xgrrc on thc s.r\iccs to bc pcrtbnucd br ICE in trtiiizing tlrr:

cr;Lripmclt \ hich r\ould bc prccur:d undcr Japan's Grant .{id Project. rlre Prqcct for Enh:urccrncnt of
Equipn:ont fbr Disaster Risk Reductiorr ald Earll' Rccoycn. {lrereinafter refcr^*d to as "1hB Poject"). if
Japancse gor emncnt allpro\ c the Project. 'Ihc scrr, iccs aim to contributc to thc clisastcr risk reductiorl-

rnininrizing ofdairiag':- and thc carlr rccor c11 i'it-rin dislstcn.

2. Scope of Servires

Seniccs l,.r o\\n- lllallagc. s!'t up. opcratc- ri:r'nor e- arrd storc thc equiprriclrt 3s pirt o1'rlisastcr risk

icduction eld earlr rccovcn rrorlis sitlr B'fi,

3. Disaster Risk Reduction and Early Recoler,r, Operations

BTL shall rcqucst ICE to trinspon and opemtc the cquipnrcnt stiptrl:tcd jn l.:trorc \hcn dccmccl

rlcccssan rn pcacc tilrc and dLrring,/after r dislst..r.

BTL shall rcqucst IGE for DRR t orks tbr drainaqe ruaintc:rr.,ncc (inch.rdina clcaning) ill p0ac0 tinc aod

also requdst tbIearlr rccor crl rrot*s of r{mrnlgc clranuels duriuq,/alter disastcl.

tlltr':tt tr:ccir,tng r rcqucst liont BTI-. IGE shall plonrptl\ collcci inlonri:rtjorr on the c(luiprrrnt xnd

pcrsonncl- ittriurgc for thcir dci:lor ntcnt. and dispatch tire equipmcnt and scn iccs as soorr ls possiblc in

ordcr to rcspontl lo thc rcqucst.

Oltcrxtioll of lht'el'airtt:.l:e ltunrp trtrck nc!)(ls acchr)icitl lnoir lcti_ltc on dmiirrr{c sr stcnt oj'llrc ltlqal sitc

BTl. shdl proridc gLrtd.lncc;rnC 1:crsonncl lor instali:rtion and oitrrltiol Lrl'tlre dlairaee purnll lrirck

lionr rc tcchnieal \ic\\lloints in thc c\cnl oia tloodinu.

{. Establishrlent of Equipnrerrt Request S\.stern

B-lL and ICE shall cst:iblisll u ,.qurpnr(r]( r((tu(st \\!tcnr rnd shrll nreirrain I list o1'such

cirtu rttrm icll iorr srstcnr lhicll iscffcclirr in both pctcr-: tinrc md dir rtgiaiic:.ilisest,.-r'.

IGE shall asccrr:iin rlrc t\llc- qualtlt\- and l:cltion ,lflthc r-quipnr.rtrt rurcicr rrs cr.rntioJ iutii rcllotl 1o Bl-l_

br tlrc cnd 0l ,'w()\ L'll'lbcr 1;iior lo thc rilil\ sca:on itcl: rilr lrt lli. eiili ui'rrriril'lrrrciirrrrs pl'llt.r

n′し″′/
' 1 暑こコン



cquipmcnt. ICE shall pronrpth rcpolt to BTL

6. Training

At least orlcc a 1'ear. beforc tire rain\ scoson- BTL- ICE afid othet relcvant organizations shall conduct

a joint drill to strcllgthen enrergenc\ conrmunication svstcm and coor d ination/collabo ration i}l thc

operation o1'the cquipilcril

7, Expiration dare

Tlte lltoU sha.ll bc raiid for onc rear tianr thc date ofccnclusion. Hotcrcr- il'ngithcr panr nrakcs a

rcqucst at least orl(r ttlonth prior to tht crpiratiorr of thc tcrm. Lho l\.{OU shall bc c\tcnded for arothcr
onc rcar' ard thc saute shall apph tlrertaftcr. If thcrc is a change in the responsiLrle pcnon (sistlaton )

of th. olgarization. dte ncrr rcsponsiblc pcrsorr shall imnrediatt-h infonn thc othcr and thc ne11

rcsponsible persoir shali sign rhis l!{OLi

8. Darnage report

In the event tltat anr damagc is caused to a third partl or to pcrsoluel or eqlliprrcnt a's x rlrsult ofthe
p!'rfonnaJlce cf thc scnices- IGE shall r"1lort thc s;tuation to BTL in rriiting rrjthotrl dclar aftcl the

occurrclco ol'such dantagc and shall corrsult nith BTL on thc nteasures lo bc taker.

9. Olhel uratters

If a:r! maner is llot stipulatcd in drrs NIOlI or if anr question ariscs rcganlinr this l\,lOLl. BTL and IGE

shall discLrss J]]d dclcnnin,": Il)c ntilltcr in.:acb casc.

Dili.?i4\lx\ lol2

For and on bchall' l:or and on bchalfol'

Equipntcnl \'lrnirgcnrcut Insljlutc (l(l E).

A,linisur cf Public \\brks

Bc'c Tinror-L rcsa Ptl)lica{3TL).

ivl i:r is tn

lヽr Carl i dos Reis \ls. Eruenegilda Da Costa Laurculina

Presidcrt

0

Prcsidcut

E

ublic

イ́ ヽ

勝ご3-

5. Cost:haring

Basic operation ard tuaintenance of the equipmcnt shall be colered br the lGEs oper"tiltg budgei.
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i\{enrorand um of Llnderstanding

between

Deparlnrent of Road, Bridges and Flood Contr.ol ofthe Ministrl.of public Works

and

Equipment 1\lanagement Insritute of rhe l\tinistry of public r#orks

to Utilize the Eqrripnrerrt Procured under Japan,s Grant Aid project.

the Project for Enharcernent of Equipmerrt for Dis;rster. Risk Reduction and Ear.i1' Recovery

in'l'imor-Leste

l. Objectives

Thc objectilcs of this h4OU are to ilgrec on !ii,: -seriic;s to bc ;:cr{oirncd bi. IGE in rrrili;:i1q thc

cqiripnlclt \hich rlould bc procured undcr .lapir's CnIt Ai,l Projcct- th,; Prqcct for E;ihanoonre;l of
Equipnrcnt fci Drsaster Risl Rcdurtion aurd Earlr Rc:r,r,,'r',, (ireleinefter ;;fen -{ tc as -tl}c project")- ii
Japancsc go'cnlracl1t approlc the Proicct. Thc scn ic-'s ain to contributc to th: disastcr ri.r. .e<tuction-

tt,linimiziug arf dllnlagd- and tlre carh recor cn 1l ou'r ,,iis.r-ste n.

2. Scope of -services

s{rr\ r!'cs [o or\r]- [1tuag0- sot nli- opcratc. rci]r{}i o. tu]cl sto:e tltc cquiprr':ert as pafi of riisa^cicr risk

n:eluction ancl carh rcco\cn uor{rssith DRBFI

J. Disaster Risk Reduction and Early Recoverl fiperations
DRBFC shall rcqtrcst ICE to tnnsport and opcralo tlic cquiplr'rent stipulatccl in 2. aboru iri;in dcer:red

{icccssary irr pcacc t!nte aud durine/aftcr a disaster.

DRBFC' shail rcqucst ICE lor DRR lo:*s fr:r lond ruairrtcnalcc- rir cr mlprovcnlcni alri drainaqc

tnalitrtcrincc (inclLrdirru clcaning) iu peacc tirnc and also rcqLrest fbr earh rccolcn \\ orks 01: road a,td

rir err duriug,'after disastcr.

Upon rcceJr.inu a lcqncst i'r'om DRBFC. ICE shall prorrptJr collccl intbnn:rtigtr on the cquipnrcnl anrl

1;crsonncl- an angc tbr thcir deplo\ nlcnt- :rnd dispnlch thc uqiripment and scn iccs as soor as possiblc in

orrlcr lo rcsltond to the rcquost.

Opcntion of rhc drainagc p n'ilt truck nccds tcchirical Lnorr,lcdac on floocl rnanagenldllt ol thc trtgr-t

site DRBIr(' sholi prcr'idc uuidancc and pcnonnel lir iristallation 3rd .rpumtiotl of thc drainagc pump

tlrrcL il.crur lhc tcchnicll i i..ri poillts rn llrc cr cnt of :r lltiotlirre.

{. Establishnrent of Equipntelt Request Svstenr

DRBFC u1d IGE shLrli cstalrlish tr cqurfrrrlcnt rcqucst s\ st.)n lnti shall ruaiutniu rr list of such

cort'trnuuicatiorr sr stclt rr lrich is cil'cclir,-r in boih pcacc limc rd durinclaficr djslstci.

Tlre IGF shlill xsccrlxin tlic trl)0. qnxntil\. md locatioir of thc cquiDlrcnt ur:ilcr its control itld rji-ioft to

・
ι

′

F"""-rv

This h{srloranduni of Understalding (hclrinaiicl rc Fcrrccl to as ,'i\.lOU.-) scts for thr. tsnls an(i

urldcrstanding bct$r:cn thc l)cpartmcnt of Road- Bncgcs arrd Fiood Control (hcruin31ior rcri:rrcti ro as

"DRBFC") ard thc Eguipment ll{an€cmcnt Institute (lrereinaltcr rct'ericd to as "lGE') ro utilize rhc

equipment to bc maragcd bi iGE effectir.ell in closc coilab<..,ration rr,ith DR_BFC.



thc DRBF(- bv thc cnd of Nor crnbcr prior to fhe rainl scason cach vcar ln thc cvcnt of maiftinctions
of thc cquiplrcnt. thc tCE shall promptlt.report to the DRBFC.

5. Cost sh*r'ing

Basic operation ard nraintenancc oflhc cquipmcnt shall bc cor.crud bv ttrc IGE's opcrating budget.

6. Training

At least oncc a rcar- before the rainr seasou" DRBFC- IGE and othcr.clc\aat orllal]izatiolls shall
conduct a joint drill to strcr.rgthen emcre{inc\ corrrnluIicatror] s\ stem atld coordinatiol/collaboration in

ths opcratior of thc ccluipmcnt.

7. Expiration date

The lvloU shall be ralid lbr onc rcar {:rorn thc date ofcotclusion. Horrijr,er- if neithcr partr. rnakes a

rcqucst at lcast onc nlonth pdor to the crpintlol of tha temt. the MOU shall be ertended for anotlrcr

o:rc |car. ard thc s&rre shall appll thcrcaftcr lf there is a chanse in thc rc,sporrsiblc pclson (signatorr )

of the oruaflization. dtc rcr,' rcsponsiblo person shall imrncdiatcli. urfonn thc other rnd the nerr.

rcsponsiblc pcrson shall sign this Ir.tOU.

$. Damage report

In the elent that arl dan'tagc is caitscd to a thircl pan\ or to pcrsonncl or cqrripnrclt as a rcsult of rlre
pcrfonnarcc of thc scn ices. ICE shall rcpofi thc situation to DRBFC in rr rrring rr ithout delav afrcr thc
occunr:ncc of srrch clanrage and shall consLrlt rr ith DRBFC on Lhc rneasures to be takcn.

9. Other mrtters

Ifan\ nrsttcI is r]ot stipulelcd in this l\,toLl or ifanv qucs{ion ariscs regording this 1\,IoLt, DRBFC and
ICE shall discLrss and dctcnninc the ntatter iu each casc.

Dlli.14 Мa、 2o22

For ancl or bchall'ol-

Dcpartnrcnl ol' Road- Bridgcs and Flood Coltrol f DRBFCl.

l',{iri-rln of Publir \VoAs

For and on bchalfo[

Equipurcnt l\lanagcnrcnt Ins(ihrrc (lCEt_

h,{iuistn ol PubLic \\iorks

ノ  ′
E「  ｀

月ヽ ・イ

螂 蠅 曲 鵬
.

crnari E GuLcrrcs

Dilcc Ce ncm I ol' 1\lilistn of Prilrlic \\;olks

L{s Erurcnc.gilda Da Costa Laurentrna

Pr,-'sidr:nt
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

 「東ティモール国災害リスク軽減及び復旧のための機材整備計画」（以下、「本プロジェクト」

と称す）は、東ティモール共和国（以下、「東ティモール」と称す）における災害リスク削減・復

旧のための建設機材の管理・運用を担う公共事業省建設機械管理公社（以下、「IGE」と称す）が

保有する機材のうち、老朽化した機材の更新・整備を目的として建設機材等を調達するものであ

る。 

IGE は、平時は公共事業省、その他機関、県、村等自治体からの依頼を受け道路や河道の整備

を行っているが、災害発生時は保有する建設機材を被災箇所に送り、政府の即応部隊として道路

啓開や流木の除去、河道掘削を行うなど、災害リスク削減と復旧の両面において重要な役割を担

っている。IGE が保有している機材の約半数は、我が国の自衛隊から 2004 年に供与されたもので

あり、既に老朽化が進行しており、機材の更新・整備が喫緊の課題となっていることから、本プ

ロジェクトの計画準備調査を実施することとなった。 

本プロジェクトのソフトコンポーネントでは IGE を主な技術移転対象とし、関係機関である公

共事業省道路・橋梁・治水局（以下、「DRBFC」と称す）、東ティモール水道公社（以下、「BTL」
と称す）も対象とすることで、3 機関間の連携による調達機材の適切な運営・維持管理の体制構

築を目指す。 

ソフトコンポーネントは、本プロジェクトによる機材調達を踏まえ、①災害時応急対応及び復

旧工事の改善、②排水ポンプ車の有効活用、③平時の河道や排水路の維持管理活動の改善を目的

として実施する。なお、メーカーによる初期操作指導・運用指導は、機材の運転・維持管理を中

心に実施されるのに対し、本ソフトコンポーネントは、機材を有効に活用するための関係機関の

体制や責任範囲の明確化、能力強化を目的として実施するものである。 

以下に、これらソフトコンポーネントが必要である背景について記す。 

 

①  災害時応急対応及び復旧工事の改善 

 IGE は、これまでも災害時、図 1.1 に示すにように DRBFC、BTL、国民保護庁（CPA）、東ティ

モール電力公社（EDTL）、県/村等の自治体等

からの要請に応じて災害時応急対応・復旧工

事を実施しているが、公共事業省の関係機関

で災害情報、インフラ被害情報が集約・共有

され、人的被害や経済被害削減に資する活動

に優先的に機材を活用できる体制構築が望

まれる。 

 

②  排水ポンプ車の有効活用 

 ディリ首都圏では、政府機関が多く位置す

る Caicoli 地区や大統領府周辺においてたび

たび内水や中小河川の氾濫が発生している。

これら地区の浸水被害の防止・軽減を目的として、本プロジェクトでは、排水ポンプ車 2 台を導

図 1.1 現状の災害時応急対応の流れ 

公共事業省 CPA

EDTL国会議員

DRBFC
/BTL

道路・橋梁・河道・排水路
の応急復旧工事等

県・村等 IGE
業務要請

業務要請 業務要請

活
動
報
告

業
務
要
請

業
務
実
施
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入予定であり、効率的な運用のために排水ポンプ車運用マニュアル作成及び排水ポンプ車チーム

の形成・訓練の実施が望まれる。 

 

③  平時の河道や排水路の維持管理活動の改善 

 DRBFC は、次の雨期に備えて、コモロ川の低水

路の掘削を民間企業に委託して実施している。2022
年には、第二床止め工からベモス川との合流点まで

約5kmの区間について河道掘削を行う予定である。

また、BTL は、Dili の排水路の維持管理に関し責任

を有し、排水路の流路断面確保のために堆積した土

砂やごみの除去を行っている。 

 このような平時の活動にも IGE の機材は有効で

あり、第一回現地調査で関係機関と交渉し、IGE-
DRBFC 間並びに、IGE-BTL 間で MOU を締結した。

これにより、平時の災害リスク削減活動に向けた一

層の連携が期待される(図 1.2)。河道や排水路の維

持管理を河川管理の視点から適切に実施するため

に、河川・排水路の維持管理マニュアルの作成及びマニュアルに基づく研修が望まれる。 

 

2. ソフトコンポーネントの目標   

 上記背景を踏まえ、プロジェクトの効果発現と持続可能性の観点から以下の目標を設定する。 

目標 1 
本プロジェクトにて調達予定の建設機材が、優先度の高い災害時応急対応・復旧工事に有効に活

用され、人的被害・経済被害削減に貢献する。 

目標 2 
本プロジェクトにて調達予定の排水ポンプ車が、関係機関の連携･協働により効果的に活用され、

都市部の浸水被害防止や軽減に貢献する。 

目標 3 
本プロジェクトにて調達予定の建設機材が、平時における河道･排水路の維持管理に有効に活用

され、災害リスク削減に貢献する。 
 
3. ソフトコンポーネントの成果   

 本プロジェクトによるソフトコンポーネント完了時の直接的成果を以下に記す。 

成果 1: 関係機関からの様々な災害時応急対応要請を踏まえて、災害情報及びインフラ被害情報

が公共事業省に集約されるとともに、関係機関に共有され、関係機関が連携・協働することによ

り、人的被害並びに経済被害削減に資する災害時応急対応及び復旧工事が適切に実施されるよう

になる。 

図 1.2 MOUに基づく IGEと関係機関の連携 

IGE

公共事業省

• 平時の道路の維持、河道整備、排水路の維持管
理を通じた災害リスク削減活動

• 発災時/災害後の道路、河道、排水路の復旧活
動

• 排水ポンプ車による洪水対策

機
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（「2.ソフトコンポーネントの目標」のうち、目標 1」に対する成果） 

 

成果 2: 本プロジェクトにて調達予定の

排水ポンプ車が、IGE、DRBFC、BTL間の連

携・協働によって有効に利用され目標２、

都市部の浸水被害の防止や軽減に活用さ

れるための体制と技術が備わる。 

（「2.ソフトコンポーネントの目標」のう

ち、目標 2」に対する成果） 

 

成果 3: DRBFC や BTL の要請に基づき、

IGE による平時の河道や排水路の維持管

理活動が雨季前に適切に実施され、洪水

リスク削減に貢献する。 

（「2.ソフトコンポーネントの目標」のう

ち、目標 3」に対する成果） 

 

4. 成果達成度の確認方法   

 本プロジェクトによるソフトコンポーネントの成果達成度を確認するため、成果ごとの確認項

目を以下の通り設定する。達成度の確認は、コンサルタントによるソフトコンポーネント対象者

へのヒアリング及び事後アンケートによる評価を踏まえて行う。 

成 果 達成度の確認項目 
成果 1: 
関係機関からの様々な災害時応急対応要請

について、災害情報及びインフラ被害情報

が集約され、関係機関間の適切な判断に基

づき、人的被害並びに経済被害削減に資す

る災害時応急対応及び復旧工事が適切に実

施されるようになる。 

1.  災害情報、インフラ被害情報の連絡体制、機材要

請手続きが確立されているか。 
2.  職員の安全対策並びに被災道路等の住民に対す

る安全対策が確実に実施されているか。 
3.  災害時応急対応の要請内容および対応事項が、時

系列で記録されているか。 
4.  災害時応急対応の優先事項を判断する会議が開

催されたか。 
5.  災害時応急対応記録が残されているか。 
6.  5.に基づく対応評価会議が実施されているか。 

成果 2: 
本プロジェクトにて調達予定の排水ポンプ

車が、IGE、DRBFC、BTL 間の連携・協働に

よって有効に利用され、都市部の浸水被害

の防止や軽減に活用されるための体制と技

術が備わる。 

1.  災害情報（降雨予測、都市部の浸水状況）、排水ポ

ンプ車運用に係る連絡体制、機材要請手続きが確

立されているか。 
2.  職員の安全対策並びに活動に伴う地域への安全

への配慮が確実に実施されているか。 
3.  排水ポンプ車チームの編成が維持されているか。 
4.  排水ポンプ車チームのメンバーの役割が明確に

なっているか。 
5.  排水ポンプ車の運用手順がメンバーに理解され

図 3.1 成果 1災害時応急対応･復旧工事改善のイメージ 
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ているか 
6.  交通規制等の手続きが適切になされているか。 
7. 排水ポンプの使用後のメンテナンス・収納が適切

に実施されているか。 
8. 災害時応急対応後に対応評価会議が実施されて

いるか。 
成果 3: 
DRBFC や BTL の要請に基づき、IGE による

平時の河道や排水路の維持管理活動が雨季

前に適切に実施され、災害リスク削減に貢

献する。 

1.  平時の連絡体制、機材要請手続きが確立されてい

るか。 
2.  職員の安全対策並びに被災道路等の住民に対す

る安全対策が確実に実施されているか。 
3.  河道･排水路の維持管理における技術的留意点が

周知されているか。 
4.  河道･排水路の維持管理の仕様が依頼側、IGE 側

で確実に合意されているか。 
5.  交通規制等の手続きが適切に実施されているか。 

 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画）   

(1) 活動内容 

 本ソフトコンポーネントにおける活動内容を以下に示す。 

活動項目 実施機関の対象組織 該当する成果 
(1) 災害時応急対応及び復旧工事の改善 公共事業省、IGE、DRBFC、BTL 成果 1 
(2) 排水ポンプ車の活用 公共事業省、IGE、DRBFC、BTL 成果 2 
(3) 平時の河道や排水路の維持管理活動の

改善 
公共事業省、IGE、DRBFC、BTL 成果 3 

 本プロジェクトのソフトコンポーネントは、上表に示す対象組織を対象とした受注コンサルタ

ントによる直接支援型とし、ソフトコンポーネントの成果を達成するための活動内容を成果ごと

に以下に示す。 

 なお、講義・訓練等が受講者のみの知見に留まるのではなく、これら技術移転活動が持続性を

伴うことが重要である。このため、今後関係機関で当該業務に新規に従事する職員の研修に本ソ

フトコンポーネントで提供する講義・訓練成果が活用されるべく、講義、訓練の全てを動画とし

て記録（DVD で配布）し、各機関が実施する職員研修で活用できる状況を整備する。 

 

1) 成果 1 に対する活動【活動 1】 

(a) 必要な技術者・業種 

 公共事業省、IGE、DRBFC、BTL の災害時応急対応担当責任者 

(b) 技術水準 

現状の技術水準 必要とされる技術水準 
関係機関からの様々な災害時応急対応の要請を

IGE の役員が検討し、業務実施の可否を判断して

いる。 

IGE の災害時応急対応・復旧業務をマニュアル化

し、関係機関との連絡体制、業務実施判断、対応

チームの派遣、業務実施、チーム撤収の一連の業

務の流れを明確化する。 
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(c) 対象者 

IGE 災害時応急対応担当責任者及び上級職員 3 - 4 名 

DRBFC 同上 3 - 4 名 

BTL 同上 3 - 4 名 

(d) 実施方法 

実施場所 IGE 本部（ディリ） 
実施期間 国内準備：講義資料、災害時応急対応・復旧業務マニュアル案作成（活動日：10 日

間） 
現地活動：講義、ワークショップ及び実働訓練（活動日：16 日間、移動日 4 日、休

日 3 日） 
活用教材 災害時応急対応・復旧業務マニュアル 
実習用機材 - 連絡用携帯電話 

- パソコン 1 台 
活動内容 本研修は、洪水、土砂災害等の災害発生時、災害情報及びインフラ被害情報が集約

され、関係機関間での情報共有に基づき適切な判断がなされ、人的被害並びに経済

被害削減に資する災害時応急対応及び復旧事業が適切に実施されるように、災害時

応急対応・復旧業務をマニュアル化し活動の改善を図るために実施する。 
以下に、活動内容を示す。 
1. 国内準備作業 
・ 情報収集・整理 
・ 災害時応急対応・復旧業務マニュアル(案)の作成 
2. 現地活動 
・ IGE 及び関係機関の災害時応急対応・復旧の課題の抽出、評価 
 （情報収集、情報伝達、情報集約・共有、状況把握･分析･意思決定、DRBFC･BTL

の工事依頼内容、対応実施、対応実施後のモニタリング、報告・広報等各段階に

分けて抽出） 
・ 災害時応急対応・復旧の改善案の検討 
 （情報収集、情報伝達、情報集約・共有、状況把握･分析･意思決定、DRBFC･BTL

の発注者責任の明確化及び IGE に提供すべき必要情報（設計や作業仕様、スケ

ジュール等）の整理、対応の実施、対応実施後のモニタリング、報告・広報等各

段階に分けて検討） 
・ 職員の安全対策並びに地域住民の安全対策に関する講義 
・ 改善内容の災害時応急対応・復旧業務マニュアル案への反映  
・ 上記マニュアル案に基づく災害時応急対応図上演習の実施、実働訓練の実施、マ

ニュアル案のレビュー 
 

 

2) 成果 2 に対する活動【活動 2】 

(a) 必要な技術者・業種 

 公共事業省、IGE、DRBFC、BTL の災害時応急対応担当者 
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(b) 技術水準 

現状の技術水準 必要とされる技術水準 
東ティモールへの排水ポンプ車の導入は、本プ

ロジェクトが初めてとなる。 
IGE、BTL、DRBFC 等の職員から成る排水ポンプ

車チームが形成され、必要な時に確実に排水活

動を行うことができる。 

(c) 対象者 

IGE 排水ポンプ車チーム責任者 
排水ポンプ車チームメンバー 

責任者 1 名 
5 名×4 チーム=20 名 

DRBFC 洪水管理担当責任者 1 名 

BTL 都市排水担当責任者 1 名 

 (d) 実施方法 

実施場所 IGE 本部（ディリ） 
実施期間 国内準備：講義資料、排水ポンプ車運用マニュアル案作成（活動日：10 日） 

現地活動：現地調査、講義、図上演習（活動日：16 日間、移動日 4 日、休日 3 日） 
   実働訓練（運用指導と合わせて実施） 

活用教材 排水ポンプ車 1 台 
移動用車両等 

実習用機材 - 連絡用携帯電話（各自） 
- パソコン 1 台 

活動内容 本研修は、内水・小河川の氾濫による浸水被害の発生時に、IGE 及び関係機関が連

携して排水活動が実施できるように、排水ポンプ車運用マニュアルを作成し活動の

確実な実施を支援するものである。 
以下に、活動内容を示す。 
1. 国内準備作業 
・ 情報収集・整理 
・ 排水ポンプ車運用マニュアル(案)の作成 
2. 現地活動 
・ 現地調査 
 （排水路網、排水ポンプ設置可能箇所、排水先等の調査･事前設定） 
・ 関係機関の調整 
 （排水ポンプ車チームの形成、交通規制等） 
・ 排水ポンプ車運用研修（座学） 
 （指示命令系統、情報伝達、状況把握･分析･意思決定、排水ポンプ車チームの配

備、役割、職員及び地域住民の安全対策、交通規制、排水ポンプ車の現場配列、

排水ポンプ車の作業フロー、訓練計画、運転記録、点検整備、等） 
・ インドネシア国ジャカルタにおける排水ポンプ車活用経験・教訓の共有に係る講

義 
・ 上記内容のマニュアル案への反映  
・ マニュアル案に基づく排水ポンプ車運用図上演習、マニュアル案のレビュー 
(以下、運用指導時に実施) 
・ 排水ポンプ車運用マニュアル案に基づく実地訓練の実施 
・ 評価に基づき、必要に応じてマニュアル案を更新 
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3) 成果 3 に対する活動【活動 3】 

(a) 必要な技術者・業種 

 IGE、DRBFC、BTL の河道・排水路の維持管理担当者 

(b) 技術水準 

現状の技術水準 必要とされる技術水準 
関係機関からの要請に基づいて、IGE による河

道・排水路の復旧工事が実施されている。 
河川構造物等に影響を与えない、河川管理の視

点から適切な河道や排水路の維持管理が実施さ

れる。 

(c) 対象者 

IGE 河道･排水路の維持管理指導者となりうる中堅

技術者 

中堅技術者 10 名 

DRBFC 河川管理担当責任者 上級技術者 1 名 

BTL 排水路維持管理責任者 上級技術者 1 名 

(d) 実施方法 

実施場所 IGE 本部（ディリ） 
実施期間 国内準備：講義資料、河道・排水路維持管理マニュアル案作成（活動日：10 日） 

現地活動 
現地作業：現地調査、講義、ワークショップ、実働訓練（活動日：16 日間、移動日

4 日、休日 3 日） 
活用教材 河道・排水路維持管理マニュアル 
実習用機材 - 油圧ショベル 1 台 

- 油圧ショベル小型 1 台 
- 重機運搬トラック 1 台 

活動内容 本研修は、平時に DRBFC や BTL からの依頼を受けて、IGE が河道･排水路の維持

管理を行う際に、河川管理の視点から適切な維持管理工事が実施されるように、河

道・排水路維持管理マニュアルを作成し活動の適切な実施を支援する。 
以下に、活動内容を示す。 
1. 国内準備作業 
・ 情報収集・整理 
・河道・排水路維持管理マニュアル(案)の作成 
2. 現地活動 
・ 現地調査 
 （コモロ川、中小河川の河道･排水路の状況、維持管理活動の確認） 
・ 河道･排水路の維持管理の課題抽出 
 （業務量、技術面、DRBFC･BTL の依頼内容及び IGE に提供すべき必要情報（設

計や作業仕様、スケジュール等）、残土の処分、実施後のモニタリング等に分け

て抽出） 
・ 河道･排水路の維持管理の改善案の検討 
 （業務量、技術面（河道計画）、DRBFC･BTL の発注者責任の明確化及び IGE に提

供すべき必要情報（設計や作業仕様、スケジュール等）の整理、残土の処分、実

施後のモニタリング等に分けて検討） 
・ 職員の安全対策並びに地域住民の安全対策に関する講義 
・ 改善内容の河道･排水路維持管理マニュアルへの反映  
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・ 河道･排水路維持管理マニュアル案に基づく実地訓練の実施 
・ 訓練評価及び必要に応じたマニュアル更新 

 

4) 実施内容と実施日程 

 上記 1)から 3)の実施日程は以下の通りとなる。 

ソフトコンポーネントの実施日程表（現地） 

日順 業務主任/技術者（1） 技術者（2） 技術者（3） 

業務主任/ 災害時応急対応計画 排水ポンプ車運用計画 河道･排水路維持管理計画 

１ 水 NRT（11:20）⇒KUL(17:45） NRT（11:20）⇒KUL(17:45） NRT（11:20）⇒KUL(17:45） 

2 木 KUL（06:00）⇒DIL（11:35）、IGE 協

議 

KUL（06:00）⇒DIL（11:35）、IGE 協

議 

KUL（06:00）⇒DIL（11:35）、IGE 協

議 

３ 金 公共事業省、IGE、DRBFC、BTL 協

議、スケジュール・研修参加者、研

修準備作業（講義会場、設備等） 

公共事業省、IGE、DRBFC、BTL 協

議、スケジュール・研修参加者、研修

準備作業（講義会場、設備等） 

公共事業省、IGE、DRBFC、BTL 協

議、スケジュール・研修参加者、研修

準備作業（講義会場、設備等） 

4 土 トレーニング準備 関連情報整理 トレーニング準備 

5 日 トレーニング準備 トレーニング準備 トレーニング準備 

6 月 地域の災害リスクの理解 地域の災害リスクの理解（特に浸水

しやすい地区の把握）、排水ポンプ

設置場所の確認 

地域の災害リスクの理解（特に洪水リ

スクの把握） 

7 火 過去の災害時応急対応における課

題の抽出（情報収集、情報伝達、情

報集約・共有、状況把握・分析・意

思決定、建設機材の派遣、対応の

実施等） 

排水ポンプ車の諸元、排水作業の

概要 

 

河道･排水路の維持管理における課

題抽出 

8 水 災害シナリオの検討、起こりうる被害

の想定、災害時応急対応における

改善案の検討 

排水活動体制、排水ポンプ車チーム

の形成、役割の明確化 

河川管理上の留意事項の確認 

9 木 災害時応急対応マニュアル案の更

新 

排水ポンプ車等の運用、排水ポンプ

車運用時の連絡体制 

現地調査（コモロ川河道の維持管

理） 

10 金 災害時応急対応マニュアル案の更

新 

ポンプ車チームの基本配備、役割、

移動式ポンプ車チームの構成、交通

規制班の形成 

現地調査（中小河川・排水路の維持

管理） 

11 土 研修結果の中間取り纏め 研修結果の中間取り纏め 研修結果の中間取り纏め 

12 日 研修結果の中間取り纏め 研修結果の中間取り纏め 研修結果の中間取り纏め 

13 月 災害図上演習の実施、評価 排水ポンプ車チームの現場配備、排

水ポンプ車の保管、維持管理 

河道･排水路の維持管理の改善案の

検討 

14 火 図上演習の結果に基づくマニュア

ルの更新検討 

排水ポンプ車の活動、排水ポンプ車

の運行ルート、排水作業フロー、作

業内容 

河道･排水路の維持管理の改善案の

検討 

15 水 図上演習の結果に基づくマニュア

ルの更新検討、共有 

訓練の企画・実施 

実地訓練計画 

河川・排水路維持管理マニュアル

（案）の検討 

16 木 マニュアルの確認、共有 排水ポンプ車運用マニュアルの解

説、更新 

河川・排水路維持管理マニュアル

（案）の検討 

17 金 実地訓練の準備 図上演習の実施 実地訓練の準備 

18 土 実地訓練の準備 実地訓練の準備 実地訓練の準備 

19 日 報告書の作成 実地訓練の準備 報告書の作成 

20 月 災害時応急対応実地訓練の実施、

評価 

排水ポンプ車の実働訓練、評価 河道・排水路の維持管理実地訓練、

評価 

21 水 公共事業省、IGE、DRBFC、BTL へ

の成果の報告、マニュアル案の説

明・引き渡し 

公共事業省、IGE、DRBFC、BTL へ

の成果の報告、マニュアル案の説

明・引き渡し 

公共事業省、IGE、DRBFC、BTL へ

の成果の報告、マニュアル案の説

明・引き渡し 

22 木 DIL（13:30）⇒KUL（16:30） DIL（13:30）⇒KUL（16:30） DIL（13:30）⇒KUL（16:30） 

23 金 KUL（10/24 22:50）⇒NRT（07:05） KUL（10/24 22:50）⇒NRT（07:05） KUL（10/24 22:50）⇒NRT（07:05） 
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(2) 実施リソース 

1) 日本側 

 ソフトコンポーネント業務に従事する日本人技術者の担当分野、人数、期間、及び主な活動内

容について以下に示す。 

【日本人技術者】 

担当分野 人数 期間(M/M) 主な活動内容 
活動 1 に対する従事者 
業務主任/ 災害時応急

対応計画 
1 名 国内準備: 0.5 M/M 

現地活動: 0.77 M/M 
合 計: 1.27 M/M 

国内準備: 災害時応急対応・復旧業務マニ

ュアル(案)作成 
現地活動: 災害時応急対応・復旧の改善案、

図上演習、実働訓練、マニュアル(案)更新 
活動 2 に対する従事者 
排水ポンプ車運用計画 1 名 国内準備: 0.5 M/M 

現地活動: 0.77 M/M 
合 計: 1.27 M/M 

国内準備 : 排水ポンプ車運用マニュアル

(案)作成 
現地活動: 排水ポンプ車運用研修、排水ポ

ンプ車チーム形成、図上演習、マニュアル

更新、マニュアルに基づく実地訓練、評価 
活動 3 に対する従事者 
河道･排水路維持管理

計画 
1 名 国内準備: 0.5 M/M 

現地活動: 0.77 M/M 
合 計: 1.27 M/M 

国内準備: 河道･排水路維持管理マニュア

ル(案)作成 
現地活動：河道･排水路の維持管理の改善

案、マニュアル更新、マニュアルに基づく

実地訓練、評価 
 

 また、現地傭人として下表のとおり、アシスタント兼通訳を雇上する。 

【現地傭人】 

担当分野 人数 期間 主な活動内容 
アシスタント兼通訳 1 1 名 14 日間 ワークショップ（災害時応急対応・復旧の改

善）、図上演習、実地訓練、マニュアル更新の

サポート、通訳、収集資料翻訳等 
アシスタント兼通訳 2 1 名 14 日間 排水ポンプ車の運用研修、チーム形成、図上

演習、実地訓練、マニュアル更新のサポート、

通訳、収集資料翻訳等 
アシスタント兼通訳 3 1 名 14 日間 ワークショップ（河道･排水路の維持管理）、

実地訓練、マニュアル更新のサポート、通訳、

収集資料翻訳等 
 

2) 東ティモール側 

 ソフトコンポーネントを実施するために東ティモール側が投入すべき人材を以下に示す。 

担当分野 投入人数 期 間 
活動 1 に対する投入 
災害時応急対応担当責任者 12 名程度 【現地】0.5 ヵ月 
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活動 2 に対する投入 
排水ポンプ車運用担当職員 23 名程度 【現地】0.5 ヵ月 
活動 3 に対する投入 
河道･排水路の維持管理担当者 12 名程度 【現地】0.5 ヵ月 

 

(3) 成果品の種類 

1) 日本側 

・ 災害時応急対応業務マニュアル インドネシア語 

・ 排水ポンプ車運用マニュアル インドネシア語 

・ 河道・排水路維持管理マニュアル インドネシア語 

・ 研修のビデオ映像（IGE、関係機関による研修用教材として） 

2) 日本側及び東ティモール側 

・ 災害時応急対応業務連絡網 

・ 排水ポンプ車チームメンバーリスト 

 

6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法   

 本ソフトコンポーネントにおける各活動においては、以下に示す理由によりローカルリソース

ではなく日本人技術者、すなわち受注コンサルタントが直接実施するのが相応しいと考えられる。 

活動項目 日本人技術者による実施の理由 
(1) 災害時応急対応業務の改善 我が国では、各組織に防災業務計画が整備され、組織内に災害対

策本部が設置され災害時応急対応の優先事項が判断され、災害時

応急対応活動が実施されている。MPW を中心に DRBFC、BTL、
IGE が災害情報を共有し、優先事項に対応する体制を形成するう

えで、我が国の事例が大いに参考にできる。 
(2) 排水ポンプ車の効果的な運

用 
我が国では、国土交通省の事務所や地方自治体が排水ポンプ車を

保有し、内水氾濫等の発生時に現場に設置し、被害の軽減に有効

活用されている。ディリ首都圏にもこのような浸水の常襲地帯が

複数存在し毎年のように被害を被っている。IGE、DRBFC、BTL の

職員からなる排水ポンプ車チームの形成は不可欠であり、日本の

活用事例が大いに参考になる。 
また、JICA が無償資金協力により排水ポンプ車を整備し、都市部

の洪水対策を実施しているインドネシア国ジャカルタの関係機関

による知見・教訓の共有も併せて実施する。 
(3) 河道･排水路の維持管理の

改善 
JICA の情報収集･確認調査団によってディリ首都圏を中心とする

洪水解析に基づく洪水リスク分析が行われており、同分析に基づ

きコモロ川の河川計画が策定された。同計画に基づく河道や排水

路の維持管理が重要である。流域全体のバランスを考慮した河道・

排水路の維持管理を行う必要があり、日本の河川管理の知見が有

効である。 
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7. ソフトコンポーネントの実施工程   

 本ソフトコンポーネントの実施工程を以下に示す。12 月から 4 月の雨季を考慮して、機材の引

渡し前に、座学による研修を実施し、引渡後に短期集中的に実働訓練を実施する。 

 

 

8. 成果品の種類   

 ソフトコンポーネントにより作成する成果品を以下に示す。マニュアル類は、対象者に理解し

やすいインドネシア語版を作成する。 

・ 災害時応急対応業務マニュアル インドネシア語 
・ 排水ポンプ車運用マニュアル インドネシア語 
・ 河道・排水路維持管理マニュアル インドネシア語 
・ 研修を撮影したビデオ教材 
・ ソフトコンポーネント完了報告書 
 完了報告書は以下の成果品を含む。 
 - 研修写真等の活動記録 
 - 上記マニュアル類、運用フロー 
 - 実施機関職員への事後アンケート結果 
 - 施主に提出した Final Report 
 

9. ソフトコンポーネントの概略事業費   

 ソフトコンポーネントの概略事業費を以下に示す。 

費 目 
金額 備 考 

日本円(円) 米ドル（USD） 合計（円）   

1. 直接人件費 4,063,000 0 4,063,000   

2. 直接経費 3,507,275 28,736 7,393,531 現地再委託費は無し 

3. 間接費 8,451,040 0 8,451,040   

4. コロナ対策費 48,000 120 64,228   

合 計 16,069,315 28,856 19,971,799   

    注）適用為替レート：USD1=JPY135.24- 

 

10. 相手国側の責務   

 ソフトコンポーネントの目標が達成されるためには、ソフトコンポーネントの実施による成果

に加え、相手側実施機関が以下のような項目について確実に実行することが求められる。 

2025年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

調達・工事工程（建機類）

調達・工事工程（車両類）

(1) 災害対応業務の改善

(2) 排水ポンプ車の効果的な運用

(3) 河道･排水路の維持管理の改善

ソ
フ
コ
ン

2024年

機材検収･引渡し

ﾏﾆｭｱﾙ案作成

ﾏﾆｭｱﾙ案作成現地活動

ﾏﾆｭｱﾙ案作成 現地活動

現地活動

機材検収･引渡し
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・  ソフトコンポーネントにより習得した技術を適用、伝承する。 

・  排水ポンプ車チームの体制の維持のため、退職者が出た時には、補充し訓練を行う。最低年

1 回雨期前の運用訓練を実施し基本動作を確認する。 

・  常に PDCA を回し、必要に応じてマニュアルを更新する。 

・  本プロジェクトによる調達機材の維持管理及びスペアパーツ追加調達に必要な予算を確保

する。 
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